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　黒鉄くろがね珠雫しずくは追想ついそうする。

　幼い頃の自分の記憶を。

　彼女は何をやっても許された。

　他の子供を殴りつけても許された。

　他の子供のおもちゃを奪っても許された。

　奪ったおもちゃを壊しても許された。

　なぜか。

　それは珠雫が幼い頃から伐刀者ブレイザーとしての才覚を示していたからだ。

『ごめんなさいね、珠雫ちゃん。ほらお前も謝れ！』

　自分がいじめていた親戚の子供が、その親に叩たたかれて頭を下げる。

『ごめんなさい』

　悔しさに震える謝罪の言葉。

　珠雫はいつもそれをくだらないモノを見る目で睥睨へいげいする。

　力の前に正しさを曲げる子供。

　力の前に間違いを許す大人。

　どいつもこいつもくだらない。

　珠雫の周りにはそんな人間しかいなかった。

　強い者に頭こうべを垂たれて、内心では微塵みじんも感じてないような謝意や誠意を舌に乗せる。

　汚きたならしい。

　だから彼女は人間という生き物が大嫌いだった。

　そして自分もまたこんなくだらない生き物だという事実にうんざりしていた。

　うんざりし、その苛立いらだちを自分より弱い者へぶつけ続けた。

　大嫌いな人間の泣き声を聞くと、少しだけ気分が晴れたから。

　だが、ただ一人、たった一人だけ、そんな珠雫を許さなかった少年がいたのだ。

　パンッ。と──

　その少年、珠雫の兄・黒鉄一輝いっきは他の子供を泣かせていた珠雫の頰を叩いて、言った。




「よわいものいじめをしちゃ、ダメだ」




　珠雫はそのとき、自分が何をされたのかわからなかった。

　親にだって叱られたことも叩かれたこともなかったのだから。

　わけがわからず、ただ、叩かれた頰がすごく熱くて、涙が溢あふれた。

　泣き出した珠雫を見て血相を変えた大人たちが、珠雫を叩いた一輝を怒鳴どなりつける。

　早く謝れ、と。

　それでも謝らない一輝を、大人たちは殴りつける。

　だけど一輝は、最後まで頭を下げなかった。

　彼には頭を下げる理由なんてなかったから。

　……そんな人間は初めてだった。

　間違っていることを、間違っていると言ってくれる人なんて、今までいなかったから。

　あのときは突然叩かれて、びっくりして泣いてしまったけど、本当は嬉しかったのだ。

　ずっと、そんな人を探していた。

　甘やかしてくれなくていい。厳しくたっていい。

　ただ、人間として尊敬出来る、そんな人を。

　だから珠雫はそのとき心に決めたのだ。

　この人についていこうと。そうすればきっと、自分は、自分が見てきたくだらない大人とは違った何かになれるだろうから。

　──だけど、

（このとき、私はなにもしらなかった）

　兄を取り巻く環境の苛烈かれつさも。彼が背負った孤独の冷たさも。なにも──





◆◇◆◇◆






『一年・黒鉄珠雫さん。試合の時間になりましたので入場してください』

　そのアナウンスに、珠雫は閉じていた目蓋まぶたをゆっくりと開く。

　目の前には薄暗い通路。

　それはまっすぐ試合会場の入場ゲートに延びている。

　その道を、珠雫は躊躇ためらうことなく歩き出す。そして歩きながら追想を続ける。

（……私がお兄様の辛つらい立場を知ったのは、お兄様が家を出ていってしまってからだった）

　黒鉄の家の者は、誰一人兄を捜そうとはしなかった。

　まるで初めからいない者だったように。

　そのときになって珠雫はようやく、兄がいつも穏和な笑顔の裏に隠していたモノに気づいたのだ。

　気づいて、彼女は憎んだ。

　兄をそこまで追い詰めた黒鉄のすべてを。

　そして決意した。

　誰一人として兄を愛さないというのなら、自分がその分のすべての愛を、兄に与えようと。

　そのためには、今のままじゃダメだ。

　頼っているだけでは、ついていっているだけではダメだ。

　並び立ち、支え合える間柄にならなくては、兄をつなぎ止められない。

　また兄を独りぼっちにしてしまう。

　だったら強くなるしかない。

　いずれ兄は必ずこの世界で頭角とうかくを現す。

　彼の強さを誰よりも知っている珠雫にはそれがわかる。

　だからそのときに、兄と並び立つ存在となるために、珠雫は必死で努力した。

　そして、Ｂランクという高い評価を得られるまでに力を付けた。

　でも、まだだ。

　兄が目指すのは七星しちせいの頂いただき。

　そこに共に歩んで行くには、これだけでは足りない。

　ならば──




『さあそれでは、本日の第十二試合の選手を紹介しましょう！

　青ゲートから姿を見せたのは、今我が校で知らない者はいない注目の騎士・黒鉄一輝選手の妹にして、《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》に次ぐ今年度次席入学生！

　ここまで戦績は十五戦十五勝無敗！　属性優劣も何のその！

　抜群の魔力制御力を武器に、今日も相手を深海に引きずり込むのか！

　一年《深海の魔女ローレライ》黒鉄珠雫選手です!!!!』




　珠雫は薄暗い通路を抜け、歓声響く会場に出る。

　だが、割れんばかりの歓声がひどく遠く聞こえる。

　それもそのはず。珠雫の意識は今、目の前のたった一人に集約されているのだから。




『そして赤ゲートより姿を見せるは、我が校の生徒会長にして校内序列最高位！

　前年度の七星剣武祭しちせいけんぶさいでは二年生で準決勝まで駒を進めるという快進撃を見せるも、前年度の七星剣王となった『武曲ぶきょく学園』の諸星もろぼし選手に敗北し、七星の頂には手が届きませんでした。しかし、彼女は再びこの七星の頂を争う戦いの場に帰ってきました！　その手に一年前よりもさらに磨きがかかった未だ不敗の伝家でんかの宝刀ほうとうをひっさげて！

　その疾はやさを前に避けるは叶かなわず！　その鋭さの前に防ぐも叶わず！

　金色こんじきの閃光せんこうが今日も瞬またたく間に相手を切って落とすのか！

　破軍はぐんが誇る最強の雷使い！　三年《雷切らいきり》東堂とうどう刀華とうか選手です!!!!』



















（──東堂刀華）

　前方約二十メートル。

　栗色の長い髪を靡なびかせて盤上に上がる破軍学園最強の騎士。

　その姿を双眸そうぼうに捉とらえ、珠雫は確信した。

（……なるほど。桁違けたちがいね）

　対峙たいじしているとわかる。

　空気が──痛い。

　身体からだ中の産毛うぶげがぞわぞわする。

　射貫いぬくような眼光の鋭さに、汗がにじみ出るのがわかる。

　今までの選抜戦で珠雫が相手をしてきた者たちとは纏まとっている雰囲気の質が違う。

　この相手は、強い。明らかに自分より格上だ。


　──でも、だからこそ…………珠雫は滾たぎる。



　ようやくだ。

　この学園に来てからずっと、彼女はこういう機会を待ち望んでいた。

　自分の『想い』が試される。そんな戦いを。

（前年度七星剣武祭ベスト４。相手にとって不足なし──）

　ならば試そう。

　この五年間、自分がどれだけ強く兄を愛せていたのか。

　気持ち、想い、そのすべて──

（この戦いで、黒鉄珠雫わたしの限界を試してやる──ッ！）

　そして、高ぶる珠雫の気持ちに呼応するかのように──




『それでは第十二戦目、──開始!!』




　戦いの始まりを告げるブザーが鳴らされた。
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《深海の魔女ローレライ》ＶＳ《雷切らいきり》。

　互いに学生では最高クラスであるＢランク騎士。

　破軍はぐんきっての実力者同士の対決は、意外な立ち上がりを見せていた。

『こ、これはどうしたことでしょうか！　両者前に出ません！』

　白銀の刀身を持つ小太刀こだち《宵時雨よいしぐれ》。

　黒漆くろうるしの光沢を持つ鞘さやに収められた日本刀《鳴神なるかみ》。

　互いに自らの霊装デバイスを手に、距離を保ったままリングを半周する。

　すでに試合開始から一分が経過したが、未だに一合もその刃は交えられていない。

　だというのに、──会場は痛いくらいの、ひりつくような緊張感に包まれていた。

　上位陣による潰つぶし合いを見るために集まった百名を超える観客全員が、固唾かたずを吞のんでリングを見守る。

「どちらも仕掛けないわね」

　一輝いっきの隣に立つ焰ほのおのような赤髪を持つ少女、ステラ・ヴァーミリオンが強こわばった声で呟つぶやく。

「遠巻きに相手を睨にらみながら、出方を窺うかがってるのよ」

　ステラの声に応こたえたのは、長身の麗人れいじん・有栖院ありすいん凪なぎだ。

「互いにＢランクという七星剣王しちせいけんおうクラスの力を持つ騎士同士。珠雫しずくはもちろん、あの生徒会長さんもリングの端から端まで届く攻撃手段を持っている。あの二人はもう互いを自分の射程に収めているのよ。迂闊うかつな動きを見せたほうがやられるわ」

「アリスの言うことも一つ。でもそれ以上にこの試合、珠雫は自分からは動きたくないんだよ。東堂さんは刀の間合い、──クロスレンジに最強の武器を持っているからね」

「……イッキ、それってさっき実況が言っていた伝家でんかの宝刀ほうとうってやつ？」

「うん。あれは誇張でも噓うそでもない。あまりに強すぎ、あまりに鮮烈だったため、そのまま東堂さんの通り名となった伐刀絶技ノウブルアーツ。それが超電磁抜刀術《雷切》だ」

　腰に差した《鳴神》の鞘と刀身に雷の能力で強力な磁界を発生させ刀身を射出する。

　その鞘走りをもって振るわれる一刀は落雷すらも斬り裂く異次元の速度と威力を誇る。

　それはもはや人の身で対処出来る一撃ではない。

　故に必殺。

「これまでの公式戦、《雷切》を使った試合はただ一つの例外もなくすべて東堂とうどうさんの勝利で終わっている。彼女の《雷切》は一度抜き放てば必ず相手を切って落とす、文字通りの伝家の宝刀なのさ」

「あれ、でもイッキ。生徒会長って去年のベスト４でしょ？　じゃあそのとき生徒会長に勝った騎士はそれを攻略したんじゃないの？」

「いいや」

　一輝は首を振って否定する。

「現七星剣王の諸星もろぼしくんは槍使いなんだ。実際の試合映像も見たけど、彼は終始《雷切》の間合いの外に身を置くことに徹していたよ。つまりそれは七星剣王ですら彼女の《雷切》を恐れたということ。未だ誰一人として、東堂さんのクロスレンジを突破出来た者はいない。あの場所に踏み込んだ者はすべて、雷よりも疾はやい彼女の斬撃ざんげきに斬り捨てられている。そしてそのことは、当然珠雫も知ってる」

「……だから、仕掛けない」

「そう。この試合、珠雫は受けに徹するだろう。珠雫が得意としているのは元々ロングレンジでの魔法戦だ。自分から不利になる距離に足を踏み入れる道理がない」

　だから珠雫は待つ。

　相手が仕掛けてくる瞬間を。

　凍り付いた時間の中で。

「でも、……東堂さんが一度動けば、場面は一気に進展するよ」


　そう、一輝が告げたまさしくその瞬間、────刀華とうかが動いた！







◆◇◆◇◆






　ぐんっ！　と膝ひざを落とし身体からだを前傾。

　そのまま身体を前にぶち込み、一瞬にしてトップスピードにギアを入れる。

　両者の間合いは二十メートル。

　その程度、刀華ならば瞬まばたきの間に詰め寄るだろう。

　だが、それをみすみす許す《深海の魔女ローレライ》ではない！

　刀華の動きに呼応し珠雫もまた動く。

　当然だ。彼女は待っていたのだから。

　刀華が全速力で動く瞬間を！

「凍いてつけ──《凍土平原とうどへいげん》」

　言葉と共に珠雫の足下が凍り付く。

　その氷は刀華の速度よりもなお速く壁際まで浸食しんしょくし、リング全体を氷結させた。

　そんな足場で全速力を出せばどうなるか。

　当然──スリップする。

　故に一度速度を落とすしかない。

　だが、そうせざるを得ない状況に追い込むことこそが珠雫の目論見もくろみ。

　珠雫はすぐさま次の一手を放つ。

　伐刀絶技ノウブルアーツ《水牢弾すいろうだん》。

　一度着弾すれば、顔に張り付き相手の呼吸を奪う水の砲弾が《宵時雨》の切っ先から放たれる。

　それも三連射だ。氷の足場でこの三連射を避けきることは不可能。それが常識。




　しかし相手は七星の頂いただきのすぐ側、その高きところに住まう怪物！




　あろうことか、刀華は凍り付いた足場に対して、減速を行わなかった。

　そうさせることが珠雫の狙いだと瞬間の中で看破かんぱしたのだ。

　故に止まらず、むしろ身体を滑らせて加速。

　三発の砲弾の間を縫うように動き、《水牢弾》を鮮やかに回避する。

　そして氷の足場を用い身体を独楽こまのように一回転させながら、腰に差した《鳴神》を未だ遠い間合いにいる珠雫めがけて抜き放った。

　瞬間、抜き放たれた刃やいばから雷撃が三日月型の魔法斬撃となって珠雫の首を搔かき切りに奔はしる。

　珠雫の狙いを看破して、回避から即遠距離カウンター。

　刀華は《凍土平原》を見た瞬間に、回避から反撃までの行動ビジョンを自らの中に構築していた。

　これほどまでに速く、そして正確な読みを行ってくる敵は、珠雫の経験にはない。




　だが、──珠雫としても、その程度は想定の内！




　雷の斬撃が珠雫の首を落とさんとした刹那せつな。

　斬撃と珠雫の間に、地面から幅三十メートルにも達する水の壁が吹き上がり、二つを隔てた。

　伐刀絶技ノウブルアーツ《障波水蓮しょうはすいれん》。弾丸も電撃も通さない、珠雫の鉄壁の防御術だ。

　珠雫もまた、《雷切》が自分の思い通りに敗れるとは思っていなかった。

　当然だ。彼女は日本で四番目に強い学生騎士なのだから。

　必ず遠い距離から反撃を行ってくる。

　そう読んで、あらかじめ防御壁を準備していたのだ。

　雷の斬撃は純水の障壁にぶつかり、その一部を爆砕ばくさいし蒸発させるも、貫くには至らない。

　彼女は危なげなく刀華の反撃を処理した。

　──そう思ったのも束つかの間。


「────ッ」



　刀華は、一撃で攻撃が通らないと見るや、間髪入れずに二撃、三撃、十撃、雷の斬撃を繰り出してきた。

　機関銃のように繰り出される雷撃。

　なんという荒々しい攻めか。

　そこに先ほどの読みで見せた華麗さなどはどこにもない。強引な力押しだ。

　だが、それも考えあってのこと。

　刀華はこの時点で、自分が珠雫に対して持っているアドバンテージを理解していた。

　それは、技の出の速さ。

　珠雫は通電を避けるために、水の分子一粒一粒にまで気を配り、一切の不純物を取り除いて絶縁性を持つ純水を生成する必要がある。それは非常に神経を使う繊細な作業だ。

　対して刀華は雷撃を斬撃に乗せて飛ばせばいいだけ。別に繊細な処理などは必要としない。

　当然、双方の速度には差が出る。

　刀華はたった一度の攻防でそのアドバンテージに気づいたのだ。

　間髪入れない連続攻撃での力押しこそ、珠雫にとって一番辛い展開だと。

　そしてそれは、──正しい分析だった。

　こうも激しく攻撃を加えられては、珠雫も障壁を解くことが出来ない。

　連つるべ打うちで放たれる雷の刃に、珠雫は《障波水蓮》で身を守るしかない。

　だが、刀華の一撃は重い。

　高熱を持つ雷の刃は、確実に、着実に、障壁の水分を蒸発させて、珠雫の守りを削そいでいく。

　そして何十撃か後、ついに機関銃の如ごとく繰り出される雷は、珠雫の最後の守りまで消し飛ばした。

　刀華はすぐさま、トドメの雷撃を放つべく《鳴神》を振るう！

　──その、瞬間だった。


「…………！」



《鳴神》を振り抜こうとした刀華の動きが止まる。

　何故なぜか。

　その理由は、彼女の足下にあった。

　刀華の両足を何かが摑んでいる。

　それは、凍り付いた床から生えてきた水の腕だ。

　水の腕は刀華を摑んだ瞬間氷結し、彼女の身体を床に縫い付ける。

　同時に、身動きを完全に封じられた刀華の頭上に影がかかる。

　何事なにごとか。

　刀華が珠雫から視線を切り、自身の頭上を見上げたときには、もう遅い。彼女が見たのは、頭上という人間の絶対的な死角からすさまじい速度で落下してきた巨大な円柱形の氷塊が、己おのれの鼻に触れるほどの眼前に迫った光景だった。

　──すべては、珠雫の思い描いたとおり。

　刀華が読みの速さで攻めるなら、珠雫は読みの深さで応じる。

　珠雫は刀華に速さのアドバンテージがあると思い込ませた。

　亀のように身を固め、防戦一方になることで、身を守ることしか出来ないと誤解させた。

　そしてその裏で、床に魔力を這はわせ、彼女を拘束する腕を作り、一方で刀華の雷撃により気化した水を使い、彼女を打ち砕く氷塊きりふだを作り出したのだ。

　三つの複雑な魔力行使の同時進行。

　並の伐刀者ブレイザーに出来る芸当ではない。だが、珠雫ならば出来る。

　彼女の魔力制御力はＡランク相当。ステラをも上回る、人類最高水準なのだから！




　瞬間、落下した氷塊は刀華ごとリングをたたき割った。




　その威力たるやすさまじく、破壊の亀裂は観客席にまで及ぶ。

　それほどの一撃。

　そしてその破壊の中心に打ち立てられるは氷の墓標。

　この一撃を受けて、立っていられるはずがない。

　勝負は誰の目にも決した。そのはずだ。

　だというのに、珠雫は感じ取った。

　──あの痛いほどの空気が微塵みじんもかき消えていないことを。

　彼女の認識を肯定こうていするように、するる、と、まるで花が開くように氷塊が左右に裂ける。

　その中心に、──無傷の《雷切》が佇たたずんでいた。


「…………」

「…………」



　双方攻め、双方守り、会場は半壊するも、しかし有効打は一つとしてない。

　実力伯仲はくちゅう。

　二人のＢランク騎士の戦いは、再び振り出しの睨にらみ合いへと戻った。
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『す、…………すっばらしぃいぃいいいいい!!!!



　な、なんというハイレベルな攻防なのでしょう！

　わたくし、実況を仰せつかっておきながら、何一つ言葉を挟めませんでした！』

　二人の戦いに見入り黙り込んでいた実況が、思い出したように声を張り上げる。

　それに呼応して、観客たちもまた息も忘れるほどの緊張から解かれ、そこかしこで驚きの声を上げる。


『な、なんだよコイツら……！　ホントに同じ人間なのか…………！』



『すげえ、すげえよやっぱり生徒会長は！』

『いやいや、会長がすごいのは知ってるよ！　ベスト４だもん！　でも、その会長と互角に渡り合ってるあの一年はなんなのよ!?』

『あの一瞬の間に防御、反撃、ブラフ、切り札……どれだけ手数を重ねたよ!?』

『だけどその全部に会長は対応出来てるぞ！』


『どっちも揃そろって化け物だ。これがＢランクの力…………！』



『二人の戦いに会場中がどよめいています！

　それもそのはず！　力も、技も、駆け引きも──そのすべてが校内戦レベルではありません！

　どちらもが七星剣王になってもおかしくない実力の持ち主！

　しかもこれほどにやり合って未だ互いに被弾ゼロ！　掠かすりもしていない！

　まさに竜虎りゅうこ相搏あいうつ！　この戦い、一体どちらに勝利の女神は微笑ほほえむのでしょうか!!』

「シズク、やるじゃないの……！」

「……強いのは知ってたけど、ここまでやるなんてあたしもびっくりよ！」

　実況たちと同じように、その戦いを見守っていたステラと有栖院もまた、珠雫の善戦に感嘆の声を漏らす。

　なにしろ相手は破軍の最強騎士。

　そして前年度の七星剣武祭でベスト４にもなった女性だ。

　その相手と、珠雫は全くの五分に渡り合っている。

　すなわちそれは珠雫の力が七星の高みに住まう怪物たちと互角であることを示していた。


「このまま行けば、本当に勝てるかも…………！」



　期待にステラの声が弾む。

　普段いがみ合ってはいても、ステラは珠雫のことが嫌いではない。

　同じ男を愛しているからこそ通じ合うものがあるのだ。

　だからステラは心からこの展開を喜んでいた。

　格上の雷使い相手に、珠雫は十二分に戦えている。

　ならば、この勝負はわからない。大番狂わせが起きる可能性は大いにある。

　だが、期待に胸膨ふくららます二人の隣で、ただ一人──

　黒鉄くろがね一輝だけが、険しい表情でリングを見下ろしていた。


（…………互角、か）







◆◇◆◇◆






「確かに、あの二人は互角だね。カナタ」

「ええ、そのようですね。副会長」

　東堂刀華率いる生徒会の二人、御祓みそぎ泡沫うたかたと貴徳原とうとくばらカナタは、一輝たちがいる青ゲートとは正反対の位置にある赤ゲートの真上から、試合を観戦していた。

「ホント、すごいね今年の一年はさ。みんな強くて参っちゃうよ。コイツらが非行とかに走ったら止めるのはボクらなんだぜ？」

「フフフ。嬉しい悲鳴ではありませんか。それでこそ私たちも安心して卒業出来るというものですわ」

　小鳥の囀さえずりのように典雅てんがな声音こわねで笑みをこぼし、カナタは鍔つばの広い帽子の下から改めて刀華相手に互角の立ち回りを見せた一年を見つめる。

「しかし本当に驚きましたね。まさか我らが姫とここまで互角に渡り合うなんて」

「そうだねぇ。本当に微塵の優劣もついていない。黒鉄クンやステラちゃん以外にもこんなのがいるんだから、ホントすごいよ。今年の一年は」

　泡沫もそれを認める。

　そして認めた上で、涼しげに余裕の笑みを浮かべた。




「──でもそれは、あくまでロングレンジでの話だ」




　そう。一輝が険しい表情をした理由。

　今の立ち合いから見えてきた一つの現実だ。

　刀華はクロスレンジに絶対的な支配力を持っている。

　これを切り崩すことはまず不可能だといっていい。

　つまり、黒鉄珠雫の勝機はロングレンジを制することその一点に尽きる。

　ならば……互角ではダメなのだ。

　今の攻防は珠雫にとって、七：三くらいで優勢を取らなければならなかった場面。

　だというのに、彼女は刀華に対してなんら有効なダメージを与えることが出来なかった。

　すなわち、今の攻防に限定すれば五分だが、広い視野で戦い全体を見つめると……先ほどの立ち会いで《深海の魔女ローレライ》と《雷切》の間には明確な優劣がついてしまったのだ。

　しかも──

「しかも刀華はまだ本気じゃない」

　珠雫はＢランク騎士にして、Ａランクにも迫る魔力制御力を誇る一流の水使い。

　こんな逸材いつざいには七星剣武祭でも巡り会えるかわからない。

　得難い経験だ。

　だからこそ、刀華はあえて無理に攻め込まず、珠雫の望むロングレンジでの攻防を受けて立った。

　超一流の水使いの攻めを、肌で感じ学習するために。

「七星剣武祭の前に戦えて刀華は喜んでるだろうね」

「ええ。ですが、そろそろお勉強も切り上げるでしょうね。今日はずいぶんと試合時間が押しています。生徒会長として、彼女はその遅れを好まないでしょうから」
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　カナタの言葉通り、リングに異変が起こった。

　刀華の足下。《凍土平原》により生み出されたアイスバーンが、湯気を噴いて融とけ始めたのだ。

　雷使いが操る膨大な電力によって発生するジュール熱で、刀華は《凍土平原》を無効化。

　そして《鳴神》を持ち上げ、その切っ先を珠雫に向ける。

　冴えた輝きを宿す切っ先から、心臓を射貫いぬくような殺気を珠雫は確かに感じ、その表情を強ばらせる。

　だが、珠雫の表情が強ばるのは、そのプレッシャーだけが理由ではなかった。

（わからない）

　珠雫は遠巻きに刀華と睨み合いながら、疑問に囚とらわれていた。

　彼女に拭ぬぐいがたい疑念を与えているのは、それは先ほどの攻防、その最後の応手だ。

（どうして私の奇襲に反応出来たの）

《深海の魔女ローレライ》の魔力制御力は《雷切》のそれを大きく凌しのぐ。

　Ａランク騎士のステラですら、こと魔力制御力に関しては珠雫より一段劣るほどだ。

　だからこそ、珠雫は自分の迷彩めいさいに絶対の自信を持っている。

　自分がどういう術を練ねっているか、それが相手に悟られることはあり得ない。

　しかも人間にとって頭上というのは絶対の死角だ。

　背後からの気配に反応出来る人間も、頭上には意識が回らない。

　それは人間という生物のメカニズム。

　だというのに刀華はあたりまえのようにこれに反応し、氷の墓標を真っ二つに斬り裂いた。

（なにか……私には見えない何かが見えているの）

　それがなんなのか、考察を巡らそうとした瞬間だ。




　ふと風がゆらぎ、珠雫は己の眼前に《鳴神》を振りかぶる刀華の姿を見た。




「っ!?!?」

　その光景に珠雫は思わず目を剝むき、悲鳴を上げそうになった。

　無理もない。つい一瞬前まで何十メートルも先にいたはずの敵が、手を伸ばせば触れられるほどの至近から剣を振るおうとしていたのだから。


「くぅ────ッッ!!!!」



　だが驚きはしても硬直はしない。

　珠雫は受け身も何も考えずに身体を後ろに投げ出して、横一線に振るわれた剣閃けんせんを回避。

　そしてそのまま身体を宙で回し、左手を地面につく。

　そのついた左手の手の平から高圧の水を爆発させ、自分の身体を刀華から遠くへと逃がした。

　ただ避けるだけにとどまらない冷静な判断。

　しかし、それは珠雫が理性を総動員させてなんとか敢行かんこうした冷静さだった。

　今、彼女の頭は半ばパニックに陥っている。

（意味が、わからない！）

　何が起きたのかが理解出来ない。

　目線は一瞬たりとも外さなかったはず。

　だというのに、何十メートルもの間合いを刀華は音も気配なく詰めて、唐突に眼前に現れた。




『おーっと黒鉄選手！　今のはきわどい回避でした！

　東堂選手の動きには対応出来ていたはずなのに、一体どうしたのでしょう！

　なにやらぼぅっとしていたように見えましたが！』




（私が呆ほうけていた？）

　実況の声に珠雫は訝いぶかしげに眉をひそめる。

　自分が試合中に呆けるなんてことはあり得ない。

　だが、実況の言葉は、自分以外の者たちにはそのように見えたということを示している。

　先ほどと同じように攻めてきた《雷切》を自分が見落としていた、と。

（そんなこと、あるはずないのに）

　とにかく、さっきのはマズい。

　二度と見失わないようにさらに集中しないと。

　珠雫は己に強く言い聞かせ、眼球に意識を集め──




　次の瞬間、振り下ろされ眼前に迫る《鳴神》の刃を見た。





「ッッッッゥウ!?!?」



　それは避ける暇すら与えず珠雫の袈裟けさを深々と斬り裂く。


『あーーーーっと！　黒鉄珠雫選手、ここで東堂選手の太刀をもろに浴びてしまったァァ！　それもかなり深い！　これは致命傷でしょうかッ!!!?』



　だが、誰もが勝負が決したと思った瞬間。

　珠雫の身体が急に色を失い、ただの水となってリングにぶちまけられた。

　そして本物の珠雫は、すでに刀華の背後、それもかなり距離を開いた場所に立っている。

『な、なんと水の分身です！　黒鉄選手《雷切》の太刀たちを見事に回避……、いや！』

　ふと実況の声がつまる。

　なぜか。珠雫の左手を伝う朱しゅの色を見たからだ。

『左手から血が滴したたっています！　完全な回避は出来ていませんでした！　黒鉄選手ついに被弾ッ！　この試合初めてのダメージヒットは《雷切》東堂刀華選手です！』


「く…………！」



（まるで見えない）

　珠雫は浅く裂かれた左腕の傷を押さえてうめく。

　どんなカラクリがあるのかは知らない。

　どういう方法で動きを消しているのか、珠雫にはさっぱり理解出来ない。

　だが、左手を伝う朱色が、たった一つの確かな真実を告げていた。

（私にこの敵の動きを捉とらえることは出来ない……ッ！）

　そう。この瞬間、誰の目にも明らかな形で二人の拮抗きっこうが破れたのだ。
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　一度拮抗が破れたら、その後形勢はあっという間に刀華に傾いた。

　珠雫は防戦一方となり、ただひたすらにリングの上を逃げ回る。

　しかし追う《雷切》の足は速く、反応が遅れてしまうぶん回避の動作にも負担が生じるため、彼女は徐々に消耗していき、今や押せば倒れそうなほどに疲弊ひへいしきっていた。




『これはどうしたことでしょう？　最初は互角に見えた《深海の魔女ローレライ》と《雷切》。

　しかし今や《深海の魔女ローレライ》は逃げ回るのに精一杯といった様子。

　一体何故ここまでの優劣がついてしまったのでしょうか!?』




　戸惑う実況者。

　彼女には珠雫が刀華を見失っている現状がわからないからだ。

　だから何故ここまで試合が一方的な展開となったのかが理解出来ない。

　しかし、ただ一つこの場にいる誰もが共通して理解している事実があった。

　それは──この試合の勝者が誰なのかということだ。

『もう降参したらいいのに……』

『やっぱり一年には荷が重い相手だったか』

『最初張り合ったときはもしや、とも思ったんだけどなぁ』

『なんだ？　帰るのか？』

『ああ、もう勝負は決まったようなもんだろ。やっぱつええよ会長あの人は』

　会場も冷めた雰囲気。

　もはや最初の熱気はどこにもない。

　そうだ。考えてみればどれだけ優れているといえど、所詮は一年。

　そんな相手に破軍きっての騎士が敗れる道理があるだろうか。

　なにを的外れな興奮を得ていたんだと、そんな白けた空気が会場全体に漂う。

　そのただ中で、ステラがうめくような声で一輝に尋ねた。

「……ねえイッキ。珠雫、どうしちゃったの？」

「どう、とは？」

「見てわかるでしょ。突然明らかに相手の動きへの反応が悪くなってるわ」

「ステラちゃんの言うとおりね。会長さんは普通に動いているだけなのに、それがまるで、見えていないみたい」

　珠雫の動きに疑問を感じていたのは有栖院もだ。

　そしてもちろん、一輝も。

　ただ一輝は二人よりももう少し多くのことが見えている。

「……たぶん、そのとおりだよ」

「え？」

「珠雫には本当に見えていないんだ。前に一度、これと同じものを僕も見たことがある」

　デビュー戦の前、受付で《夜叉姫やしゃひめ》西京さいきょう寧音ねねに会ったときのことだ。

「あのとき、西京先生はいつの間にか目の前まで迫ってきていた。視線は一瞬も切らなかったはずなのに、知らない間に懐ふところを取られていたんだ。たぶん今《雷切》が使っているのはそれと同じ『体術』なんだと思う」




「あはは。さっすが黒坊くろぼう。やっぱり気づいたねぇ」




　斜め上から声が降ってくる。

　一輝がそちらに目を向けると、そこには艶あでやかな着物姿の小柄な女性と、スーツに身を包んだ凛々りりしい女性が、すり鉢状の観客席の階段を下ってきていた。

「やっほー。おひさしぶり♪」

「西京先生に、理事長先生。二人揃ってどうしたのかしら？」

「なに、用があるわけじゃない。お前たちの姿が見えたから声をかけただけだ」

　有栖院の問いに理事長・新宮寺しんぐうじ黒乃くろのが答える。

　二人はただこの選抜戦始まって以来のＢランク同士の決闘を見物しに来ただけだ。

　声をかけたのは、一輝たちが興味深い話をしていたから。

「……ねえ、ネネ先生。やっぱり気づいたってことは、イッキの言ってることは正しいの？」

　ステラの問いを、西京は頷うなずきを以もって肯定する。

「うん。アレは《抜き足》っていう古武術の呼吸法と歩法ほほうの合わせ技。どーいうもんかというと──」


「…………え？」



　瞬間。ステラと五メートルばかり離れた場所にいたはずの西京が息がかかるほどの至近に現れて、

　──ステラの豊満な胸を下から揉みながら持ち上げた。

「ヒッッ!?」

「ま、こんな感じ？　いやーしかし乳でっけーなおい。しかも超やわらけ～♪」

「キャアアア！　な、ななななにするのよ!!」

「揉んだらうちのも増えるかなと思って」

「増やしたいなら自分の揉みなさいよっ！」

「揉むほどねえんだよバーカ！」

「逆ギレされたッ!?」

　騒ぐ二人を無視して黒乃が一輝に問いかける。

「黒鉄。お前ならもう《抜き足》のカラクリは見抜けているんじゃないか？」

　その問いかけに、彼は首を縦に振った。

「まあ。たぶん同じことをしろと言われればやれます」

「ねえイッキ、なんなのこの《抜き足》ってのは」

「えっとね、人間は生き物である以上、機械みたいに目に見たことや耳にしたことをすべて事細かに認識は出来ないんだよね。脳は確かにそれを聞いていて、覚えていても、意識がそれを認識出来ない。だって目にしたことや耳にしたことを全部認識して分析なんてしてたら脳みそがオーバーヒートを起こしてしまうから。だから人間の脳は優先度の低い情報を『覚醒かくせいの無意識』の中に放り込んで認識を放棄ほうきすることで脳の処理を軽くする。

　この《抜き足》っていうのはある種の特殊な呼吸法と歩法によって、自らの存在を相手の『覚醒の無意識』に滑り込ませる体術だ。その結果、珠雫には東堂さんが見えているのに見えていることがわからなくなる。脳も眼も確かに東堂さんの動きを捉えているのに、意識がそれを必要のない情報として分類してしまうから認識出来なくなる。それこそ、生命の危機が迫るギリギリの瞬間まで」

「大正解だ。よくわかったな」

　黒乃が感心したように唸うなる。

　一輝の解答が申し分なく今珠雫を襲っている不可思議のカラクリを暴いていたからだ。

　そう。覚醒の中に存在する僅わずかな無意識。

　相手に一切悟られないように半歩呼吸と身体をずらすことで、その狭間はざまに滑り込み、意識のロックを外す。

　それが古流歩法《抜き足》のカラクリだった。

「僕はすでに一度この体術を見てますから」

　それに刀華の《抜き足》は西京のそれに比べるとだいぶ粗あらがある。

　だから一輝はそのカラクリを見破ることが出来たのだ。

「でもまさか《夜叉姫》と同じことをやってくる学生がいるとは思いませんでしたが」

「まあ同じことが出来るのは当然だ。寧音と東堂は同じ騎士に師事しじしているからな。《抜き足》も元々はその騎士が得意としていた技だ」

「そうだったのですか。ちなみにその師匠は誰なんですか？」

「南郷なんごう寅次郎とらじろう」

「《闘神とうしん》南郷ですか……ッ！」

　告げられた名に一輝が驚愕の表情を浮かべる。

《闘神》──南郷寅次郎。

《大英雄》黒鉄くろがね龍馬りょうまの終生のライバルにして、齢よわい九十を超えてなお現役の老騎士。

　問答の余地もないほどの『生ける伝説』だ。

「どうもシニアの合宿のときに目をかけられて、以降教えを乞こうているらしい」

「むっ。ちょっとまてよぅ、くーちゃん！　うちは一度だってあのじじいを師匠なんて思ったことないっての！」

「何を照れているんだ。その天狗下駄てんぐげたもあの人の真似をしているんだろう」

「ちちちがいますぅ！　これ履はいてると便秘が治るって通販でやってたから買っただけですぅ！」

「足つぼサンダルか……」

　振り袖をバタバタさせながら、なにやらムキになって否定する西京に黒乃は「相変わらずあの人のこととなると素直じゃないな」と苦言を漏らし、そして改めて一輝に視線を向ける。

「まあしかし、そこまでハッキリとカラクリが見えているなら、お前にはもうわかっているな。妹に《抜き足》が破れないと」

「「え──！」」

　その言葉が告げるのは珠雫の敗北という絶望的な事実。

　それを耳にして驚きの声を上げたのはステラと有栖院。

　だが一輝は苦い表情こそすれど驚きは見せない。

　なぜなら彼は、とっくにその事実に行き着いていたから。


「…………本当なの、イッキ？　《抜き足》を破る方法はないの!?」



「いや、《抜き足》を破る方法自体はあるよ。自分から『覚醒の無意識』に目を向ければいいだけなのだから。だけどこれは言うは易やすく行うは難かたしだ」

　例えば目の前に[image: 拳]銃を突きつけている男がいるとする。

　そしてその男は明らかに自分に敵意を向けていて、引き金に指をかけている。

　そんな状況では誰しもがその銃口に釘付けとなるだろう。

　当然だ。自分の命がかかっているのだから。

　そんな状況下で誰が男のイヤリングに注意がいく？

　イヤリングがどこのメーカーのものかを気にする？

　気にするわけがない。

　どうでもいい情報として意識に認識すらされないだろう。

　だが、この《抜き足》を破るためには、その危機的状況下で自ら銃口から目線を外しイヤリングに注目する必要がある。

　それが『覚醒の無意識』に目を向けるという行為だ。

「珠雫は今まさに命のやりとりをしている。そんな状況で相手から意図的に意識を外すなんてことは、それなりに訓練を積んで、自分の身体や意識を自在にコントロール出来るようにならないと出来ることじゃない」

　例えばこれが一輝やステラなら、それも可能だろう。

　この二人は武芸ぶげいを身につける過程で、ほぼ完全に自らの身体を制御下に置いているからだ。

　しかし、珠雫は違う。

　彼女は魔力のコントロールにかけては超一流だが、肉体のコントロールに関しては素人だ。

　だから、見落としてると思ったらより集中しようとしてしまう。

　その結果視野は狭くなり、ますます『覚醒の無意識』の闇は濃くなる。完全な悪循環を生む。

「正直……珠雫には厳しいだろうね」


「そんな…………！」



　もちろん一輝だって珠雫の敗北なんて想像したくない。

　だが、悲しいかな珠雫と刀華、この二人のＢランク騎士には差がありすぎる。

　なにしろ試合が始まってから珠雫はただの一度も刀華に有効な攻撃を与えられていない。

　それも彼女の得意なロングレンジでだ。

　距離をおいての戦いが互角になってしまった以上、勝負はもつれる。

　突き放したまま押さえ込んで完勝することはまず無理だろう。

　必ず、致命的に距離を詰められる。

　そしてそこは、──《雷切》の射程距離だ。


「……なにか、珠雫にクロスレンジで《雷切》に対抗出来る切り札があるならまだ可能性はある。だけどないなら…………」



　そこから先を、一輝はあえて口にしなかった。

　しかし口にせずとも、続く言葉をステラは理解出来てしまう。


「～～～～っっ！」



　不思議なものだ。

　ステラにとって珠雫は恋敵。

　邪魔な存在以外の何者でもないはずなのに──

　彼女にはわかってしまうのだ。

　珠雫が今、どんな気持ちで戦っているか。

　どれほど強い想いを胸にこの戦いに臨んでいるのか。

　同じ男を愛するが故に、その気持ちが痛いほどにわかってしまう。

　だから──





「シズクーーーーッ！　がんばってーーーーーーッッ!!!!」






　言葉一つでどうにかなるものではない。

　そう知りつつも、ステラは叫ばずにはいられなかった。





◆◇◆◇◆






　ステラの高く綺麗きれいな声は、熱を失った会場によく響いた。

　当然、それは珠雫の耳にも入る。

　耳朶じだを打つよく知る恋敵の声は、本気で珠雫の勝利を願う叫びだ。

　その叫びに、珠雫は鬱血うっけつするほど強く[image: 拳]こぶしを握りしめる。

（貴女あなたなんかに応援されても嬉しくないんですからっ！）

　眉を吊り上げ、珠雫はそう強がった。

　心の内に感じる、ムズ痒がゆいひどく形容しがたい感情を無視するために。

　それを受け入れると、自分と彼女の関係が決定的に変わってしまう気がするから。

　しかし、どれだけ無視しようと、ステラの声は確かに珠雫の心のある感情を動かした。

　それは負けん気だ。

（ステラさんは、必ず七星剣武祭に行く）

　彼女は破軍でただ一人のＡランク騎士。

　今珠雫と対峙たいじしている《雷切》よりもさらに格上の存在だ。

　それが校内選抜で躓つまずくとは思えない。

　そして、そのステラに勝利した一輝もまた、全国に駒を進めるだろう。

　珠雫は誰よりも兄の強さを理解している。

　だからこそ、その事実に疑念を持たない。

　ならば──

　こんなところで自分だけ負けてられない。

（私も勝って、そして行くんだ。お兄様と、みんなと一緒に、七星剣武祭へ──！）

　それを意識した瞬間、絶望的な劣勢に萎なえかけた珠雫の闘志がむくむくと起き上がる。

　傷だらけの身体に治癒ちゆを施しながら、背筋を伸ばして眼前の敵を睨み付ける。




『おっと防戦一方の黒鉄選手、試合をまだ諦めていません！

　傷ついた身体に治癒を施して、まだまだ続行の構えです！

　何か勝機を見つけたのでしょうか!?』




　そんなもの見つけてなんかいない。

　だが、踏ん切りはついた。

　……刀華の接近を、自分は気づけない。

　それがどういうカラクリかは珠雫にはわからないが、それだけはもう嫌いやと言うほど思い知った。

　ならば──守っていてはダメだ。

　相手の踏み込みがまるで見えない以上、当初の出足をくじきロングレンジで釘付けにする作戦は破綻はたんしている。

　遠くで縮こまっていてはジリ貧ひんにしかならない。

　ならば、残された活路は自ら攻めに転じるのみ。

　相手は《雷切》。

　クロスレンジに不敗の一刀を持つ破軍きっての騎士。


　しかしそこにしか勝機がないというのなら────



（攻略してやる！　不敗のクロスレンジをッ！）

　珠雫はそう腹をくくり、《宵時雨》を握る手に力を込めた。

　だがそんな決意知ったことではないとばかりに、無慈悲に、情なさけ容赦ようしゃなく、刀華は再び《抜き足》で珠雫の意識の狭間に入り込み──

　瞬間、珠雫が動いた！

《宵時雨》を凍り付いた足場に突き刺し、唱える。

「《白夜結界びゃくやけっかい》!!!!」

　そのまじないの言葉と共に、《凍土平原》の氷結が一瞬でその形を固体から気体へ変化させ、まるで煙幕スモークのような濃く白い霧となってリング全体を飲み込んだ！

　珠雫は発想を変えたのだ。

　こっちに見えないのなら、向こうにも見えなくしてやればいい。

　だからジュール熱の前にすでに役立たずと化していた足場の《凍土平原》を気化し、リング全体に一メートル先も見えなくなるほどの濃霧をまき散らした。

　この魔法の霧の中で自由に動けるのは術者の珠雫ただ一人だ。

　視界は利かずとも、この霧は珠雫の身体の一部も同じ。

　どこに何があるのか。誰がいるのか。すべて感じ取れる。

　そしてその知覚は、濃霧の中為なす術すべなく立ち往生する刀華の位置を正しく捕捉ほそくしていた。

　珠雫はすぐさま刀華の背後に回り込み、

「《緋水刃ひすいじん》」

　声に呼応し、《宵時雨》の刃に大気中の水が集まり、やがて日本刀大の刃を形成する。

　それは高圧で循環する水流の刃だ。

　涓滴けんてき岩を穿うがつという言葉があるように、水とはただ滴したたるだけで岩にすら穴を開ける力を持つ。

　それが高圧の水流となれば、水は金属すらバターのように斬り裂く刃物と化す。

　そもそもこの地球の大地そのものが、水により形作られた彫刻なのだ。

　水に斬り裂けないものはこの地上に存在しない。

　珠雫は抜群の魔力制御力でその大自然の力を刃の形に圧縮し──、


（勝負────ッ!!!!）



　刀華に向かって駆け出した。

　無謀な特攻か？　否いな、彼女の心には勝利の確信がある。

　最初の頭上からの奇襲。

　アレが見抜かれた理由は未だにわからない。

　だが、あのときのように《鳴神》でこの《緋水刃》に対応しようとしても、それは不可能だ。

　なぜなら、いかに名刀をも凌ぐ切れ味を持っていようと、水は『液体』。

　固体である《鳴神》で受け止めることは出来ない。

《緋水刃》は受けに来た《鳴神》の刃を素通りし、刀華の身体を切り伏せる。

　珠雫にはそのビジョンが見えている。

　だからこそ彼女は確信を胸に《雷切》の間合いに踏み込んで──





「え…………」






　瞬間、珠雫は見た。

　濃霧の中。捉えられるはずのない珠雫の姿を双眸そうぼうに納め、居合抜きの構えを取る刀華の姿を。

《鳴神》を納めた黒塗りの鞘に視認出来るほどの激しい稲妻が奔はしる。

　知っている。

　珠雫は何度も映像で見て記憶している。

　この目をくらますほどの光の後に放たれる技を。

　それは手向かうものすべてを例外なく一閃いっせんのもとに切り捨ててきた伝家の宝刀──ッ！





「────《雷切》」






　プラズマが迸ほとばしり、世界を白く焼く。

　刹那の中で解放された圧倒的な熱量。

　勝負を仕掛けに行った珠雫は止まれない。

　渾身こんしんの力で《緋水刃》を振り下ろす。

　その水流の刃を、解き放たれた《雷切》はその速度だけで一瞬にして消し飛ばし、

　これまでのすべてがそうであったように、


　黒鉄珠雫の願いを、────たった一刀のもとに斬り捨てた。







◆◇◆◇◆






　プラズマ纏まとう《雷切》が振り抜かれた瞬間。

　音速を遙はるかに超越した一刀が周囲の大気を爆砕した。

　爆はぜるが如き暴風が東堂を中心に吹き荒れ、《白夜結界》の濃霧を吹き飛ばす。

　その余波は観客席にまで及び、ひび割れた会場を軋きしませる。

　もはや立っていることも出来ないほどの大気の猛たけり。

　しかしその中で、一輝は一度としてその目を閉じなかった。

　荒れ狂う暴風の中、眼下のリングを見下ろして──

　最後まで、目を逸そらさずに、……黒鉄珠雫が倒れ伏す姿を見届けた。





『雷光一閃!!!!　斬って落としたァァァァッッ!!!!



　同時にレフェリーが腕を交差ッ！　試合終了ですッッッ!!!!

　黒鉄選手、善戦を見せましたがやはり前年度ベスト４の壁は厚かったッッ!!!!

　Ｂランク同士の死闘を征したのは我らが生徒会長！　《雷切》東堂刀華選手ですッッ!!!!』




　実況が勝者の名を告げ、試合の幕が下りる。

　善戦──確かに最初の攻防は学生のレベルを遙かに超越したものだった。

　しかし、試合の内容自体は珠雫の完敗だろう。

　なにしろ彼女はただの一度も刀華に触れることも出来なかったのだから。


　だけど──それでも…………



「ねえ、一輝」

「わかってるよ。アリス。ちゃんと見てたから」

　有栖院の声にそう返し、一輝はリング上の一点を見つめる。

　彼が見つめるのは倒れ伏した珠雫の右手。

　その右手が、《雷切》の足を摑んでいる。

　そう、確かに完敗だった。だけど、

「立派だったよ。珠雫」

　彼我ひがの力の差を誰よりも強く感じていたのは他ならぬ珠雫自身だっただろう。

　それでも彼女は最後まで諦めず、戦い続けた。

（……強くなったんだなぁ）

　いつも自分の後ろをとことこついてきていた、あの小さな女の子が──

　今日この瞬間ほど、一輝が四年の年月の経過を感じた一瞬はなかった。

　そして──


「…………」



　一輝は栗色の髪を靡なびかせてリングを去る背中を見つめる。

（やっぱり、強い）

　あのとき、珠雫は決して無謀な特攻を仕掛けたわけではなかった。

　相手の視界を奪う《白夜結界》。

　珠雫の持ち得る伐刀絶技ノウブルアーツの中で最強の切れ味を誇る《緋水刃》。

　彼女は自分に出来る全力を以もって、本気で《雷切》の攻略に挑んだ。

　彼女には自らの勝利のビジョンが見えていたことだろう。

　だがそれを、真まっ向こうから斬り伏せた。

　こちらがどれだけ最善を尽くし、最高の一手を考えても、その想定の遙か上を往ゆく存在。

《剣士殺しソードイーター》倉敷くらしき蔵人くらうどと戦った一輝は知っている。

　それこそが、七星の高みに住まう者たちなのだ。

　その領域に住まう者は、誰一人として並ではない。

　通常の量はかりを超えた超人たち。

　だからこそ、一輝は思う。

　──なんとそれは、登り甲斐がいのある頂であろうかと。

（《雷切》東堂刀華……、是非一度剣を交えてみたいものだね）





◆◇◆◇◆






　視界を焼く閃光の後に訪れたのは、深い無明むみょうの闇だった。

　その闇からゆっくりと珠雫は意識を覚醒させる。


「…………、」



　重たい目蓋まぶたを持ち上げ、にじむ視界のピントを合わせる。

　目に飛び込んできたのはシミ一つない医務室の白い天井と、

「気がついたのね。珠雫」

　見知ったルームメイトの顔だった。

「……アリス」

　珠雫はゆっくりと半身をベッドから起こす。

　見れば、そこにいたのは有栖院だけではなかった。

　彼の後ろには彼女の兄、黒鉄一輝と、ステラ・ヴァーミリオンの姿もある。

　その光景に──

（ああ。そうか）

　珠雫は自らの敗北を悟った。

「私は、負けたんですね」


「「「……………………」」」



　ぽつりと呟かれた言葉に、重い沈黙が降りる。

　気にするな。元気出せ。

　そんな言葉がいかに寒々しいものか、勝負の世界に身を置く彼らは知っているのだ。

　この世界に、敗者にかける言葉などありはしない。


「…………シズク、あの、あのねっ」



「ごめんなさい」

　痛いくらいの沈黙の中で何かを言いかけようとしたステラの言葉を珠雫は寸断する。

「すこし。……すこしだけ独りにしてもらえませんか？　今日は疲れてしまったので」

　珠雫は顔を伏ふせ、皆に頼む。

　今は何も聞きたくない。何も見たくない。

　……独りになりたかった。

「わかった。……いこう、ステラ」


「…………うん」



　一輝は珠雫の気持ちを察して、皆を連れてすぐに医務室を去ってくれた。

　ありがたい。

　胸中にじわりと滲にじんだ敗北の悔しさが、もうのど元までせり上がってきている。

　悔しさに震える惨みじめな姿なんて、兄にもステラにも誰にも見せたくない。

　珠雫は誇り高い少女だから。

　だというのに──

「……なんでいるのよ」

　温和な笑顔を浮かべた有栖院が何故かその場に居座っていた。

「さあ？　なんででしょう？」

「独りにしてって言ったはずよ」

「うん。聞いたわ」

「だったら──！」

　暴力的な言葉をぶつけようとした、その瞬間。

　珠雫は有栖院に抱き寄せられた。


（え…………）



「……あり、す？」

「よく、頑張ったわね」

　突然の抱擁ほうように驚く珠雫の耳元で、有栖院は穏おだやかな声音で伝える。

「貴女あなたのお兄さん。最後まで珠雫のこと見てたわよ。立派だったって言ってた」

　そして、ゆっくりと梳すくようにその銀髪を撫でながら、

「あたしは、珠雫が守りたい人でも、負けたくない人でもない。だから……もう強がらなくてもいいのよ」


「～～～～っ」



　それが限界だった。

　告げられた優しい言葉に、包み込むような抱擁に、のど元までせり上がっていた嗚咽おえつが零こぼれる。

　一度零れ出せばあとは堰せきを切ったようにあふれ出した。

　くやしい。

　くやしい。くやしい。

　くやしい。くやしい。くやしい！

　叶かなわなかった願い。届かなかった夢。その名残なごりが珠雫を苛さいなむ。

　言葉に出来ないほどのくやしさを、珠雫は悲鳴としてはき出しながら、有栖院の胸にしがみつく。

　その力は強く、爪が食い込むほどだったが、有栖院は抱擁を緩ゆるめない。

　この誇り高い少女が悔しさを吐き出せる相手が、自分だけだと知っているから。

　だから有栖院は珠雫の嗚咽が止まるまで、ずっと彼女の小さな身体を抱きしめていた。





◆◇◆◇◆






「シズク、悔しそうだったわね……」

　医務室から寮へ向かう廊下で、ステラが呟く。

「……無理もないよ。これで実質、七星剣武祭への道は閉ざされただろうから」

　前に一輝は折木おれきから直接聞かされている。

　この選抜戦はこのまま進めば代表枠六名は無敗が埋めることになると。

　全国を目指すなら、この戦いは一度も負けることを許されないのだ。

「だけど、珠雫は何も恥じることはないよ」

　一輝は思い出す。

　刀華の足を摑んだ珠雫の右手を。

　最後に見せたあの意地は、見事としか言いようがない。

「一敗も出来ないなんて、厳しい戦いよね」


「うん。だけど…………僕たちも人ごとじゃない」



　みんな同じルールで戦っている。

　珠雫も、一輝も、ステラも──他のみんなも。

　七星の頂を目指す者は誰もが、ただの一敗も許されない。

　それが新理事長・新宮寺黒乃が敷いたルール。

　破軍から七星剣王を誕生させるためのふるいがけだ。

　高位ランク同士の星のつぶし合いをさせてでも、最強の一人を選抜する。

　結局のところ七星の頂に至れるのは、一人だけなのだから。

「もう選抜戦も終盤戦だ。僕たちも一層気を引き締めてかからないとね」

「私は負けないわよ」

　隣でそうハッキリと断言したステラに視線を向ける。

　するとステラもまた一輝を見上げていた。

　強い、爛々らんらんと輝く闘志の炎を宿した瞳で。

「私は絶対負けない。七星剣武祭の決勝で、イッキと戦って今度こそ勝つんだから」

　その強い意志の籠こもった表情に、一輝は胸の内からこみ上げてくる喜びの感情を得た。

　あの夜に交わした約束。

　その実現を心待ちにしているのが、自分だけではないのだとわかったから。

「……それは僕も同じだよ。僕も、絶対に負けない」

「ふふ。当然よ。途中でいなくなったりしたら許さないんだから♪」

　一輝の返事にステラはにっこりと満面の笑みを浮かべる。

　その笑顔に、一輝の頰が緩む。

　最近この少女がますます愛いとおしくてたまらない。

　知れば知るほど、近づけば近づくほどに、この少女のことが好きになる。

　華のような香りが、少し高い体温が──そのすべてが愛おしくなる。

　そして、そんな彼女にもっと好きになって欲しいから、今まで以上のモチベーションで頑張れる。

　今まで以上に、自分を高められる。

　隣にいる最強のライバルであり、最愛の恋人である彼女にふさわしい自分であるために。

　彼女との出会いは、一輝にとってかけがえのない財産だった。

「じゃあ、負けないためにも今からトレーニングでもしようか」

「いいわね。正直に言うと、シズクの試合を見てから身体が疼うずいてるのよねっ」

「はは。ステラらしいね。なら早く行こう」

　言うと、一輝は廊下に自分たち以外がいないことを確認してから、ステラの手に指を絡める。

　するとステラもまた、一輝の手をきゅっと握り返してくれる。

　プールで恋人としての一歩を踏み出して以来、お互いスキンシップにも少しずつ慣れてきた。

　最近では人目のないところに行くと、どちらか片方が自然にもう一人の手を握るようになっている。

　指をしっかり絡め合うことで相手の体温と存在をしっかり認識出来るこの行為が、一輝もステラも大好きだった。

　まあ、もちろん一番好きなスキンシップは口づけなわけだが。

　……そういう具合に、二人の恋はあのプールの一件を皮切りに確実に世の恋人同士に近いものになっていた。

　それは確かな進歩といっていいだろう。

　しかし、──実のところ、ステラはこの現状に一抹いちまつの物足りなさも感じていた。

　物足りない、というのは少し違うかもしれない。

　もっともっと近づきたい。

　──一輝に、女として求められたいと。

　一輝との距離が近くなれば近くなるほどに、その欲望が強くなっていくのだ。

　夜。眠りにつく前に口づけを交わしたときが特に。

　唇と唇が離れるときなんかはもう最悪だ。

　昨日なんて、唇が離れた瞬間に「やぁん」などという変な声を出して一輝を驚かせてしまった。

（あれは、恥ずかしかったわ……）

　自分の唇から漏れたとは思えないほどに甘ったるい声に驚いて、すぐさまベッドに飛び込んで布団をかぶったが、しかしそれでも身体に灯ともった火が消えるにはそれなりの時間を有した。

（アタシって性欲強いのかしら……）

　思い出すだけでなんだかすごく恥ずかしくなる。

　そもそも求められたところで応えられるわけもないのだ。

　ステラにはヴァーミリオン皇国こうこくの第二皇女こうじょという立場があるのだから。

　しかし、同時にステラも一輝も、十五を過ぎて成人した大人でもある。（伐刀者ブレイザーが十五で成人するのは国際魔導騎士連盟に加盟するすべての国で共通している）

　つまりお互いに……結婚出来るいっぱしの大人だ。

　大人として一人前に恋をする権利もまた当然有している。


（もし、万が一……、イッキに求められたら…………）



　まっすぐ自分の目を見つめて、肩に両手を置いて、求められたら──

　今の自分は、どちらを選ぶだろうか。

　皇女としての建前だろうか。それとも自分自身の気持ちだろうか。

　少し前のステラなら、あれこれ言い訳をいって一輝を拒絶しただろう。

　でも、今はどうなんだろうか。

　自問しても答えは出てこない。

　だけど、もし一輝が本気で自分を欲しいと求めてくれるなら、


（……アタシは────）



「どうしたのステラ？　なんだか顔が赤いけど？」

「ふぇ!?　あ、な、なんでもないわ！」

「なんでもないのに顔がそんなに赤くはならないよ。もしかして風邪かぜひいてるんじゃないかな。ちょっと熱を」

　心配そうな表情で一輝が額ひたいで熱を測ろうとおでこを近づける。

　その親切に、ステラは内心で悲鳴を上げた。


（い、いいい今、顔近づけないでーーーーっ）



「ほ、ほんとに大丈夫だから！　ホントなんだからぁ！　だからそんな近くにきちゃだめー！」

　なんとか一輝を押し返して、我がことながらなんと節操がないのだろうかと呆あきれる。

　こんなまだ日も落ちきっていないような校舎の中であんな不埒ふらちなことを想像するなんて──

　そういうの、良くない。

（そういうのはベッドに入るまで禁止よっ）

　ベッドの中ならいいのかという自分の心の中から返ってくるツッコミは聞かない方向で、ステラは気持ちを落ち着ける。

　ふと、そんなときだ。

　二人の目の前の曲がり角から、ぬぅっと、へんなものが現れた。

　人影か。そう思い、二人は慌てて手を離す。

　先ほど述べたように、一輝はともかくステラには社会的立場がある。

　恋人が出来たとなれば、少なからず世間に衝撃を与え、その対応で多忙になる。

　だから七星剣武祭という学生騎士として忙しい時期が終わるまで、二人の関係は伏せておこうというのが当面の方針だ。

　しかし、……現れたのは人ではなかった。

　真っ白いいびつな長方形のお化けだ。


「よ、っと……、っと…………！」



　そのお化けは、よく見れば一本の柱のように堆うずたかく積まれた紙の束だということがわかる。

　誰かが山盛りの紙束を両手に抱えて運んでいるのだ。

　それが誰なのかはわからない。なにしろその用紙の山が顔を隠すほどに高く伸びているから。

　だが、足下を見る限り女生徒であるようだった。

「あ、危なっかしいわね……」

「そうだね。手伝ってあげたほうが良さそうだ」

　思い立ち、一輝はその女生徒に声をかける。

「あの、よかったら運ぶの手伝おうか？」

「え!?」

　だが、突然声をかけられたことに女生徒は驚いてしまい、身体が強ばる。

　そのせいで右足が自分の左のかかとに引っかかり、

「きゃああああああああ！」

「うわぁあ!?」

　一輝にむかって紙の束をぶちまけてしまった。

「あーあ。なにやってるのよ……」

「あわわっ！　ご、ごめんなさい！　前に人がいるなんて思ってなくって！」

「いや、こっちこそいきなり声をかけて脅おどかしてごめん」

　三人は膝をついて一緒に散らばった紙束を拾い集める。

　そしてそれをある程度集め終えてから、一輝が改めて女生徒のほうに目を向けると、




　目の前に、左右に揺れる尻があった。




「ぶっ！」

「あうぅ、めがね……、めがねどこぉ？」

　おそらく転んだときにスカートがめくれ上がったのだろう。

　だが女生徒本人はそれに気づかず、ブツブツ呟きながら四つん這いになって床を手でまさぐる。

　そのたびにやや大きめのむっちりしたお尻がふりふりと揺れる。

「ちょ、貴女！　スカート！　スカートめくれてるっ！」

「え？　いやぁあああああああ!!!!」

　ステラに注意され、女生徒はようやく自分がむき出しの尻を一輝の顔の前で振っていることに気づき、慌ててスカートを元に戻した。

「ご、ごめんなさい！　とんでもなくみっともないものを見せてしまって……！」


「いやぁ…………あはは」



「イッキ、見た？」

「……見てないって言ったら信じてくれる？」

「信じれると思う？」


「ですよねー。…………ん？」



　ため息をつく一輝の視界に、あるものが映る。

　それはずいぶんとレンズの分厚い丸眼鏡めがねだ。

（ああ、さっきはこれを探していたのか）

　女生徒が四つん這いで尻を振っていた理由を察して、一輝はそれを拾い上げると彼女に差し出す。
















「ねえ、さっきから君が探してるのって、これじゃない？」

「あ！　そうです！　ありがとうございます！　これがないと私なんにも見えなくって……」

　女生徒は一輝に向き直ると、感謝しながら眼鏡を受け取る。

　そのときに一輝とステラは初めてその女生徒の顔をちゃんと見て、

「えっ？」

「なッ!?」

　驚きに凍り付いた。

「あ、貴女は──ッ」

　なぜならその女生徒──栗色の髪を三つ編みにしたその少女は、




「《雷切》──東堂刀華ッ!?」




　まさしく、先ほど珠雫を圧倒的な力で打ち負かした、破軍最強の騎士その人だったのだから。

「え？　あ、はい？　そうですけど、それがなにか？」





◆◇◆◇◆






「あ、会長だ！　やっほー！」

「こんにちわ、三島みしまさん」

「生徒会長！　今日の試合、おめでとうございます！」

「応援してくれて、ありがとう佐山さやまくん」

「東堂会長、こんにちわー！　この間はアタシのお財布探すの手伝ってくれてありがとう！　ホントごめんね？　丸一日付き合わせちゃって」

「気にしないでください板垣いたがきさん。それに見つけられたのはうたくんのおかげで、私ってば全然役に立てなかったし……。あ、でも次からは無くさないようにしてくださいね？」

　数メートル進むごとに代かわる代がわる様々な学年の生徒たちが、男女問わず刀華に挨拶あいさつをし、刀華も一人一人丁寧ていねいに名前を呼んで応対する。

　一輝とステラはつい先ほどまで彼女が運んでいた資料を手に、その様子を数歩後ろから眺めていた。

「慕したわれているのね。トーカさんって」

　ふと、ステラが思ったことをそのまま口にする。

　それに刀華はくすぐったそうな笑みを浮かべた。

「私は生徒会長としてあたりまえのことをしているだけなんですけどね。それより、お二人ともありがとうございます。資料を拾ってもらっただけじゃなく、運ぶのまで手伝ってもらって……」

「いえいえ。元々一人で運ぶにはしんどい量でしたし」

「あはは……ちょっと横着して一回に全部運ぼうとしちゃったものですから。やはりものぐさはいけませんね。反省します」

　チロッと小さく舌を出してはにかむ刀華。

　その仕草は非常に愛らしく、とても先ほど珠雫を鬼神きしんの如き強さで退けた少女と同一人物とは思えない。


「でも……びっくりしました。ステラさんのお顔は新聞で見たことがあったので知ってましたけど、貴方が噂うわさの黒鉄一輝さんだったなんて。…………なんだかまずいタイミングで顔を合わせてしまいましたね」



　まずいタイミングというのは、やはり珠雫が一輝の妹だからだろう。

　その言葉に対して、一輝は小さく首を横に振って応える。

「……勝負ですから。珠雫は自分のすべてを出しきって立派に戦いました。そして貴女はそれを真っ向から受けて立ち、存分に応えてくれた。僕にとってはそれがすべてです。妹の想いを受けきってくれたことに感謝こそすれ、恨むことなんてありません」

　それは偽ることのない一輝の本心だ。

　だが──

「アタシもそれは同意見だけど、一つだけ気になることがあるわ」

　一輝の言葉に続ける形で、ステラが少し剣吞けんのんな色を宿した視線で刀華を見つめる。

　ステラにはどうしても刀華に聞きたいことがあったのだ。それは──

「トーカさん。貴女さっきの様子を見る限り、眼鏡をしていないと殆ほとんど何も見えないくらい視力が低いみたいだけど、試合のときは眼鏡をかけてなかったわよね？　あれはどうして？」

　そう、なぜあれほどに視力の悪い刀華が、試合で眼鏡を外していたのか、だ。

「……もしかして、手加減していたの？」

「い、いや、そげなことなかとよっ！」

「え？」

「え？　……あ。……そ、そんなことないですよ～」

　ステラの問いに動揺したのか、今一瞬ものすごく訛なまった。

　刀華は頰を赤くしながら慌てて取り繕つくろうが割ともう遅い。

　が、それでも刀華は「おほん」と小さく咳払せきばらいして口調を戻す。

「というか、むしろ逆です。珠雫さんは一筋縄ではいきそうにない相手でしたから、眼鏡をかけたまま挑むわけにはいかなかったんです。視力を遮断して、知覚の精度を高めないと、珠雫さんクラスを相手にするのは厳しいんです」


「知覚って…………どういうことなの？」



「私、視力を遮断すると相手の身体に流れる微細な伝達信号インパルスを感じ取れるようになるんです。ようするに雷使いとしての能力の応用ですね」

　刀華は言う。

　人間は生きた精密機械だと。

　その動作はすべて脳から発せられる伝達信号によって制御されている。

　それを感じ取れるというのは非常に有益なことだ。

　神経を走る伝達信号の動きからは相手の次の動作を、

　眼球を操作する筋肉に送られる信号からは相手の視線の位置を、

　脳内物質の分泌命令からは相手の生理状態を、

　そのすべてを手に取るように理解出来るのだから。

「その情報はいわば、相手の偽ることの出来ないむき出しの本心です。相手が今どういう心理状態なのか。次にどういう行動を想定しているのか。視力を制限すると実際に眼で相手を見るよりも多くのことがわかります。そして、それを把握はあくしていれば相手の考えていることを読み解くことがすごく簡単になります。だから罠わなも奇襲も見破れるんです」

「……そうか。だからトーカさんは珠雫の奇襲を回避出来たのね」

　刀華はステラの言葉に「はい」と頷く。

「それが私の伐刀絶技ノウブルアーツ《閃理眼リバースサイト》です。ものとしては《落第騎士ワーストワン》さんの《完全掌握パーフェクトヴィジョン》と似てますね。もっとも《落第騎士ワーストワン》さんの《完全掌握パーフェクトヴィジョン》は洞察力の賜たまもので、私のはただのカンニングですけど。……まあ、そういうことなので、決して手を抜いたとか、そういうのじゃないんですよ」

「うん……よくわかったわ。ごめんなさい。変な疑いをかけて」

「いえいえ。うふふ」

「なんか嬉しそうね……？」

「ええ、ステラさんって友達思いなんだなー、って思いまして」

　その言葉にステラの頰が火が灯ったように赤くなった。

「なっ！　あ、アイツとアタシは友達なんかじゃないわよっ！」

「あれ？　そうなんですか？」

「ううん。すごく仲がいいと思うよ」

「い、イッキまで！　もーっ、しらない！」

　ぷいっと一輝から視線を外して足を速めると、ステラは一人で先に行ってしまう。

（……生徒会室の場所を知っているんだろうか？）

　たぶん、いや、絶対知らない。

　きっと先の曲がり角を曲がったあたりで自分たちを待っていることだろう。

　だから一輝はステラを追わずに、刀華に尋ねる。

「ところで、その、いいんですか？」

「何がです？」

「いや、自分の能力のことを僕たちに話してしまって。選抜戦はもう終盤で試合数も多くは残っていないでしょうけど、まだ敵になる可能性もあるのに」

「別に構いませんよ。《閃理眼リバースサイト》のカラクリがばれたところで、──私は、負けたりしませんから」

「っ！」

　瞬間、一輝は落雷を浴びたかのように、自分の脳天から足先までが戦慄せんりつにしびれたのを感じた。

　先ほどから年上の女性らしい温和な笑みを浮かべる刀華。

　その笑みに細められた瞳の奥に、刃物のようにギラつく野蛮やばんな光を見たからだ。

　それは紛まぎれもなく、この女性があの《雷切》であることの証あかし。

　自分の強さに絶対の自信を持ち、その上で自分よりもさらに強い者との戦いを渇望かつぼうしている。

　一輝やステラのそれと同じ類たぐいの──、自信と野心に燃える瞳だ。


（…………ははっ）



　それを見て一輝は思った。

　自分とこの女性は、きっととてもいい友人になれるだろうな、と。

　そして、以前よりも強く望む。

　いつか、──この女性と戦ってみたい、と。





◆◇◆◇◆






　五分ほど歩いた後、一輝たちは生徒会室の前にたどりついた。

「ふーっ。やっとついた。生徒会室って意外と遠いのね」

「お二人ともありがとうございます。ぜひ中でお茶でも飲んでいってください。ちょうど昨日貴徳原さんがとっても美味おいしい茶葉ちゃばを差し入れてくれたんです」

「じゃあお言葉に甘えて。ステラは？」

「アタシも。喉カラカラだもん」

「ではどうぞ中へ──」

　そう言って生徒会室の扉を開き、刀華が二人を先導しながら室内に足を踏み入れると、

「ふぎゅ!!」

　刀華のつま先が何か重いものに引っかかり、前のめりにすっころんだ。

　頭からもろにいったため、お尻が一輝とステラに向かって突き上げられる形になり、またパンツが丸出しになっている。

　さっきから刀華のスカートが全く仕事をしていない。

「……ねえイッキ。この人のパンツに広告のせたらスポンサー料とれるんじゃない？」

「その発想はなかったよ」

「あいたた……っ。もーなんなん？」

　突然の罠に言葉を訛らせながら、刀華は起き上がり改めて生徒会室を見る。

　そして、真まっ青さおになった。


「な、なにこれーーーーッッ!!!!」



　刀華は悲鳴を上げる。

　生徒会室が本棚という本棚から本を、引き出しという引き出しから雑貨を、すべて無差別にぶちまけたように散らかり放題だったからだ。

　そしてその混沌こんとんとした部屋の中には、刀華以外の生徒会役員全員が揃っていた。

　実に達筆な文字で議事録をまとめ直す書記・砕城さいじょう雷いかずち。そんな彼にお茶をついでいる会計・貴徳原カナタ。だが真面目に仕事をしている人間がいる一方、副会長・御祓泡沫は熱心にテレビゲームに興じていて、そのゲーム画面を興味深そうに眺めながらランニングシャツにパンツ一丁というあられもない格好をした庶務しょむ・兎丸とまる恋々れんれんがエキスパンダーを使って筋トレをしていた。

「あれ～？　かいちょー帰ってきたんだー。おかえりー」

「あはは☆　刀華はドジだなぁ。またころんだのかい？」
















　刀華の入室に気づいた恋々と泡沫が声をかけてくる。

　その二人に対し、刀華は眉をきりりと吊り上げて、

「も～～!!　兎丸さん！　ダンベル使うたらちゃんと元の場所ば戻してっていつも言っちょるばい！　危なかよっ！　それにうたくんも漫画ば読んだらちゃんと本棚に直して！　いっつも出したら出しっぱなしにして！　ていうかなんで試合の準備でたった一日留守にしただけでこげんに散らかっとると!?」

　声を張り上げて怒鳴りつけた。

「むむ、かいちょーどうしてこれを散らかしたのがアタシたちだと決めつけるの？　冤罪えんざいかもしれないよ！」

「生徒会室で筋トレするのは兎丸さんしかいませんし、漫画を読んで出しっぱなしにするのもうたくんと貴女しかいないからですよ！」

「いやー、なんか急にる○剣とドラゴン○ールとスラ○ダンク全巻通し読みしたくなっちゃって、本棚に取りに行くのも面倒だから全部だしちゃったんだよねぇ。で、それ読んだら童心に返っちゃって急にスーファミやりたくなって部屋中ひっくり返してようやく発掘したんよ。ああでも刀華のいない間の仕事はちゃーんと雷とカナタがやってくれたから大丈夫！」

「なに他人任ひとまかせにしてどや顔ってるんですか腹立つ！　まったく貴方たちはいつもいつも──」

「会長。興奮しているところ申し訳ないが、さっきから客人がひいておるぞ」

「──ハッ！」

　部屋のあまりの惨状に怒りで我を忘れていた刀華は、はっと入り口に振り返る。

　そこにはゴミ屋敷のようになった生徒会室の惨憺さんたんたる有様を、ちょっと引きつった笑顔で眺める一輝とステラの姿があった。

「お、おほほ。ちょーっと待っててくださいね～？」

　刀華は青ざめた顔に愛想笑いを浮かべながら、二人を廊下に押し戻して、ぴしゃりと扉を閉める。

「ほら！　みんな片付けるの手伝って！　うたくんももうゲームやめなさい！」

「わっ！　ちょ、ちょっとまって刀華！　それ昨日からセーブしてな、ちょま、う、うわぁあああ！　ボクのはぐりんがぁぁぁッッ!!」

「ゲームは一日一時間っていつも言ってるでしょ！　まったく少し眼を放すとこれなんですから！　あと兎丸さん、貴女なんて格好してるんですか！　生徒会には男の子もいるんですからスカートくらい穿はきなさい！」

「えー。だってかいちょーがクーラー壊したから熱いんだもんー」

「会長が電化製品に触れるとすぐにショートしちゃいますからねぇ」

「そ、それについては非常に申し訳なく思ってますけど、だからって生徒会室で下着姿はだらけすぎですよ！　風紀が乱れてます！　すべての生徒の範はんとなるべき生徒会役員としてあるまじき姿です！」

「かいちょーだって寮だと下着のまま昼寝してたりするくせにー」

「あはは☆　刀華は昔から気を張る相手がいないと際限なく怠なまけ出すからねー」

「いいいま私の私生活ば関係なか！　と、ともかく早く片付けてください！　片付けないと全部捨てちゃいますからね！」

「うわ、わかったわかった！」

「ハリー！　ハリー！」

　どたばたどたばた。

　まるで引っ越しでもしているかのような物音に、生徒会室の窓がガタガタ音を立てて揺れる。

　その騒動と騒音を廊下から聞きながら、

「トーカさん、なんだかお母さんみたいね」

「……生徒会長も大変なんだね」

　一輝とステラの二人はなんだか刀華に優しくしてあげたい気分になった。

　結局運んできた資料を置く暇もなく追い出されてしまったが、それは責めまい。

　そして待ちぼうけすること数分。

　ようやく生徒会室のドアが開かれ、

「ぜぇ、ぜぇ……、お、お待たせ、しました。どうぞ中に……」

　げっそりした刀華が顔をのぞかせ、二人を招き入れた。

「あ、はい。お邪魔します……」

　お茶の誘いを受けたのは失敗だったかな、と思いながら一輝はステラと一緒に生徒会室に立ち入る。

　そして驚く。

　部屋の中がまるで部屋ごと取り替えたのかと思うほどに綺麗になっていたからだ。

　先ほどまで散乱していた本はすべて本棚に収納されており、床も顔を映すほど磨みがかれている。

　その清潔さと埋もれていたアンティーク調の品のいい調度品が、その空間をまるで西洋の城の一室のようにも思わせる。

　よく数分でここまで片付けたものだと感心する。

　だが、目のいい一輝は気づいてしまった。

（って、あれ。なんだかあそこのクローゼットが異様に膨らんでいるような）

　そしてその扉の前に砕城が地蔵のように立っているというか踏ん張っているのはもしや──

（……うん、見なかったことにしよう）

　優しさで地獄じごくの釜かまの蓋ふたを無視して、一輝たちは勧められるまま、部屋の中心にあるソファーに腰を下ろし、生徒会役員たちと同じテーブルにつく。

　すると、向かいに座った恋々が小麦色の肌に人なつっこい笑みを浮かべて話しかけてきた。

「クロガネ君。お久しぶりー。アタシに勝ってからも快調に勝ち続けてるみたいだね」

「はい、なんとか頑張ってます」

　そのやりとりに追随する形で、カナタがステラに柔和な笑みで挨拶をする。鍔の下から初めてのぞいた双眸は青色だった。

「ステラさんもお久しぶりです。私とはレストランで会って以来ですね」

「ええ。まさかこの部屋に呼ばれる日が来るなんて思わなかったけど」

「貴徳原さん。お二人にお茶をお出ししてください」

「はい」

「あ、カナタ。ボクのもお願い」

「カナタ先輩！　アタシ、マドレーヌが食べたい！」

「悪い子の二人は今日はおやつ抜きです」

「な、なんだってー！」

「ひどいよ刀華！　おやつが食べられないんだったらボクたちはなんのために生徒会室ここにいるのさ！」

「生徒会役員だからに決まってるでしょ!?」

　刀華が悲鳴のような声を上げる。

　生徒会長の寿命がツッコミでマッハだ。

　そんな過労でゼェゼェ荒い息を吐いている刀華に、ふとクローゼットを押さえ──もといクローゼットの前に立っている砕城が、厳いかめしい顔に喜色きしょくを浮かべて感心した声で言う。

「しかしさすが会長。仕事が早い。もう例の件の助っ人を見つけてくるとは。それもいい人選だ。その二人ならば、戦力として申し分ない」

（戦力？　助っ人？）

　突然の物騒な雰囲気を持つ言葉に一輝とステラは揃って首をかしげる。

　そんな言葉、一度も刀華から聞かされていない。

　なんのことだと刀華に視線をやるも、

「はい？」

　当の刀華もきょとんとした顔で頭にはてなを浮かべている。

　その反応に砕城は困惑を見せた。

「む？　なんだ違うのか？　珍しい客だからてっきりそうかと思っていたんだが」

「なんだい刀華。もしかして忘れてたのかい？　ほら、理事長に頼まれたじゃん」


「黒乃さんに頼まれたって…………あ、ああああっ!!!!」



　その瞬間、刀華が青ざめた表情で叫ぶ。

「あらあら。もしかして本当に忘れていたのですか？　私もてっきりそのためにお二人をお連れしたのかと思っていましたのに」

「……あぅ、はい。珠雫さんとの試合に集中していて忘れてました……」

「ねえ。例の件ってなんのこと？」

　頭を抱えてしょんぼりする刀華に一輝の隣に腰掛けたステラが尋ねる。

　その質問には刀華ではなく、貴徳原が全員分のティーカップに紅茶を注ぎながら答えた。

「先日新宮寺理事長から生徒会に頼み事があったのです。七星剣武祭の前にいつも代表選手の強化合宿を行っている合宿施設が奥多摩おくたまにあるのですけど、最近そこに不審者が出たそうで」

「穏やかじゃないわね」

「ええ。そこで一応生徒会のほうで安全確認をしてきて欲しいと頼まれたのです。先生方は今選抜戦の運営で大忙しですから。……ですけど、合宿所の敷地には高い山や広い森もありまして、とても生徒会だけでは人手が足りませんの」

「なるほど。そこで外部に助っ人を、ということですか」

　大規模な選抜戦で忙しくなるのは教師だけではないということらしい。

「ちなみにその不審者というのはどんな人物なのか、情報はあるんですか？」

「はい、それなんですが──」

　貴徳原は一瞬言い淀よどんでから、答えた。

「体長四メートルほどの巨人らしいです」

「はぁっ!?」

「きょ、巨人!?」

「はい。巨人です。プロ野球じゃないですよ？」

「知ってます」

「オール○神さんの相方でもないですよ？」

「知ってます。ていうか貴徳原さんが知ってることに驚いてます」

「ね、ねえ、巨人って、それほんとうなの!?」

　ふと、突然出た荒唐無稽こうとうむけいな話題に、ステラが身を乗り出して食いつく。

「ずいぶんと食いつくねステラ」

「だ、だって！　巨人よ！　未確認生物よ！　ロマンじゃない!!」

　そう言った彼女の緋色ひいろの瞳は、まるで少年のようにキラキラと輝いていた。

　そのステラの反応に、恋々が「同士を見つけた」とばかりに呼応する。

「へえ！　ステラちゃんはそういうの好きなんだ！」

「川○浩探検隊のＤＶＤで日本語を覚えたくらい大好きよ！」


（ものすごいところから日本に入ってきてるよこの皇女様…………！）



　やや戦慄する一輝だったが、恋々はステラと意気投合したようだ。

「おお！　ステラちゃん、話せるねぇ！」

「それ殆どやら──」

「副会長。それ以上いけませんわ」

「ねえねえイッキ！　トーカさんも困ってるみたいだし、アタシ達が協力しましょうよ！　アタシ、巨人に会いたい！」

　ステラが目をキラキラさせながら一輝の肩をゆする。

　正直、一輝は巨人に興味はないが──

　彼は生徒会が忙しい原因である選抜戦制度で恩恵を受けた身だ。

　だから彼らに協力することは、むしろ是非にという気分だ。

　故に二つ返事で了承する。

「そういうことでしたら、一生徒としてよろこんで協力させてもらいます」

「ほ、本当ですか!?」

　一輝とステラの快諾かいだくに、頭を抱えて沈んでいた刀華の顔に生気が戻る。

「合宿所も生徒のための施設ですしね。僕たちでよければ」

「申し分ないです！　本当にありがとうございます！　すごく助かります!!」

　弾む声で言って刀華は感謝の気持ちを握手で示そうとする。が──

　ぱしっ！

　と、一輝に伸ばされた刀華の手をステラがインターセプト。一輝の代わりに熱い握手を交わした。

「よろしく。よろしく」

「え？　あ、はい、よろしくお願いしますね」




　こうして一輝とステラは生徒会役員たちと一緒に、次の週末に奥多摩へ向かうこととなったのだった。
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　東京とうきょう都新宿しんじゅく区。

　立ち並ぶ摩天楼まてんろうの中に、『国際魔導騎士まどうきし連盟・日本支部』の三十階建高層ビルが聳そびえている。

　その最上階の支部長室で、日本支部長・黒鉄くろがね厳いつきはデスクの電話を取りながら、額ひたいに深い皺しわを刻んでいた。

「そうか。珠雫むすめは負けたのか」

　ため息が夜だというのに照明のつけられていない部屋にやけに大きく響く。

『相手があの《雷切らいきり》では仕方がないことかと』

「南郷なんごう先生の秘蔵っ子だったか」

『はい。珠雫しずくさんも運がない。選抜戦などというくだらない方針がなければ、難なく代表入りを果たしていたでしょうに』


「…………」



　くだらない。

　電話先の男の言葉に、確かにそのとおりだと厳は声なく頷うなずく。

　実際の戦いをもって代表を選抜する。新理事長・新宮寺しんぐうじが提案したその方法は、厳の考えを真っ向から否定する忌いむべきものだからだ。

「それで、一輝いっきの方はどうなっている？」

『……《落第騎士ワーストワン》は未だに全勝を守っています。まったく破軍はぐんの生徒たちもふがいない。Ｆランクの落ちこぼれにここまでいいようにやられるとは』

「代表入りしそうなのか」

『遺憾いかんながら、あの落ちこぼれはすでに《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》と校内序列三位の《速度中毒ランナーズハイ》を下しております。ここまで破軍の連中がふがいないとなると、《雷切》か《紅の淑女シャルラッハフラウ》のどちらかに当たらない限りは……全国に出てくるのではないかと』

「それは許されん」

　想像もしたくない事態。

　それが現実のものになろうとしている。

　その事実に、厳の声は鉛なまりのように重くなる。

『は、はい！　おっしゃるとおりです！』

「なんとかならんのか」

『いっそのこと、長官の権限で彼から「学生騎士」の資格を取り消すというのは』

「……それが出来るならとっくにやっている。だが『魔導騎士』も『学生騎士』も、その資格を管理しているのは『国際魔導騎士連盟』の《白髭公しろひげこう》──つまりは本部権限だ。支部からは剝奪はくだつ請求は出来ても剝奪自体は出来ん。その請求も何かしらの根拠がなければ説得力を欠く」

　一年前、その説得力を得るために《狩人かりうど》を嗾けしかけたこともある。

　だが一輝は頑がんとして尻尾しっぽを摑ませなかった。

《狩人》が瀕死ひんしにまで追い込んでも、回避すらしようとしなかった。

　一輝は回避すればそれが戦闘行為と見なされることを見抜いていたのだ。

　だから厳に出来るのは『留年』まで。

　学生騎士としての資格を奪う『退学処分』には『追放処分』という前段階を踏む必要がある。

　しかしながらそれは厳の権限一つではどうにもならない領域の話だ。

　それを成すには、その権利を有している人間たちを納得させるだけの根拠が必要になる。

「ともかく、七星剣武祭しちせいけんぶさいが始まる前に何かしらの手を打たなくては──」

　そのときだ──




「件くだんの黒鉄一輝に関して、私に一つ妙案がございます」




　闇に、ひょうきんな男の声が響いた。

　声は部屋の入り口から。

　厳が気怠けだるげに目を向けると、まるで部屋に満ちる闇から滲しみだしてきたかのように、恵比寿えびすのような顔の肥満した中年が立っていた。

　その顔を、厳は覚えている。

「赤座あかざか」

「お久しぶりです。ご当主様。んっふっふ」

　中年は赤座守まもる。黒鉄家の分家筋の人間だ。

「……妙案があると言ったな」

　問うて、厳は電話口に断りを入れずに電話を切る。

　もはや彼の興味は赤座の言葉にしかなかった。

　それを見て取り、赤座はありがたい顔にうさんくさい笑みを貼り付けて喉を鳴らす。


「んっふっふ。ええ、実はですねぇ。さる筋から少し面白い情報が入ってきまして。上手く使えば、ご当主様の憂慮ゆうりょを祓はらうことが出来るかと────」







◆◇◆◇◆






　次の日曜日。

　黒鉄一輝とステラ・ヴァーミリオンの二人は、生徒会メンバーと共に砕城さいじょうの運転するバンに乗って、奥多摩の山奥にある破軍学園の合宿場へやってきた。

　奥多摩の怪。噂うわさの巨人の正体を突き止めるためだ。

　しかし合宿場の敷地はいくつもの山と深い森を有する険しい地形。

　それをたった七人で捜索するのは、伐刀者ブレイザーといえど生半可なまはんかなことではない。

　ならば、とにもかくにも、まずは腹を膨ふくらませて英気を養わないことには始まらない。

　そこで一輝たちは砕城と貴徳原とうとくばらの二人に管理人の聴取を任せ、残りのメンバーで昼食にカレーを作ることにした。

　それぞれ手分けして、合宿場から借り受けた調理器具と、刀華とうかが持ってきていた具材を合宿場の側のキャンプ場まで運ぶ。

　合宿場の食堂を借りることも出来たが、折角せっかく山に来たのだからキャンプカレーにしようという流れになったのだ。

「ん～。空気が美味おいしいわ。それに涼しくて気持ちいい」

　運んできた包丁やまな板などの調理器具を、煉瓦れんがで組まれた炊事場において、ステラは一つ大きく深呼吸をする。

「アスファルトが少ないから、空気がほどよく冷やされるんだろうね」

「日本はどこもかしこもコンクリートで固めすぎなのよ。暑いし蒸すしでたまらないわ」

「まあもう殆ほとんどこの国は亜熱帯だからね……」

　ステラの故郷ヴァーミリオン皇国こうこくは欧州の北側に位置する国だ。

　日本よりもずっと気温は低く、空気も乾いている。

　そんな国で育ったステラにとって初めて体験する日本の夏は、正直めげる過ごしにくさだった。

　事実、ここ最近ステラが夜寝苦しそうに唸うなっているのを一輝は耳にしている。

　まあ人だって暑さで死ぬのが日本の夏だ。無理もない。

「ねえねえステラちゃん！　一緒にバドミントンやろーよ！」

　ふと、ステラよりも一足先に調理器具を運び終わっていた恋々れんれんが、ラケットを片手にステラに呼びかける。

「いいわね！　でもアタシは強いわよ？」

「なにおー!?　アタシだってフットワークじゃ負けないってのっ！　かかってこーい！」

「ふふん♪　このアタシに勝負事を挑んだこと、後悔させてあげるわ！」

　恋々の誘いにノリノリでついていくステラ。

「あ、ステラ……」

　一輝が呼び止めようとするも、ステラはもう走り去ってしまっていた。

「やれやれ、今からご飯を作るって話してたのに」

　ため息をつく一輝に、スーパーの袋いっぱいの具材を運んできた刀華は優しい笑みを浮かべる。

「別にいいですよ。カレーなのでそんなに人数は必要ないですし。お二人にはあとの片付けをやってもらいましょう」

「そうですね。……あ、そうだ。材料費いくらでしたか？　自分たちの分は払いますから」

「ふふふ。そんなの気にしなくていいですよ。黒鉄さんたちには助っ人で来てもらったんですから。お食事ぐらい奢おごります。というか奢らせてくれないとさすがに私が心苦しいです」

　少し困ったように肩をすくめる刀華。

　確かに、一輝が刀華の立場でも同じ申し訳なさを感じるだろう。

　これ以上の遠慮はむしろ向こうを困らせることになる。

「……なら、お言葉に甘えてごちそうになります」

「刀華のカレーは秘伝の自家製カレールーで作るから、滅茶苦茶めちゃくちゃ美味しいんだ」

「ええ。ぜひぜひ期待しててください」

「でも用意を手伝うくらいはさせてくださいよ」

「じゃあ黒鉄さんはジャガイモとにんじんの皮むきをお願いします」

「わかりました」

「うたくんはご飯を用意してくれますか？」

「あのカレーやるってことはさ、ご飯ももちろん『アレ』だよね？」

「うん。ちゃんとカリフォルニア米買ってきたから、よろしくね」

「ふふ。腕が鳴るぜぇ」


「…………？」



　泡沫うたかたと刀華がなにやら目で語り合う。

　端はたから見ている一輝にはなんのことだかさっぱりわからなかったが、二人の仲の深さだけはなんとなく理解出来た。
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　家出してからもう五年。

　それだけ長い間一人暮らしをしていると、一定の家事スキルは自然と身につく。

　だから一輝は非常に手際よく、自らに与えられた役割をこなした。

　まずはジャガイモの皮を剝き水に浸す。煮崩れを防ぐためだ。

　そしてジャガイモを水に浸している間ににんじんの皮をむき、それらをすべて一口大の大きさに切って、刀華の元へ持っていく。

　その途中、ふと一輝の足が止まった。


「…………」



「～♪」

　自分の顔を千切ちぎって配る国民的ヒーローアニメの主題歌を口ずさみながら、見事な手際で肉とタマネギを刻んでいるエプロン姿の刀華。
















　若くして母性すら感じさせる立ち姿に視線が吸い込まれる。

　その姿が一枚の絵画のように、完成されたある種の『美』を持っていたから。

「ん？　どうかしましたか？」

「あ、いや。なんでもないです」

　振り向いた刀華に声をかけられ、一輝ははっと我を取り戻す。

（どうしたんだろう僕は。……今、刀華さんの雰囲気に飲まれていた）

　珠雫を圧倒的強さで打ち倒した《雷切らいきり》を見たときも、ここまでのものは感じなかったというのに。

　不思議に思いながらも、一輝はとりあえずその疑問を頭の端に追いやって、持ってきた野菜を刀華に渡す。

「これジャガイモとにんじんです。ジャガイモは水にさらしておきました」

「ご苦労様です。わぁ、とっても綺麗きれいに剝けてますね。それに野菜が大きいのもグッドです」

「折角青空の下で食べるんですから、田舎カレーのほうがいいかなと思って」

「花丸百点満点です。黒鉄さんは刀だけじゃなく包丁捌さばきも上手なんですね」

「はは、一人暮らしが長いものですから。他に何か手伝うことはありますか？」

「いいえ。後はお鍋一つで出来ることですから、休んでくださっていいですよ」

　確かに一つの鍋に二人は邪魔でしかない。

　一輝は刀華の言葉に甘え、一足先に炊事場を抜けさせてもらう。

　その途中──

「ふっふっふ。どうしたんだい後輩クン。刀華のおっきいお尻に見とれてたのかな」

　先ほど刀華を見つめてしばし立ち尽くしてたことを、飯ごうでご飯を炊いている泡沫に追及された。

「い、いえ。ちがいますよ！」

　一輝はすぐに否定をかぶせる。

　確かに刀華のお尻は丸くて柔らかそうで、男として魅力を感じないわけではないが──

「そうじゃなくて、……自分でもよくわからないんですが、こう、目を奪われたんですよ。東堂とうどうさんが炊事場に立つ姿に。なんていうか、そこに目を逸そらしちゃいけない何かがあるように思えて」


「ふぅん…………」



　その一輝の返答に泡沫はなにやら興味深そうに唸うなる。

「目を逸らしちゃいけない何か、か。うん。一目でそれに気づくなんて、後輩クンはやっぱりただ者じゃないね」

「どういうことですか？」

「あの立ち姿に見逃しちゃいけない何かを感じたんだろう？　その感覚は正しいってことだよ。あの姿こそが刀華の核、彼女の強さの源泉みたいなものだからね」

「強さの源泉？」

「ああ、昔から刀華を見てきたボクは、それをよく知っている」

（昔から──）

　先ほどのアイコンタクトといい、泡沫と刀華の間にはなにやら古い縁を感じる。

　一輝は率直にその気づきを口にした。

「御祓みそぎさんは東堂さんを昔からご存じなんですか？」

「ん？　うん。知ってるよ。なにしろボクと刀華は同じ養護施設の出だからね」


「え…………」



「貴徳原財団が展開している社会福祉事業の一つに『若葉の家』っていうのがあってね。身寄りのない子供を引き取って養育してるんだ。ボクと刀華は二人ともその施設にいたんだよ。カナタも昔からよくその施設に出入りしてたから、その頃からのなじみだね。三人でつるんで色々やったもんさ」

「そう、だったんですか」

　泡沫はなんでもないことのように話すが、一輝は少しばかり反応に困った。

　幼なじみまでは予想していたが、同じ施設の出というのは完全に予想の外だった。

　ことがことだけに、これ以上この話題に触れるべきなのか否いなか。

　一輝は計りかねたのだ。しかし、

（……東堂さんの強さの源泉）

　昔から彼女を見てきた泡沫の言葉に、どうしても興味を引かれる。

　東堂刀華がどういう女性なのか。

　だから、一輝は思いきって彼に尋ねた。

「あの、よかったら教えてくれませんか。御祓さんの言う東堂さんの強さの源泉がなんなのかを」

　その問いに泡沫はしばし黙り込んでから、言葉を紡つむぐ。

「……後輩クンは養護施設って聞くとどういう場所だと思う？」

「身寄りをなくした子供たちが暮らす施設……ですよね」


「まあそりゃそうなんだけどさ、でもその『身よりのなくし方』にもまあ色々あるんだよね。事故や災害で親を亡くした子供や、親に捨てられた子供、…………そんなのはまだいいほうで、親に殺されかけて行政に引き離された子供とかも、まあいろいろね」

「親に…………ですか」



「うん。で、ウチの施設は当時、そんな結構複雑な事情を持った子供がいたこともあって、まあなんというか、雰囲気が悪くってね。似たような境遇の連中同士で、些細ささいなことで傷つけあったり罵ののしりあったり、……みんな苦しんでいたよ。だけど、そんな中で刀華はそのみんなを笑顔にしようといつも頑張ってた。自分も同じ境遇なのに。小さい子供に絵本を読んで聞かせてあげたり、院長先生にかわって美味しいご飯を作ってくれたりね。……院長先生はすごくいい人なんだけど、料理だけはもう本当にまずくてたまらなかったからね。あれはもうみんな大喜びだったよ。あはは」

「面倒見のいい人だったんですね」

「昔からね。人の世話を焼かずにはいられないタチなんだ。……その親に殺されかけた奴にしてもそう。そいつはもうとにかく手に負えないくらい乱暴で、どうしようもないくらいに壊れてて、何度も何度も刀華を傷つけたけど、だけど刀華は一度だってそいつのことを見捨てなかった。そのおかげで……そいつはもう一度人間に戻れた。人間らしい感情を取り戻すことが出来た。だからそいつは今でも刀華に感謝していて、刀華のことが大好きなんだ」

　目を伏して訥々とつとつと昔の情景を口にする泡沫。

　その話口調は所々一人称になっている。

　おそらく、……その親に殺されかけた子供というのは泡沫自身のことなのだろう。

「そんなそいつがさ、いつか刀華に尋ねたことがある。どうして刀華はそんなに強いのかって。どうしても気になったんだ。刀華も両親をなくした自分たちと同じ境遇の、同じ子供のはずなのに、どうしてそんなに他人を愛せるのかが。そしたら刀華は言ったよ。

『自分はたくさん両親に愛してもらった。それは普通の家族に比べたらとても短い時間だったかもしれないけど、たくさんの笑顔と愛情をもらった。その思い出は両親が亡くなった今でも自分を支えてくれている。だから自分も、他の子供たちを笑顔にしたい。みんなが支えになるような思い出を作ってあげたい。自分の両親が自分にそうしてくれたように。人を愛することは、両親が自分に教えてくれた大切で大好きなことだから』……とね」

　そして──

「その言葉通り、刀華は施設を出た今もずっと『若葉の家』のみんなに笑顔と勇気を与えている。親なしの自分たちでもすごい人間になれるんだということを身を以もって示し続けてくれている。全国でも指折りの実力派学生騎士《雷切》として活躍し続けることでね」

　そこまで言われて、一輝も理解した。

　先ほど泡沫が述べた『彼女の強さの源泉』がなんなのかを。

　それは──『善意』だ。

　自分のためではなく、第三者のために比類無き力を発揮する。

　東堂刀華はそういった魂の在あり方をした少女なのだ。

　その断片を、一輝は一輝たちに振る舞う料理を作る彼女の姿に垣間かいま見みて、目を奪われた。

　彼女の強さの根幹を成すその心の在り方を、見落としてはいけない情報だと認識したが故に。

「──後輩クン。君は強い。正直予想以上だった。ボク程度じゃ歯が立たないし、カナタですら危ういと思う。だけどそんな君でも刀華には勝てない。刀華の強さは別格だ。なぜならあの子は自分が負けるということがどういうことか、どれほど多くの人間に悲しみを与えることかを知っているから。だから負けない。だから折れない。あの子と君では、背負っているモノの重みが違うんだ」


「…………」



　告げられた言葉に、一輝は応答を返さなかった。

　ただ、視線を泡沫から、楽しそうに料理を作る刀華に向けて、思いをはせる。

　その華奢きゃしゃな両肩に背負われた、たくさんの人たちの期待や願いについて。

　そして、それらに応こたえようとする刀華の強さについて。

（……確かに、そういうものは僕にはない）

　一輝は自分自身の価値を信じていたいという気持ち一つでここまで来た。

　誰にも頼らず、誰のためでもなく。ただ、自分の理想とする自分になるために。

　故に泡沫の言う重みが一輝の剣には宿っていない。他人の思いが宿っていない。

　その事実は、まるで黒いもやのような漠然とした形態をとり、一輝の心に纏まとわり付く。

　そして、彼に問いかけた。

　お前の軽い剣は、彼女を倒すことが出来るのか、──と。
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　昼食は白米のかわりにガーリックライスを使ったカレーだった。

　聞けばそのカレーは『若葉の家』にいる頃に、あまりお金をかけずにみんなが喜ぶごちそうを作れないものかと刀華と泡沫、そしてカナタの三人で試行錯誤して作った料理らしい。

　刀華がタッパーに入れて持ってきた自家製のカレールーには牛すじの旨味がたっぷりと溶け出しており、それが香ばしい香りのガーリックライスと合わされば不味まずいわけがない。

　一輝もここまで美味しいカレーは食べたことがなかったので、ついつい欲張って食べすぎてしまった。

　だが一方で普段人の四倍は食べるステラはあまり食べなかった。

　彼女の口には合わなかったのかもしれない。

　そして昼食後、ある程度腹具合が落ち着くのを見計らい、刀華が散策のために班分けを行った。

　さすがに伐刀者ブレイザーとはいえ、一人で山の中を歩くのは危険すぎるからだ。

　班は刀華・泡沫班。砕城・恋々班。そして一輝・ステラ班の三つ。

　緊急時に備え、カナタだけが拠点となる合宿場の建物に残り、一行はいよいよ山狩りに乗り出した。

　目的は巨人の捜索とその確保だ。

　一輝・ステラ班は自分たちが担当を任された西側の山林に足を踏み入れる。

　この場所は登山者などが往来する普通の山とは違い、伐刀者ブレイザーの訓練用施設だ。

　故に道はまるでならされておらず、どこもかしこも草木が鬱蒼うっそうと生おい茂っている。

　それに加えて斜面の傾斜もきつく、なかなかに険しい道だ。

　いや、単純に険しいだけなら普段から身体からだを鍛えている一輝やステラにとっては、別にどうということはないのだが──

「むっ、またか」

　ガサガサと、茂みの中から飛び出してくる影を、一輝が左手で捕まえる。

　それは牙きばを剝むくマムシだ。

　これでもう三度目である。

　道の険しさはともかく、こういう奇襲が続くのは少々面倒くさい。

　一輝は手首のスナップだけで摑んだマムシを遠くへ投げて、一応後ろのステラに注意を促す。

「このあたりはどうも毒蛇どくへびが多いらしい。別に嚙かまれても死ぬような種類じゃないけど、ステラも一応気をつけて」


「…………うん」



　そのステラの返事には元気がない。

　というか、今のステラには見るからに覇気はきがない。

　以前の生徒会室で見せたテンションならば、彼女こそが隊列の先頭に立ち、茂みをかき分けていただろう。

　だというのに今のステラは肩を落とし背骨を曲げて、のそのそと一輝の後をついてきているだけだ。

「どうしたの？　元気ないみたいだけど、バドミントンで負けたのがそんなにショックだったのかい？」

　恋々とのバドミントンはステラの完敗に終わったらしい。

　ステラがスマッシュの力加減を間違えてコートアウトを連発した末の自滅だとか。

　てっきりそのことでふて腐くされているのかと思ったが、

「別にそんなんじゃないわよ……」

　ステラは否定を返す。

　返しながらも、しかしどうにもその口調は煮え切らない。

　まるで本人にも自分の元気のない理由がわかっていないかのようだ。

（本当にどうしたんだろう？）

　一輝はいつもと違う恋人の様子に首をひねる。

　だがこのとき、彼はこの変化をそれほど大きなものとは捉とらえなかった。

（少し、慣れない山道に疲れたのかな）

「ちゃんとはぐれないようについてきてね」

　そう言って一輝は気持ちステラが通りやすいように茂みをならすようにする。

　だがこれは失策だった。

　このステラの異変は、無視していいようなものではなかったのだ。
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　道なき道を歩くことさらに二時間ほどが経った頃──

（……なんだか雲行きが怪しくなってきたな）

　一輝は鬱蒼と茂る木々の間から空を睨にらむ。

　先ほどまで眩まぶしいほどの青が広がっていた空は、今では見る影もなく灰色によどんでいる。

　今にも雨が降ってきそうな色合いだ。

　山の天気は変わりやすいと聞くが、ここまでとは。

　それに標高が高くなってきたからか、肌寒さも感じる。

（もしかしたら一雨くるか）

「ん？」

　ふと、天から戻した視線の先に、一輝は妙なものを見つけた。

　倒木。

　それも一本や二本ではない。

　何十本もの木々が倒れ、山林がひらけているのだ。

　その原因は、地面。

　そこの地面はまるで巨大な何かが這い出てきたかのように、黄土色の地面が捲めくれ上がり、色の濃い土がむき出しになっている。そこに立っていたであろう木々も根ごと投げ出されていた。

　抉れの大きさは直径にして五メートルほど。

　そして、その近くのややぬかるんだ地面に刻まれた五十センチはあろうかという『足跡』がある。

「これは……！」

　その形は獣の蹄ひづめではなく、人の足形に酷似している。

　だがこんな巨大な人間はいない。

　故にこの足跡の主は人間ではなく──、おそらくは噂の巨人。

「ねえステラ、これって──」

　一輝は己おのれの発見を後ろのステラにも伝えようと声をかけ──

「ハァ、ハァ……っ」

　ステラが荒い息を吐きながら木に寄りかかっていることに気づいた。

「ステラ？　もしかして疲れたの──……っ!?」

　山道で疲れて木に寄りかかっているのかと思ったが、違う。

　それを一輝はステラの顔を見て気づく。

　大気の温度は寒いくらいなのに、ステラの顔は真まっ赤かになっており、額にはびっしりと汗の珠たまが張り付いていたのだ。

　それも普通の量ではない。これはいくらなんでもおかしい。

「ステラ!?　どうしたんだその汗は!?」

「わ、わかんない……。ただ、さっきからなんだか身体がすごくだるくって……、吐き気がとまらなくって、目眩めまいがして……。ねえ、イッキ、聞きたいことがあるんだけど」

　ステラは赤くなった顔を気怠けだるげに持ち上げて、そこにとても真剣な表情を浮かべた。

　それは本当にある種の決意すら籠こもっているような真剣さで、彼女が尋ねようとしていることがとても重大な何かであることは容易にうかがい知れた。

　一体彼女は何を告げようとしているのか。

　一輝はゴクリと唾を飲み込み、意を決して促す。

「なに？」

　そして──

「キスでも妊娠するのかしら？」

　脱力のあまりその場に膝ひざをつきそうになった。


「…………いや、それはないよ」



　自分がキスで女の子を孕はらませるような怖い人間だとは思いたくない。

「ていうかステラ。それはもしかすると『風邪かぜ』という病気なんじゃないかな」

「恋の病……？」

「違う。えーっと、英語圏だったらcoldだっけ？　いやfeverっていうのか？」

「あ、ああ……なんとなくわかったわ」

　一輝のたどたどしい英語から、ステラはなんとか彼の伝えようとしているニュアンスをくみ取り、理解する。

「そうなの。これが……噂に聞く『カゼ』なのね」

「ステラ、風邪ひいたことないの？」

「一度もないわ……。そう、これが……。子供の頃、学校が休めるのが羨うらやましかったけど、羨ましがるようなもんじゃないわね、これ」

　言って苦笑いを浮かべるステラ。

　彼女にとって、自分の身体がここまでいうことを利かないのは初めての経験だった。

　だから今の今まで自分の身体に起こっている不調がなんなのか理解出来なかった。

　おそらく、日本の高温多湿な気候に身体が馴染なじめずに免疫めんえき力が落ちていたのだろう。

「なんにせよこの調子だと調査の続行は無理だね。今すぐ引き返そう」

「ちょ、ちょっとまってよ……。せっかく手がかりをみつけたんだから……」

「そんなこと言っても、ステラはもう動けないだろう？」


「そんなことないわ。このくらい…………あ、あれ？」



「ステラ！」

　もたれ掛かっていた木から離れようとしたステラの身体がふらりと揺れ、地面に崩れ落ちそうになる。

　それを一輝は素早く手を回し、ギリギリで支えた。

　そして気づく。

　彼女の体温が、服越しにもわかるほど異常に高くなっていることに。

（これは思ったよりもひどいな……）

　自分でも風邪と気づけなかったステラは、限界まで風邪を悪化させてしまっていたのだ。

　すぐに山を下りないと。

　一輝はそう判断し、彼女の身体をそのままお姫様だっこする。

「嫌いやがってもこのまま抱きかかえて連れて帰るからね」

「あ、うぅ……」

　少し不満そうな表情をするステラだったが、一輝の有無を言わせない口調に抵抗を諦める。

　もっとも、ステラの意志はともかく、彼女の身体にはもう抵抗するような余力は残されていなかった。

　その証拠に、ステラは荒い息を吐き出しながらぐったりと一輝に身をゆだねる。

（早く山を下って医者に診みせないと）

　一輝の足ならば人一人運びながら山を駆け下りることはそう難しいことじゃない。

　麓ふもとまでそう時間はかからないだろう。

　そのはずだった。

　だが、ここでトラブルが起きた。

　ぽつり、ぽつり──

　雨粒が鉛色の空から一輝の頭を叩たたき、

　やがてそれはすぐにバケツをひっくり返したような豪雨ごううに変わる。

　最近亜熱帯化が進む日本で多く見られるようになったゲリラ豪雨スコールだ。


「うわ、このタイミングでか…………！」



　一輝はともかく、今のステラにこの雨はまずい。

　身体が冷えれば免疫力はさらに低下する。

　風邪で終わる内はまだいいほうなのだ。

　ここで病状を悪化させるようなことをしては、最悪肺炎になりかねない。

　そうなっては代表選抜戦にも響いてくる。

　それはなんとしても避けなければならない。

（──そうだ！　ここに来る途中に緊急避難用の山小屋があったな！）

　それを思い出し、一輝はすぐに方針を変更。

　山を駆け下りることを諦め、ひとまずその山小屋で雨をしのぐことにした。





◆◇◆◇◆






　山小屋までは少し距離があり、たどりつくまでには一輝もステラもずぶ濡れになってしまった。

　そこで一輝は濡れた服を乾かすために山小屋の囲炉裏いろりに火をおこす。

　そして備蓄されていた薪まきで火を大きくしながら、彼は生徒手帳の通話機能で合宿場に待機しているカナタに連絡を取った。

『ステラさんが倒れられたのですか!?』

「はい。今彼女を担かついで近くの山小屋に避難したところです」

『それはそれは……。お加減はいかがです？』

「たぶんたちの悪い風邪だと思いますが、医者に診せてみないことにはなんとも」

『わかりましたわ。すぐに救援を向かわせます』

「助かります。あと例の巨人なんですが、それらしい足跡を見つけました。それと、巨大な何かが地中から出てきたような跡も。もしかすると巨人は地中にいるのかもしれません」

『地中……、ですか。そんな巨大な存在が地中にいるというのはにわかには信じがたい話ですが、……わかりました。その痕跡の調査はこちらで引き継ぎますわ。ともかくお二人はその山小屋から動かずに、安静にして救援を待っていてくださいませ。たぶん一、二時間ほどで到着すると思います。外はだいぶ寒くなっていますので、濡れた身体を乾かすのを忘れずに』

「はい。よろしくお願いします」

　通話を切って、一輝は最後の薪を火の中に放り込む。

　それで室内はだいぶ暖かくなった。

「よし。これで服を乾かすことは出来る」

　一輝はずぶ濡れになった制服をズボンだけ残して脱ぎ、囲炉裏の側に広げる。

　それから辛そうに壁に背を預け、荒い息をつくステラに話しかけた。

「ステラも脱いで。恥ずかしいとは思うけど、そのままだと風邪が悪化してしまう」


「…………うん」



　ステラと一輝は恋人同士だが、その関係はこの間ようやくキスが出来るようになった程度。

　そんな恋人の前で肌をさらすのはステラにとっても抵抗のある行為に違いない。

　だが彼女はごねなかった。

　素直にずぶ濡れになった制服の上着を脱ぎ去り、スカートに手をかける。

　ステラにはわかっているのだ。

　ここは意地になるような場面じゃない。

　なんとしてもこれ以上の体調の悪化を防がなければならない場面だと。

　一輝もステラも今とても大切な時期。

　六名しか枠のない七星剣武祭代表選抜戦を戦っているのだ。

　ここで下手に意地になって風邪を悪化させては、二人の大切な約束を果たせなくなる。

　七星剣武祭の決勝で巡り会おうという、あの誓いを。

　それは一番あってはならないこと。

　ステラはそのあたりの優先順位を間違える少女ではなかった。

　しかし、

「あっ」

「ステラ！」

　立ち上がってスカートを足から引き抜いたとき、ステラの身体が崩れ落ちる。

　生まれて初めて経験する体調不良。気づかずに悪化させていただけに、そのぶり返しは大きく、ステラにはもう自分で服を脱ぐだけの力も残っていなかったのだ。

　そのことを、地面にぶつかる前に支えに入った一輝も認識する。

　服越しに感じる体温が、先ほどよりも上がっている。

　ステラの体調は刻一刻と悪くなっていっている。

　これ以上は、少しの無理もさせたくない。

　だから一輝は思いきってステラに提案する。

「ステラ。その、僕が脱がしてもいいかい？」


「…………！」



　その提案にステラは一度大きくその緋色ひいろの瞳を見開く。

　当然だ。自分で肌をさらすのも恥ずかしいのに、一輝に服を脱がされるなんて。

　そんなの、論外もいいところだ。

　──だけどステラは、


「……うん…………おねがい」



　すぐに、こくん、と小さく頷き返した。

　──恥ずかしいのは一輝も同じ。

　だけど一輝はそれを押して、提案した。

　ひとえに、ステラの身体を気遣って、だ。

　そのことがわからないステラじゃない。

　だから彼女は一輝に身をゆだねることにした。

　そして一輝もまた、ステラが自分の気遣いをくみ取ってくれたことを悟って、自らを改めて強く戒いましめる。

（僕がしっかりしないと）

　ステラは自分の心配をくみ取り、恥ずかしさを押し殺して提案を吞のんでくれた。

　ならば、自分が変に意識して彼女の羞恥しゅうちを煽あおるような真似をするのは論外だ。

　今、ステラを助けられるのは自分だけなのだから。

　彼女が恥辱ちじょくを覚えないように、テキパキと事務的に服を脱がす。

　やましいことなど考えてはいけない。

（よしっ）

　強く自分を戒めてから、一輝は意を決してステラの着衣に手を伸ばす。

　まずは肌に貼り付いているストッキングだ。

　肌に密着しているだけに、濡れたままは不快だろう。

　そう思い、一輝はストッキングに繫つながるガーターベルトのクリップを外し、太ももとストッキングの間に指を差し入れ、ゆっくりとそれを捲っていく。

　捲れ上がっていく黒地の下から、ぺろりと、眩しいほどに白い素足が現れる。

　長時間踏ん張るために脹ふくら脛はぎの筋肉が発達し、ややひょうたん型になっている農耕民族の日本人とは違う、太ももからつま先にかけスッと針のように細くなっていく狩猟民族特有のフォルム。
















　その形状がステラの長い足をより長くしなやかに見せており、一輝はその脚線美にダメだと思いつつも生唾なまつばを飲み込まずにはいられなかった。

　しかも、その白く美しい素足を露あらわにしているのは自分自身の指先なのだ。

　そんなの、意識しないでいられるわけがない。

　そしてステラの綺麗に磨かれた爪が並ぶ指先から、濡れたストッキングを引き抜く瞬間、一輝は自分の背筋と脳に強烈なしびれが走ったのを感じ、自分の目論見もくろみの甘さを痛感した。

（……こんなの、事務的に出来るわけがないじゃないか）

　これが他の女の子なら、一輝も割り切れたかもしれない。

　だが、相手は自分が一番好きな女の子なのだ。

　そんな最愛の少女の衣服を、自分の手で一枚一枚はがしていく。

　これほど官能的な行為もそうそうない。

　しかも、ステラの肌を少しずつ露わにするたびに、彼女の素肌から立ち上る甘い香りが鼻腔びこうをくすぐるのだ。

　両足のストッキングを脱がしただけで、一輝の心臓は破裂しそうなほどバクバクと強い鼓動を刻むようになった。

　こんな調子でシャツを脱がすことなんて出来るのか。


（だけど…………）



　一輝はちらりとステラの表情を窺うかがう。

　ステラの顔色は、今にも火が噴き出しそうなほど真っ赤だった。

　瞳が濡れているのは、間違いなく身体を冒おかす熱病のせいだけじゃないだろう。

（今の彼女に頼りないところは見せられない）

「ステラ。もっと気を楽にして」

　一輝はこれ以上ステラの羞恥を煽らないように、微笑ほほえみながら語りかける。


「う、うん…………」



　返事こそするものの、ステラから硬さはとれない。

　まあ当然だ。

　服を脱がしている側の一輝ですらこんなに恥ずかしいのだ。

　気を楽にもて、なんてそれこそ無理な話だろう。

　ならば、自分に出来るのは少しでも早く、ステラをこの状況から解放することだけ。

　そう悟って、一輝はステラのシャツのボタンに手をかけた。

　そして、首元から一つずつ、肌に触れすぎないようにボタンを外していく。

　じっとりと雨水を吸い込んだシャツは、ステラの丸く豊満な乳房の形がハッキリとわかるほどぴったり身体に貼り付いているため、ボタンをつまみ上げるのも一苦労だが、決して雑にならないように慎重に、丁寧ていねいに。ステラの胸元を解いていく。

　そして、ついに一番下のボタンを外し、一輝はシャツの襟元に手をかけ──

　それを左右に開いた。

　シャツは湿った抵抗を示しながらもステラの肩を滑り、ステラの肌を隠すヴェールが剝はがれる。

　彼女の呼吸と共に蠱惑こわく的に動く喉元が。

　レース地のブラジャーに押さえつけられ窮屈そうにしている大ぶりの乳房が。

　よく鍛えられ、しかし女性としての柔らかさを失わない白いお腹の上で、呼吸のたびにぱくぱくと物欲しげにうごめく小さな窄すぼまりが。

　雨水と熱病の脂汗あぶらあせでぬらぬらと輝くステラの身体のすべてがさらされる。

　その官能的な輝きは、


「…………っ」



　ジュッ、と一輝の脳の何かを焦こがした。

　喉が一瞬にしてひからびる感覚。

　一輝は今すぐ目の前の甘く香る柔肉やわじしにキスをして、舌を這はわせて、ときに優しく嚙みついて、その滴したたる水気で喉を潤したい衝動に駆られる。

　だが一輝はそのすべてを理性で押さえつける。

　大切なステラが苦しんでるときに、何を考えているんだと、内心でむくむくと起き上がる衝動を殴りつけ、自制を総動員する。

　そうでもしなければ、感情が爆発しそうだった。だというのに、


「あの、イッキ………………ブラを、はずして、ほしいの…………」



　下着姿のステラがとんでもないことを言ってきた。

「[image: え]……!?　あの、今、なんて？」


「息、すごく苦しいの……。ホックを外すだけでいいから…………」



　ぜぇぜぇと荒い吐息といきをこぼすたび、ステラの胸が大きく上下する。

　確かに、それを押さえつける形で存在するブラジャーは、今のステラには辛いものかもしれない。

　胸が大きい彼女にはなおのことだ。


　でも、だからって…………、



（僕が、外すのか……）

　正直戸惑いが強い。

　だが、ステラが苦しいと言う以上、嫌と言うわけにもいかない。

　やると言ったのは自分で、彼女はその自分の意図をくみ取ってくれたのだから。

「あ、ああ……うん。わかった。任せて」

　努めて平静を装いながら、一輝は頷く。

　ステラのブラジャーはフロントホック。

　肩紐ストラップがついている型なので、フロントホックを外したところでブラジャーが外れるなんてことはない。

（だったら、大丈夫。見えはしない。大丈夫。ギリギリ大丈夫──）

　一輝はそう暗示のように言い聞かせ、フロントホックに人差し指を差し入れ、

　ぷつん、とそれを外した。




　瞬間、押さえつける力から解放されたステラの乳房が文字通り跳ねた。




　下から持ち上げられるほどの質量を持つ二つの大きな房が、弾けるように、たぽん、と。


「～～～～～～ッッ！」



　それはちぎれかけた一輝の理性に致命の一撃を入れるには十分な誘惑。

　だが、それを見越して一輝は先に手を打った。

　フロントホックを外す瞬間、ステラに決して悟られないように口内で自分の舌を思いきり嚙んだのだ。

　その激痛が、邪よこしまな感情を消し飛ばし、ちぎれかけた理性をつなぎ止めることに成功する。

　そして、窮地を切り抜けた彼は、


（僕は一体何と戦ってるんだ…………）



　なんだかひどく情けない気分になった。

　女の子の裸に一々右往左往うおうさおうして、そしてそれを必死に押し殺し、見栄を張る自分が。

　もっと女遊びをしていれば、こんな場面でも凛りんと振る舞えたのだろうか。

（そんなこと言っても後の祭りなんだけど）

　まあしかし、男として最低限の務めは果たせたはずだ。

　内心でうろたえながらもちゃんと自制を働かせて、表情を変えずに、冷静に、ステラの服を脱がし終えた。

　ステラに与える羞恥は、きっと最小限のもので済んだはず。

「さ、さあ。早くこのタオルケットにくるまって。標高が高くて寒いからね」

　言って、一輝は小屋に備蓄されていたタオルケットをステラの肩にかける。

　すると、ステラが蚊かの鳴くような弱々しい声で彼に礼を述べた。

「ごめん、ね……。イッキ。迷惑かけて」

「風邪ばかりは仕方ないよ。特にステラにとって日本の夏は初めてだったわけだから」


「それも、だけど…………、その、さっきから、……つらそう、だから…………」



「え、なんのこと？」

　顔には出さなかったはずなのに、と焦る一輝。

　だがステラの目線は一輝の顔を見ていなかった。

　彼女が驚いてるというか、戸惑うような視線で見ているのはもっと下──

　ちょうど、一輝の腰のあたり。

　──ひどく、嫌な予感がする。





「だって……、そこ、すごいことになってるし…………」






　視線を追って自分の腰に目を落とした一輝は、自分の身体の一部が全然冷静じゃなくなってることに気づいた。


「…………oh」



　思わずため息がアメリカンになるくらい悪い意味で、ものすごいやる気だった。


（これはいかんですよ…………）



　とてもごまかしがきくようなレベルじゃない。

　というか下をこんな状態にしておきながら顔は無表情とかかなり恥ずかしい。死にたい。

「あ、あはは……、な、なんというかこれは男の生理現象で、その、理性ではいかんともしがたい部分がありまして、今ばかりは大目に見てもらえると当方としては大変助かるというか……」

　さすがにばつが悪くなり、視線をそらしながらもごもごと言い訳を始める一輝。

　だがそんな一輝に──


「んん…………あやまらないで……」



　ステラはやんわりと、汗だくの顔に微笑みを浮かべた。

「……たしかに、その……すごくはずかしいけど、でも……前にプールで言ったように、イッキだったら、いやじゃない、から……。むしろ、アタシでちゃんとドキドキしてくれるんだってわかって、うれしいし」


（う、ぁ…………）



　ぐらりと、目眩のあまり一輝はその場に突つっ伏ぷしそうになった。

　熱のせいだろうか。ステラの様子が普段と違う。

　力なくたれた眉と潤んだ瞳は、とてもしおらしく、儚はかなげに見える。

　そんな彼女にこんなカワイイことを言われては、たまらない。

　今すぐ抱きしめて、キスしたくなる。

　そして、そんなステラは上目使いに窺うような視線で、


「ねえ、イッキ…………」



　さらに、とんでもないことを言ってきた。




「アタシと、……したい？」





「………………………………え」



　一瞬、一輝は自分が今何を言われたのか、理解出来なかった。

　だがそれは不意打ちであったが故の一瞬の錯乱。

　彼はすぐに自分がどれほど致命的なことを尋ねられたかを理解して、

「えええええええええええええええええええ!?!?」

　驚きに絶叫した。

「い、いやちょっと、ステラ、自分が何言ってるかわかってる!?」

「うん。……わかってるわよ」

「うっ」

　まっすぐ緋色の瞳が一輝を映す。

　その瞳はやや熱で曇くもってはいるが、非常に真剣な眼差しだ。

　冗談でもなければ、熱に浮かされて心にもないことを口走っているわけでもない。

　ステラは真剣に、一輝に問いかけてきている。そのことに一輝も気づく。


「…………ごくっ」



　しかし、気づいたからといってどうすればいい？

　本音を口にしていいのか？

　この問いに対する答えを一輝はたった一つしか持たない。

　当然、したい。

　今日に限らず、普段キスするときや、手を握るとき。抱きしめ合うとき。

　いろんなシーンで一輝は自らのうちにその衝動を感じていた。

　あたりまえだ。一輝は男の子で、ステラは女の子なのだから。

　そこをごまかせるはずもないし、恋人を異性として求めるのは当然の心の成り行きだ。

　でも、それでもだ。それを言葉にすることには特別な意味がある。

　だって人間は言葉で意志を確認し合う生き物だ。

　確認し合った意志は二人の間で決定事項となる。

　もしここで一輝が素直な解答を返し、それにステラが応えたとすれば──


（……そんなの、口に出すだけで収まらないよ…………！）



　収められる自信がない。

　この場を収めたとしても、寮に帰った後、ステラの風邪が治った後、そのあたりになればとてもじゃないけど押さえはきかない。

　でも、それはダメなんだ。

　一輝は思う。それは手順として間違っていると。だから、

「ごめん……。その質問、今は答えられない」

　真剣な緋色の瞳をまっすぐ見つめ返して、そう解答した。

「ステラ。僕はさ、ステラのことを好きだって、誰に対しても胸を張って言いたいんだ。珠雫たちはもちろん、見ず知らずの人たちや……ステラのご両親にも。この感情は自分の中で、一番素敵な感情だと思うから。でも……今ステラとそういう関係になったら、きっとそれは、ステラのご両親に対しての後ろめたさになると思う。ご両親に対して、僕は胸を張れなくなると思う」

　ステラも一輝もお互いに成人している身だ。

　別に誰に憚はばかることもないと言えばない。

　だけど、それでも──こういう大事なことには手順があると一輝は思っている。

　ステラはステラの両親が大切に育ててきた宝物だ。

　それに手を出そうというのだから、最低限の挨拶あいさつくらいはしておかないと、それはあまりに人の道理を欠いたことだと思うのだ。

「だから、ごめん」

　ステラの問いには答えられないと、改めて一輝は詫わびた。

　正直に言えば、一輝は今の状況ですらあまり好意的には捉えていない。

　本当なら自分とステラの付き合いをすぐにでも公表したいと思っていた。

　そうすれば、誰の前でも胸を張ってステラを好きだと言えるから。

　でも、さすがにそれは出来ない。

　公表すればそれはスキャンダルだ。

　公人としてのステラに否いやが応おうでも負担がかかる。

　七星剣武祭という大切なイベントの時期に、それは避けたい。

　でも、だからこそ、その間は一線は守るべきだ。それが一輝の考えだった。

「古くて硬い考えかもしれないけど、こればかりは譲れないんだ。ヘタレと思われても仕方がないと思ってるけど……」

　そう釈明していると、

「そんなこと、ない」

　ふと、一輝の手にステラの指が絡められた。

　指を絡めたステラは、熱っぽい表情に確かな微笑みを浮かべて、

「イッキがそんなに、真剣に、考えてくれているのに、へんなこと言って、困らせて、ごめん」

　一輝に謝り返す。

　その表情が熱っぽく火照ほてっているのは、病気のせいだけじゃない。

『ステラのことを好きだって、誰に対しても胸を張って言いたいんだ』


（……アタシ、すっごい大事にされてたんだ…………）



　正直ステラは、一輝がここまで考えてくれているとは考えていなかった。

　ステラは目の前の一輝のことしか見ていなかったが、一輝はステラの背後にいる人々のことにも目をやって、将来的に自分たちがよりよい関係でいられるように考えを巡らしてくれていたのだ。

　それは──すごく嬉しいことだった。

　それだけ自分との関係を真剣に考え、大事にしようとしてくれているのだから。

（だというのに……アタシはなに!?）

　ちょっと服を脱がされて、気分がドキドキしたからって、節操せっそうがないにもほどがある。

　今だけじゃない。ここ最近ずっとだ。

　こんな乙女おとめ、ユニコーンにもクーリングオフされること請け合いだ。

（イッキのほうがずっと乙女じゃないのっ）

　それを自覚するとことさら先ほどの自分の軽率が恥ずかしくなってきた。

「……アタシ、やっぱり熱で、へんになってるみたい。すこし、休むわ」

　恥ずかしさを病気のせいにして、ステラはタオルケットに身をくるんで横になった。

「うん。火は僕が見ているから」

　一輝もそれ以上今の話題には触れない。

　女の子にあそこまで言わせた上で、保留したのだ。

　彼もステラに恥をかかせたと思っているんだろう。

　その気遣いがまた身にしみて、ステラは全身をかきむしりたくなる。

（だけど──）

　一輝が自分との関係を本当に真剣に考えてくれていることが嬉しい一方でステラは、

（やっぱり、ちゃんと言葉にしてほしかったなぁ）

　一輝の言葉のぼかし方をみれば、彼がぼかした答えがなんなのかは熱でやや呆ほうけているステラの頭でも想像がつく。

　どういう答えを『答えられない』のかは、前後の文脈をみれば容易にわかる。

　だけど、──それを想像したくない。

　一輝の口から、一輝の声で、ちゃんと聞きたい。

　どうしてもステラはそう思ってしまう。

　いつかは言ってくれる。そう信じているけど、それを急せかしてしまうのは間違っているんだろうか。

　わからない。ただ一つ、確実にわかったことは、


（……アタシって、えっちだわ…………）



　今少女はハッキリとそれを自覚したのだった。





◆◇◆◇◆






　少しばかりきわどい問答の後、タオルケットにくるまったステラはすぐに寝息を立て始めた。

　しかし、それもほんの三十分程度の時間だ。

　再び目を覚ましたとき、ステラの容態ようだいは驚くほどに安定した。

　滝のような汗は止まり、呼吸が落ち着いたからか口数も増え、今はもう身体を起こして一輝の隣に座っている。

　頰は相変わらず熱っぽく火照っているが、このぶんならば肺炎になるようなことはないだろう。

　一輝はステラの少し元気を取り戻した様子に安堵あんどする。

（この様子なら、少し話をするくらいはいいかもしれないな）

　一輝としてはもういっそ救援が来るまで寝ていたほうがいいと思うのだが、ステラはじっとしているのが苦手なのか暇なのか、それとも先ほどの会話の気恥ずかしさが今更ぶり返してきたのか、妙に多弁に学校で何があったかなどという四方山話よもやまばなしを語っている。

　それを聞いているのも楽しいものだが、一輝には今、一つステラに聞いておきたいことがあった。

　だから一輝はステラが話が出来る程度に元気になったことを確認して、一つ自分から話題をふる。

「ねえ、ステラ」

「ん、なに？」

「ステラのご両親ってどんな人なの？」

「どうして……、そんなことを？」

「いやほら、付き合ってること、いつかは公表するじゃないか？　それで公表したらやっぱり挨拶しないわけにはいかないだろうから。逢あう前にどんな人かくらいは知っておきたくって」

　ステラの両親に挨拶すること。それは避けては通れない。

　というか、真っ先に踏むべき段階だ。遅くとも、七星剣武祭が終わった後には。

　だが一輝としてもなんの情報もなくステラの両親と対峙たいじすることは避けたい。

　せめて、どういう人物か。その程度のことは知っておきたかった。

　だからステラに尋ねた、のだが──

「うぅ、そ、そうだった……。公表するってことはそういうことなのよね……、うぅ」

　その問いかけに、ステラは目に見えて顔を青くする。

　それは顔に『嫌』という文字が浮いて見えてきそうなほど露骨な拒絶の表情だ。

　あげく──

「ねえイッキ。提案なんだけど……結婚するギリギリまで隠しておかない？」

　さすがにこれには一輝も困惑を隠せなかった。

「いやさすがにそんなわけにはいかないでしょ……。世間に公表するのはそれでも良いかもしれないけど、最低限ステラのご両親には挨拶しておかないと……」

「そこはこう、娘からお父様への小粋こいきなドッキリ☆って方向でどうにか」

「それドッキリ☆なんていう可愛かわいらしいものじゃないよね。下手したら心臓とまるよねそれ」

　少なくとも一輝は自分が父親の立場で、ある日突然朝刊と一緒に娘の結婚式の招待状が届いたらコーヒー吹き出すくらいじゃ済まない自信がある。

「でもでもぉ……」

「えっと……そんなに僕とご両親を会わせたくないの？」

　核心に踏み込むと、ステラは唸りながら小さく頷いた。


「うぅ……お母様は普通の人なのよ？　でもお父様はその、だいぶ変わり者というか、アタシのこと溺愛できあいしてるから……、アタシがイッキと付き合ってるなんて聞いたら…………」



「付き合いに反対されるかもしれない？」

「ううん。反対はされないと思う」

「それなら別に大丈夫なんじゃ──」

「賛成反対以前に、挨拶に来た一輝がヴァーミリオンにいる間にすべてを闇に葬ほうむると思う」

　全然大丈夫じゃなかった。

「というか相手が本物の国王だからそれ洒落しゃれになってないんだけど……」

「だって洒落じゃないもん」

　一輝はひどい頭痛を感じたが、これは別にステラの風邪がうつったわけではないだろう。間違いなく。

　しかしステラとちゃんと愛し合うためには、この手順は必ず踏まなければならない。

　それは絶対だ。事ここに限っては逃亡は許されない。

　相手がどんな存在だろうと、一輝は向き合うしかないのだ。

　だから彼は精一杯、ヴァーミリオン国王を好意的に解釈する。

「……ま、まあそれだけ娘を大事に思ってるってことだよね？　いいお父さんじゃないか」

「子離れが出来てないのよ。アタシが留学するって決めたときも泣きながら反対してきたし」

「いや、そりゃ娘が『俺より強い奴に会いに行く』って言って留学しようとしたら誰だって止めるよ」

「あのときはお母様がお父様をなんやかんやで投獄とうごくしてくれたから助かったけど」

「なんやかんや!?　なんやかんやで国王が投獄されるってどういう状況!?　ていうか話聞く感じ全然普通の人じゃないんですけどステラのお母さん！」

「あ、そうだ。今回もお母様にお父様を投獄してもらえば……」

「いやいやいや！　いいよ！　普通に会うからっ！」

「え？　でも死ぬわよ？」

「うわものすごいあたりまえのように言われた!?」

　真顔で返された言葉に少しひるむ。

　だが、彼としてもステラと付き合う以上、覚悟したことだ。

「……ステラが心配してくれるのは嬉しいし、話聞いてる限りすごく大変そうだとは思ったけど、でもこればっかりは逃げるわけにはいかないよ。ちゃんとステラのお父さんに会って、認めてもらえるように頑張る。それは僕が男としてしなきゃいけないことだ」

　一輝の声音こわねには強い決意の色がある。決して揺るがない強い意志が。

　それを悟り、ステラは一つため息をついた。

「……わかったわ。じゃあ二人でヴァーミリオンに会いに行きましょう」

　それから、……幸せそうに表情をほころばせて、一輝の肩に頭を乗せて言う。

「アタシだって、自慢の恋人を紹介したいしね」

「ありがとう。ステラ」

　言ってステラの緋色の髪を撫でると、ステラは嬉しそうに眼を細め頰を一輝の肩にすりつける。

　だが、ふと彼女は何かを思い出したように唐突に、その表情を曇らせ、

「……ねえ、イッキ。今の話なんだけど」

　神妙な様子で一輝に問いかけた。

「アタシも、イッキのご両親に挨拶したほうがいいのかしら？」

　問いかけるステラの表情は気まずそうなものだ。

　当然だ。彼女は一輝の家族関係が珠雫を除いて上手くいっていないことを知っているから。

　そして事実、この問いかけに一輝の表情は曇った。

　彼にはわからなかったのだ。その必要があるのかどうかが。

　──果たして、自分は今でも彼らの子供なんだろうか。

　言いつけを破り、家から飛び出した自分を、彼らは──、いや、父はまだ家族と思ってくれているんだろうか、と。

　自らの父親の顔を思い出しながら一輝は考える。

　そして、しばし考えた後、

「そうだね。大切なことだと思うから、七星剣武祭が終わったら、一緒に一度黒鉄の家に来てくれるかな？」

　一輝はそう答えた。

　少なくとも一輝は、……父親を家族だと思ってる。

　一度として息子として扱われた気はしないが、それでも掛け替えのない『親』だ。

　心の中には、いつかわかりあえる日が来て欲しいと思っている自分がいる。

　だから、まだ家族として繫がっていると信じたのだ。

「……うん。わかったわ」

　一輝の答えに、ステラはただ頷く。

　──正直に言えば、このときステラはこの一輝の答えに危惧きぐを覚えた。

　ステラは一輝が黒鉄の家でどういう扱いを受けてきたか、それを黒乃くろのや珠雫、そして一輝本人から聞いて知っている。

『何も出来ないお前は、何もするな』

　それが、父親が実の子供にかける言葉だろうか。

　子供の可能性を勝手に見限り、それだけでは済まさずに押しつぶそうとする。

　その親子関係は、両親から愛されて育ったステラから見れば、ハッキリ言って異常だ。

　それはもう、親のすることではない。

　だから彼女は危惧するのだ。

『まだ家族として繫がっている』

　その状況の認識は──あまりに甘すぎるんじゃないか。

　そしてその甘い認識は、いつか……決定的に一輝の心を傷つけることになるんじゃないか、と。


（…………）



　だが、それを口にすることは出来ない。あたりまえだ。

　お前はもう父親に子供とも思われていない。

　そんな悲惨なこと言えるはずがない。

　だからステラも信じるしかなかった。

　一輝の淡い期待が、裏切られないことを。

　──そうして、二人の間に一時の沈黙が訪れたときだ。

「ん？」

　ふと、一輝とステラが二人して顔を上げる。

　彼らは気づいたのだ。

　僅わずかに……地面が揺れていることに。

「なにかしら？　地震？」

　だが地震とは少し感じが違う。

　なぜなら二人が感じた揺れは、『揺れている』というよりも『しびれている』という感じだったから。

　それも一度だけではない。

　一定の間隔で、ずしん、ずしん、と。

　そうまるで、なにか巨大な質量を持つものが地面に打ち付けられるような──

「……もしかしたら、巨人の足音じゃないかな、これ」

　一輝の脳裏に浮かぶのは、三十分前に見た光景。

　抉れた地面。根本から投げ出された木々。刻まれた巨大な足跡。

　あの巨大な足跡の主ならば、歩くたびにこのような地響きをさせてもおかしくはない。

　一輝はあまりＵＭＡなどは信じないクチだが、確かな痕跡が近くで見つかった以上、その可能性は高いように思えた。

　だから一輝は立ち上がる。

「ちょっと見てくる。それが今日僕たちがここに来た目的でもあるし」

「アタシも行くわ！」

　併あわせて立ち上がろうとしたステラ。だが、

「だーめ」

　つん、と一輝は彼女のおでこを人差し指でつく。

　それだけでステラはこてん、と尻餅しりもちをついた。

「な、なんでよ！　アタシも巨人、見てみたいのに……！」

「万が一本当に巨人がいたとして、もし凶暴な生き物だったら戦わないといけないかもしれない。だから風邪ひきさんは大人しくしてなさい」

「うぅ～」

　だだっ子のように頰を膨らませブーたれるステラだったが、しかし一輝に厳しい表情で言いつけられると渋々ながらも従った。

　一輝はステラを残し、山小屋の玄関に向かう。

　そして、薄い木戸に耳を当て、外の様子を窺う。

　ずしん、ずしん。

　音はかなり近い。足裏から伝う振動も、その震源がすぐ側にあることを伝える。


「…………来てくれ。《陰鉄いんてつ》」



　魔力を帯びた言葉を紡ぎ、一輝は己の右手に鴉からすのように黒一色の愛刀を顕現けんげんさせる。

　それから一つ、深く呼吸をして心身を落ち着かせると──

「っ！」

　ドアに体当たりするように勢いよく、外へ飛び出した。


　飛び出した一輝の目に映ったのは、────激しく降り続く雨と、無人の森。



　その光景は一輝がここにステラを担ぎ込んだときのままだ。

（どういうことだ？）

　音も、振動も、確かに存在した。

　だがそれを生み出したであろうはずの質量だけがどこにも存在しない。

　そして気がつけば、一輝が外に飛び出したのと同時に、音も振動もなくなっていた。

「……一体なんだったんだ？」

　まるで狐きつねにつままれたような気分で、一輝は踵きびすを返す。

　そこで、


「────え」






　山小屋の前に立つ、身の丈五メートルはあろうかという岩の巨人を見た。




　一輝はその巨大すぎる巨人の股またの下を抜けて外に出てきたのだ。


（ば、ばかな…………！）



　そのあまりに非現実的な光景に、一輝は思わず立ち尽くす。

　だが次の瞬間、彼はさらにとんでもない光景を目にする。

　あろうことか、その巨人が己の巨腕を山小屋目掛けて振り下ろしたのだ。

　そう、病気のステラがいる山小屋目掛けて！


「ス、ステラァァァアア──────ッッッ!!!!」



　瞬間、山小屋は未曾有みぞうの質量の前に、文字通り叩きつぶされた。





◆◇◆◇◆







「っ────！」



「きゃあ!?　な、なに!?　いったいなんなのッ!?」

　一輝の胸元で、彼に抱きかかえられたステラが悲鳴を上げる。

　間一髪だった。

　一輝は山小屋が潰つぶされる瞬間に、《一刀修羅いっとうしゅら》を発動させ、己の最高速でステラを圧壊あっかいから救い出したのだ。

「ステラ、大丈夫？」


「え、ええ。でもいったいなにが…………」



「見ての通りさ」

　言って一輝は岩の巨人へと目をやる。

「巨人は本当にいたんだよ」


「な…………っ」



　ステラもその視線を追いかけ、崩壊の元凶げんきょうを双眸そうぼうに収めると、

「なんか、おもってたのと違うっっ!!」

「そっち!?」

　だがステラの言うことはもっともだ。

　現れた巨人はイメージしていた『巨大な人間』ではない。

　大小様々な岩石を継ぎ合わせて作られた無骨な人型だった。

　その見てくれはそれが生き物なのかすら疑わせる。

　しかし、生き物だろうとそうでなかろうと、ただ一つわかっていることはある。

　それはこの岩の巨人が一輝たちに明確な敵意と害意を持っていること。

　事実、巨人は今一度一輝たちに追撃を加えるべく、その巨大な腕を一輝たち目掛けて振り下ろしてくる。

「くっ！」

　一輝はステラを抱えたまますぐさま横に跳び振り下ろしの一撃をかわす。

　跳び去った一輝の背後で地面がその規格外の重量の前に爆砕ばくさいした。

　あんなものもらえば伐刀者ブレイザーといえどひとたまりもない。

　ならば、──もらう前に倒してしまう他にない。

「ステラはここでじっとしていて。あまり身体を濡らさないようにね」

　一輝は抱えたステラを降ろして、《陰鉄》を手に岩の巨人と対峙する。

「戦うの？　大丈夫？　あまり刀は利きそうにないわよ？」

「大丈夫。こういう手合いを相手にするための技も一応持ってる」

　言うと、一輝は刀身に左手を添え、《陰鉄》を握る右手を思いきり引き絞る。

　露骨なまでの『突き』の体勢。

　しかし岩の巨人は意に介さず、──いや意志そのものがないように、機械的に自らの岩[image: 拳]がんけんを繰り出す。

　そんな緩慢かんまんで一本調子な攻撃が、《落第騎士ワーストワン》に通じるはずもない。

　一輝は岩の巨人に向かい、《一刀修羅》により強化された超人的脚力で飛翔突進。

　振り抜かれた岩[image: 拳]のギリギリ真横を交差し、

　──限界まで引き絞った右手で突きを繰り出した。

　大気の壁を裂いて鋼はがねの閃光せんこうが奔はしる。

　それはただの突きではない。

　腕力、脚力、突進力──、一輝の超人的な身体制御力ボディコントロールにより、すべての力のベクトルを切っ先の一点に集約し、自らの最高攻撃力をたたき出す技。

　それこそが《落第騎士ワーストワン》が持つ七つの秘剣の中でも最強の攻撃力を誇る『対物奥義たいぶつおうぎ』──





「第一秘剣、《犀撃さいげき》────ッ!!」






　飛翔突進した一輝は全く減速することなく、己おのが身体を弾丸として岩の巨人の胸を貫通した。

　その貫通の衝撃は巨人の全身を殴打し、胸に穿うがたれた巨大な孔あなから、岩を継ぎ合わせて作られた巨人がガラガラ音を立てて崩壊していく。

　継ぎ合わされていた岩がこぼれ落ち、人の形を失いただの岩石に戻っていく。

「よし！」

　だが着地した一輝が小さな安堵を浮かべた瞬間、


「え…………！」



　一輝は信じられないモノを見た。

　崩れ落ちた岩石がまるで磁石のように引きつけ合い、再び重なり合っていくのだ。

　砕いた巨人の残骸ざんがいが、再び人型を織りなす。

　それも今度は巨人ではない。

　何十もの、一輝の身長と同じほどの大きさの人型だ。

　そして一輝はその光景の中にさらなる異常を見つけた。

　磁石のように合わさりあう岩石と岩石の間に、糸のように細い魔力の気配を。

　そう。これは岩の怪物などではない。

　何者かが魔力の糸を用いて、岩を操っているのだ。

　すなわちそれは──

「伐刀絶技ノウブルアーツ……！　敵は伐刀者ブレイザーだ！　ステラ、周囲を警戒してッ！」

「イッキ！　後ろッ！」

「ッ！」

　ステラの叫びに反応して、一輝は背後から一輝に殴りかかってきていた岩人形の岩[image: 拳]を斬り払う。

　ガキン！　と硬い岩に刃を打ち付けた反動で腕がしびれる。

　一方岩人形は少し岩に亀裂が入っただけだ。


（やっぱり《犀撃》じゃないと対応出来ないか…………！）



　だが《犀撃》には致命的な欠点がある。

　それは突進技ゆえに『タメ』を作らなければならないこと。

　さすがに何十体もの岩人形に一斉に殴りかかられては、そんな『タメ』を作る暇はない。

「ぐあっ！」

「イッキッ！」

　避けきれずに、岩[image: 拳]を頭部に受け一輝の額から血の飛沫しぶきが舞う。

《天衣無縫てんいむほう》を纏まとい岩[image: 拳]を受け流すも、いかんせん数が多すぎる。

　いなしきれない攻撃も出てくる。

（まずいな……）

　必要に迫られたとはいえ《一刀修羅》を使うタイミングが早すぎた。

　残り時間三十秒弱。このままでは倒しきれない。


（どうすれば…………！）



　だが敵は一輝の思考がまとまるのを待ちはしない。

　一輝を囲み袋だたきにする一方で、あぶれた五体の岩人形がタオルケットを身体に巻いたステラ目掛け襲いかかったのだ。

「ステラっ！」

　岩人形の間からその光景を目にした一輝は叫ぶ。

　だが叫ぶだけで何も出来ない。

　この囲みはすぐには破れない。

　ステラは衰弱している。今敵に襲われては非常に危険──




「せいやッ!!!!」




　と思った一輝の目の前で、ステラは躍りかかってきた五体の岩人形を、《妃竜の罪剣レーヴァテイン》一振りですべて木こっ端ぱ微塵みじんに粉砕ふんさいした。

　しかも自らに迫った危機だけでなく、一輝を囲む岩人形をも剛剣ごうけんで吹っ飛ばし、撃砕げきさいし、その囲みを容易たやすく打ち破り一輝のもとへ駆けつけた。

「……あれ、なんか僕の知ってる病人と違う」

「うん。アタシもちょっとびっくりしてるわ。やっぱりアタシって滅茶苦茶強いわね」

　自分で言うか、と思うがこれには一輝もさすがにびっくりしたので頷くしかない。

「少し休憩したおかげでだいぶ身体が動くようになってきたわ。アタシも一緒に戦う。コイツら相手ならアタシのほうが相性いいでしょ」

　確かに。

　ステラの超人的な膂力りょりょくならば斬れなくとも、その力だけで岩人形を粉砕出来る。

　正直、どれだけ強かろうと病人であることには変わりないので無理はさせたくないが、このまま一輝一人で戦っても埒らちがあきそうにない。ここは手伝ってもらったほうが──、と思った瞬間、




「いやいや。病人は無理しちゃだめだぜ。ステラちゃん♪」




　ふと、戦場に場違いなほど軽薄な声が響く。

　その声の主は以前と同じように唐突に、なんの前触れもなく、一輝たちの目の前に現れた。

「御祓副会長……！」





◆◇◆◇◆






「やあ二人とも。助けに来たよ。後輩クン」

「ずいぶん早いですね。到着にはあと三十分はかかると聞いていましたが」

「あはは☆　まあね。ボクは不可能を可能にする男だからね。なんてことないぜ♪」

　などとキメ顔で言う泡沫。

　その泡沫の背後から──

『ゴォォォ！』

　それは動くモノすべてを標的としているのか。

　岩人形はまるで鞴ふいごのような声と共に、岩の剛[image: 拳]を泡沫の背後から振り下ろす。

　狙いは脳天。

　硬質の[image: 拳]こぶしは《天衣無縫》を纏った一輝だからこそ打撲程度で済んだもの。

　直撃すれば人間の柔らかい頭蓋ずがいなど、一撃で粉砕するだろう。

「御祓さん、後ろッ！」

　その危機感に一輝が叫ぶ。

　だが泡沫は顔に笑みを貼り付けたまま、後ろを振り返るどころか身じろぎ一つせずに、




　──岩の剛[image: 拳]が、泡沫の首から上を消し飛ばした。




「ッ!?」

「ひっ……！」

　その光景に、一輝とステラは目を見開き絶句する。

　岩[image: 拳]はその強度にものを言わせ、泡沫の頭蓋をまるでトマトのように粉砕。

　頭部を失った泡沫の小さな身体はそのままスコールでぬかるんだ泥の中に投げ出され、ピクリとも動かない。

　それは誰の目から見ても決定的な絶命──




「残念だったな。トリックだよ」




　瞬間、たった今死んだはずの泡沫が、彼を殺したはずの岩人形の肩の上に肩車の形で座っていた。

「あは☆　一度言ってみたかったんだよね。コレ」


「…………は？　え、えええ!?」



　ケラケラ何事もなかったかのように笑う泡沫。

　その光景に、ステラが混乱の声を上げる。

　そして声こそ上げなかったが、混乱しているのは一輝も同じだった。

　確かに今、彼は目の前で泡沫の頭蓋が粉砕される光景を見た。

　飛び散る桃色の脳漿のうしょう。僅かに混ざる白い骨片。

　グロテスクな映像は未だ目蓋まぶたの裏に焼き付いている。

　アレは間違いなく現実にあったことだ。

　だというのに、なかったことになった。

　因果がねじ曲がった。

　……こんな非現実的な事象を引き起こせる力はただ一つ。

「伐刀絶技ノウブルアーツ──。それも因果干渉いんがかんしょう系の能力ですか」

「ご名答」

　一輝の言葉を、泡沫は頷きをもって肯定した。

　伐刀者ブレイザーの能力にはいくつか系統が存在する。

　一輝の《一刀修羅》のような身体強化系能力。

　ステラの《妃竜の吐息ドラゴンブレス》のような自然干渉系能力。

　そして綾辻あやつじ絢瀬あやせの『傷を開く』ような概念干渉系能力。

　その数ある伐刀者ブレイザーの異能の中でも最も稀少きしょうであり、最強と言われる系統。

　それが因果干渉系能力だ。

「ボクの伐刀絶技ノウブルアーツ《絶対的不確定ブラックボックス》は事象の結果を操る能力だ。ボクに対する攻撃はすべて『失敗』する。そういうふうになっている」

　その言葉に、一輝はある光景を思い返す。

《観測不能フィフティ／フィフティ》と初めて顔を合わせた、あのレストランの記憶だ。

　彼はあのとき、触れるだけで一輝の負傷を消し去った。

　あのときはそのあまりの手際にどんな力なのかすら理解出来なかったが、

（僕は負傷しなかった。そういうふうに因果を書き換えたのか）

　それを理解し、一輝は戦慄せんりつを覚える。

　様々な異能を見てきた一輝だが、この《観測不能フィフティ／フィフティ》の異能ほど異形いぎょうな存在は記憶になかったからだ。

（これが数ある伐刀絶技ノウブルアーツの中でも最強と称される異能か）

　どう対峙すればいいのか想像もつかない。

　だが、今この瞬間に限っては、その規格外の強さはありがたい。

　それほどの理不尽な力ならば、この窮地きゅうちを脱することも容易たやすいだろう。

　そう一輝もステラも考えたのだが、

「そんな力があるなら楽勝ね！　センパイも手伝って。この化け物を一気に片付けるわよ！」

「あ、それ無理」

　キッパリと、泡沫はステラの提案を突っぱねた。

「え？　な、なんでよ!?」

「だってボクの《絶対的不確定ブラックボックス》はあくまでも元々存在する結果を操る能力、つまり１％でも可能なことであれば必ず成功させられる異能なんだ。逆に言えば存在しない結果つまり、ボクという人間個人の力ではどうしようもない事象に対しては効果がない。１％を１００％にすることは出来ても、０％を１％にすることは出来ない。ていうか君らはさっきからあたりまえみたいに岩を剣でぶっ壊してるけど、そんなバトル漫画みたいな非常識なこと人間に出来るわけないでしょ。特にボクみたいな可愛らしくてか弱い男の子には無理無理」

「そういう弱点があるんですか」

「そりゃね。なんでもかんでも操れるならボクだって代表戦に出てるよ。でも《絶対的不確定ブラックボックス》が操作出来る『結果』は、あくまで可能性として存在するモノに限る。つまり端的に言ってしまえば、勝てない相手には絶対に勝てない能力ってわけ」

　そして泡沫の他人よりもずっと非力な身体は、その『不可能』の範囲をことさら広くしている。その自覚があるからこそ、泡沫も七星剣武祭選抜戦には出てこなかったのだ。

　しかし、そうすると、

「じゃあアンタ何しに来たのよ！」

　当然その疑問が出る。

　戦力にならない人間が増えても迷惑なだけだ。

　そのステラの当然の疑問に対し、泡沫は含みのある笑みで返す。

「もちろん助けに来たのさ。でも今言ったように戦いはボクの領分じゃない。ボクの役目はあくまでも、１００％有事に間に合うように彼女をナビゲートすることだ」

　言うと泡沫はぴょんと岩人形から飛び降り、

「──というわけだ。あとは任せるよ。刀華」

　山の傾斜を仰ぎ見る。

　その目線の先。なだらかな坂の上。

　山小屋を建てるために僅かに拓ひらかれた場所と山林の境界に、




「うん。案内ありがとう。うたくん」




　眼鏡めがねをかけた栗色の髪の少女が、帯電し黄金色に輝く刀を手に立っていた。

「東堂さん……」

「間一髪とはいかなかったようですけど、お二人とも無事でよかった」

　刀華は一輝とステラの姿を見て、僅かに目を潤ませながらほぅっと安堵をこぼす。

　そして、改めて表情を引き締めると、

「お二人は休んでいてください。ここは私が引き受けます」

　その身を低く前傾し、一輝たちを取り囲む岩人形に向かって突撃の構えを取る。

　だが、そんな刀華に向かってステラが制止の声を上げる。

「待ってトーカさん！　コイツらに剣は利かないわ！　こんな訳のわからない相手に一人で戦うなんて無茶よ！　アタシも──」

　戦う。そう言おうとしたステラだったが、

「大丈夫。彼らの弱点はわかってますから」


「え…………！」



　刀華は言う。

「無機物を魔力の糸で操り敵に嗾けしかける。これは数ある固有霊装デバイスの型の中で、『鋼線使い』が好んで用いる戦闘方法の一つです。そしてその戦闘方法には一つの鉄則セオリーがあります。同時に複数の人形を操る場合は、そのすべてを自分自身がダイレクトに操作するのではなく、他の人形を操るための人形、すなわち中継地点ハブを設け、それを介して操作することです。この戦闘方法の最大のメリットは『術者』が姿を隠しながら、自分は傷つかず一方的に敵を攻撃出来ることにあるわけですから、索敵さくてきされることは一番避けなければなりません。なら、自分の元に繫がっている糸は限りなく少ないほうがいい。でも……それは逆を言えば、そのハブさえ壊してしまえば『鋼線使い』は人形を操れなくなるということ」

　それは、隠れる場所がないリングの上では使えない戦法。

　すなわち、学生騎士には馴染なじみのない戦い方だ。

　だが、刀華には学生騎士でありながら、貴徳原と共に特別招集という形で何度も現場に出て、実際にテロリストなどと相対した現場経験がある。

　故に、一輝たちが知らないスタイルについても熟知している。

　その知識。そして観察眼は──

「見つけた」

　蠢うごめく何十という岩人形の中から、すべての人形と連動して動くたった一体を瞬時に暴き出した。

　瞬間、刀華の姿が消える。

　否、消えた、そう見えるほどに疾はやく、鋭く、敵陣──見つけ出したハブの元へ飛び込んだのだ。

《疾風迅雷しっぷうじんらい》。

　雷の力で筋肉を刺激し、その性能を限界まで引き上げる刀華の伐刀絶技ノウブルアーツだ。

　その速度、まさしく電光石火でんこうせっか。

　岩人形たちは突然の事態に何も反応出来ない。

　ただ、まさしく木偶でくとして突っ立っているだけで──


「────《雷切》！」



　刹那せつなの中で、すべてが決した。

　閃光の速度で抜き放たれるプラズマの刃が、一刀にてハブを両断。

　次いで起こる大気の爆砕が、その場にいたすべての岩人形を殴りつけ粉砕し、

　雨雲すら弾き飛ばすのではないかと思えるほどの爆風が過ぎた後には、敵はただの一体も残っていなかった。





◆◇◆◇◆






　再び人形が作られる気配はない。

　姿見えぬ敵は、ハブを破壊されたことで手を引いたのだ。


「すごい…………」



　ぽつりとステラが刀華の手際に感嘆の声をこぼす。

「見てすぐに相手の弱点に気づくこともすごいけど、それ以上にトーカさんは『異能』と『剣術』のバランスがとてもいいわね」

「そうだね」

　一輝も同意見だった。

　そして、それこそが《雷切》東堂刀華の強さの理由だろうと彼は確信する。

　刀華は能力応用の幅が広い。

　雷という攻撃力の高い能力を、ただ攻撃のためだけに用いるに止めず、雷を用いた身体能力強化から、心理学まがいの観察眼まで使いこなす。それ故に『剣術』が生きる。『異能』と『剣術』のどちらもが、非常に高い次元でうまい具合にかみ合って、互いを高め合っている。そのバランスの良さにおいては、極端な『剣術より』である一輝はもちろん、一輝の見立てではステラよりも刀華は格上だ。

　ステラ自身もそのあたりの自分にはない刀華の力を感じ取ったのだろう。

「正直、かなり勉強になるわ」

　彼女にしては珍しく、そんな殊勝しゅしょうなことを呟く。

　だがその表情はやや強ばっていた。

　──一輝には、その理由がわかる。彼女は気づいたのだ。

　現時点では、《紅蓮の皇女》は《雷切》に及んでいないという事実に。

　ＡランクとＢランク。その評定の通り、ポテンシャルは間違いなくステラのほうが上だ。あと一年すればステラは確実に《雷切》を抜き去るだろう。

　だが、少なくとも今この時点で二人が戦えば……勝つのは十中八九刀華だ。

　ステラ自身、そのことに気づき、だからこそ表情を強ばらせたのだろう。

　そして、そんなステラに、

「ステラさんっ」

　人形を片付けた刀華が走り寄ってくる。

「た、倒れたって聞いたけど、身体は大丈夫ですか!?」

　まるでくってかかるように問う刀華の表情は、先ほど人形を蹴散らしたときの凛々りりしいものとは別人だ。

　病人のステラよりも青ざめていて、彼女がどれだけ倒れたステラを心配していたかがひしひしと伝わってくる。

「え、あ、うん。少し休んだらだいぶ楽になったわ」

　だからステラも刀華を安心させようと笑顔で答える。が──

　こつん。

　と、刀華はステラの額に自分の額を押しつけて、それが噓うそだとすぐに見抜く。

「すごい熱じゃないですか！　こんなのちっとも大丈夫じゃありませんっ！　それなのにこんなに身体を濡らして……、風邪が悪化したらどうするんですかっ」

「仕方ないでしょう。襲われて山小屋が壊されたんだから」

　答え、ステラはぺしゃんこになった山小屋の残骸を指でさす。

　それを見た刀華は困ったように表情を曇らせる。

「うたくん。この近くに他の緊急時避難用の山小屋はありますか？」

「ないね。でもたしかここから少し北に向かったところに鍾乳洞しょうにゅうどうがあったはずだ」

「ならひとまずそこに避難しましょう。病人を雨ざらしにしてるわけにはいきませんし、黒鉄くんの手当もしないと」

　言うや、刀華はひょいとステラの身体を抱きかかえた。

「さあステラさんいきますよ」

「わわっ！　ちょ、だっこは、だっこはやめてっ！　恥ずかしいわよ！」

「ダメです。病人は大人しくしてなさい」

　まるで母親が子供を諭さとすように優しく、しかし有無を言わさぬプレッシャーを含んだ言葉でステラを黙らせて、刀華はステラを抱きかかえて運んでいく。

　その背中を見て、ぽつりと泡沫が一輝にだけ聞こえる声音こわねで呟つぶやいた。

「刀華の両親は二人とも病気で亡くなったんだよ。だから昔から体調管理に人一倍うるさくってね。ああなった刀華には逆らわないほうがいい。あまりだだをこねるとお尻ペンペンされちゃうからね」

「御祓副会長もされたことがあるんですか」

「手首のスナップすげえの。あれ一種の天才よ」

　どうもあるらしい。

　生徒会室でもやりとりで感じた、お母さんと手のかかる子供という図式は昔から変わらないようだ。

「さて後輩クンは一人で歩けるかい？　無理そうなら肩を貸すけど？」

　泡沫が一輝の《一刀修羅》使用後の極度の疲労を気遣って提案する。

　だが、一輝は静かに首を横に振った。

「いえ、大丈夫です。歩くくらいは」

「なら結構。ついてきてくれ」

　こうして合流した一行は、ひとまず雨をしのぐため近くの鍾乳洞へと避難したのだった。





※　※　※






「フフフ。ちょっと新しいハブの試運転をかねてちょっかいをかけるだけのつもりだったのですが、とんでもないしっぺ返しを喰らってしまいましたよ。やれやれ」

　日本某所。

　まだ昼だというのに闇がふきだまったように暗い室内。

　そこで、長身の男がソファーに深々と腰を沈めながら、半笑いでため息を漏らす。

「いやはや、さすがは音に聞こえた《雷切》。木偶では話になりませんねぇ」

「ひどい臭においだな。腕を焼かれたか」

　その長身の男の後ろに立ち、彼を蔑さげすむような目で見下ろす影が問いかける。

「もうコンガリと」

　長身の男は問いかけに、自らの左腕を見せる。

　岩人形たちを操っていた男の左腕は、糸を伝って流れてきた《雷切》の高圧電流によって焼き焦がされ、肉が焦げ落ちていた。

　その損壊の度合いは激しく、カプセルをもってしても完全な治癒は見込めないだろう。

　だというのに、長身は苦鳴を上げるどころか、喜びさえ感じさせる声音で歌うように刀華を賞賛する。

「おかげでもう左手は使い物になりませんねぇ」

「《前夜祭》前にいらんことをするからだ。愚か者が」

「返す言葉もないですねぇ。フフフ」

「俺はただの学生ゲストだから《軍》の思惑おもわくなど知ったことではないが、お前は《軍》側の人間だろう。作戦前から軽率なことは控えたほうがいいんじゃないのか？」

「まあそうなんですけど、いかんせん待つだけというのも楽しくありませんからねぇ。楽しくない。これは良くないことです。ボクは楽しくないことが大嫌いなんですよ。だってボクは《道化師ピエロ》なんですから。いつでも笑っていないといけない。善行も悪徳もスマイルで楽しんでこその《道化師ピエロ》でしょう？」

「お前の言葉は相変わらず理解に苦しむ」

「フフフ。結構。心の内を読まれる《道化師ピエロ》なんて興ざめもいいところですから」

　軽薄さを隠そうともしない声で答え、長身は右手の指を『クイッ』と軽く動かす。

　すると焼け焦げた左腕がその根本から、鋭い刃物で切断されたように、綺麗に落ちた。

　根本まで火傷やけどを負っているためか、出血はない。

「あ。これいる？　ウェルダンですが」

「いらん。あの『ネコ』にでも食わせておけ」

「フフフ。ちゃんと『スフィンクス』って呼ばないと彼女、また泣いちゃいますよ」

「接着剤で羽を付けたところでネコはネコだ」

　素気そっけなく答える背後の影に、長身は内心でため息をつく。

　まったく若いのに夢がないなぁ。

「あぁ、そういえば現場に君がご執心しゅうしんなあの《紅蓮の皇女》もいましたよ。どうにも顔色がよくありませんでしたが、風邪でもお召めしになったのですかねぇ？」

「そんなこと俺が知るわけもなかろう」

「おや心配ではないのですか？　君は彼女に会うためにここに来たと聞いていますが」

「然しかり。俺が貴様らの戯ざれ事ごとに付き合っているのはそれが理由だ。しかし体調を崩して大会に来られなくなるようなら、所詮《紅蓮の皇女》もその程度の女というだけの話だ」

　ハッキリと闇に良く通る声で答える男の言葉に噓はない。

　それを感じ取って、長身はことさら自分とこの蔑む影との相性の悪さを感じた。

　まったくもって、からかいがいのない男だ。

「やれやれ冷たいですねぇ。今日日きょうび男はマメなくらいでないと女性は振り向いてくれませんよ？」

「戯言ざれごとは鏡にでも言っていろ、道化」

　相性の悪さを感じたのは影の男もまた同じか。

　彼は吐き捨てるように言って、その場を後にする。

　闇に溶けるその背中を見つめ、長身は再びのため息を漏らし、──言った。

「ほんと可愛くないですねぇ。すこしは弟くんの純朴さを見習ってほしいものです」





◆◇◆◇◆






　あの後、雨は思いの外ほか長く降り続いた。

　時間にして三時間ほど。

　その影響で、結局一輝たちが下山出来たのはもう日が沈み始めてからだった。

　先ほどまであれだけ激しく雨を降らしていた雨雲はいつの間にかどこかへ消え去って、空は雲一つなく澄み渡り、景色は綺麗な茜あかね色に染まっている。

　まったく最近の日本の気候は本当にどうかしている。

　誰もがそう思いながら、合宿場までの帰路を進む。

　その道中で、一輝に背負われているステラが今更ながら刀華に尋ねた。

「ねえトーカさん。さっきの岩人形を操っていた奴、ほったらかしにしてていいの？」

　結局、あの後一行は雨から逃れるためにずっと鍾乳洞の入り口に籠こもっていたので、あの岩人形を操作して一輝たちを襲ってきた見えざる敵の正体はわからないままだ。

　ステラはそれが気に入らないらしい。

　まあその気持ちはその場にいる全員が共有しているものだ。

　巨人問題の根幹を残したままの帰路なのだから、やり残しがある感はぬぐえない。

　しかし──

「……まあ捕まえられるなら私もそうしたいところなんですけど、それは少し無理そうなので」

「なんで？」

「ハブを壊したとき、《雷切》の雷撃を糸に通して術者までの距離を測ってみたんですけど、捕まえに行くには遠すぎでした」

「それって大体どれくらいなの？」

「少なく見積もっても百キロメートル」

「ぶ、げほっ！　けほっ！」

　合宿場どころか東京都内にいるかすら怪しい距離に、ステラは思わず咽むせる。

　確かにそれでは捕まえに行けない。

「はぁ。そりゃたまげたね。鋼線使いってのはそんな遠くから人形を操れるもんなのかい？」

「ううん。普通は無理だよ。特別招集のとき一緒にチームを組んだ魔導騎士にＢランクの鋼線使いがいたけど、その人でも人形を自在に操れる距離は五百メートルくらいだったもの」

　それは一つの事実を示す。

　つまりあのとき、あの糸の向こう側にいたのは、普通じゃない存在だということ。

　そのことに言及し、刀華は僅わずかに表情を強こわばらせた。

「だから……直接対決にならずに救われたのは私のほうかもしれないね」

「そういうことなら、深追いしないほうが賢明ですね」

　そんな未知の使い手相手に無策むさくに突っ込むのは危険すぎる。

　刀華の話を聞き、一輝は彼女の判断に理解を示した。

　しかしそれでもステラは性格的に敵を放置しておくことに不満があるようで、喉を唸らせる。

「でも何もかもがわからずじまいなんて、なんだか釈然としないわ」

「貴徳原さんを通して理事長には報告しておきましたので、必要と判断すればあとは理事長が手を打つと思います。それに一応それなりの手傷は負わせられたと思うので、ここには二度と近づかないでしょう」

（今さらっとすごいこと言ったな、東堂さん）

　百キロメートル先の人形を操れる鋼線使いもすごいものだが、百キロメートル以上先の敵に雷撃をぶち込む刀華もやはり普通じゃない。

　その後も一行は他愛たわいない会話を交わしながら夕暮れの帰路を進む。

　道中は雨でぬかるんでいたが、そこは破軍でも有数の学生騎士たち。

　誰も足を取られるようなヘマはしない。

　一輝も鍾乳洞で十分な睡眠を取ったので、《一刀修羅》の疲労を引きずることもなく、その足取りはステラを背負いながらも軽やかだ。

　故に行軍は想定していた以上に順調に進み、一輝たちは日が暮れきる前に宿舎などの建物がある麓まで帰ってくることが出来た。

「あ！　やっほー、みんな！　おっかえりー！」

　彼らの帰りを施設の外で待っていた恋々と砕城の二人が出迎える。

「ステラちゃん、なんか倒れたんだって？　大変だったねー」

「迷惑かけてごめんなさいね。風邪なんて初めてだったから、自分が風邪だってよくわからなくって」

「普通しんどくて動けなくなるもんだけど、ステラちゃんめっちゃ元気だったもんねぇ。バドミントンの羽で地面抉えぐってたし。体力が無駄にあるってのも考え物だねー」

「……なんか馬鹿にされてる気がするわね」


（…………やっぱり僕の知ってる病人と違う）



　なんでこの子はバドミントンの羽でテニヌをやっているんだろう。

　なんかもうステラは病気してても普通に選抜戦を勝ち抜ける気がした。

「貴殿きでんも相方が倒れた上に巨人にまで襲われて、ずいぶんとさんざんな目にあったようだな」

　ふと、一輝は砕城に同情の言葉をかけられる。

「ははは……、まあ運が悪いのは慣れてるからいいけどね」

「負傷したと聞いたが、大事ないか？」

「すこしこぶになってる程度だから、うん。大丈夫」

「そうか」

　頷くと、砕城はポケットから小瓶を取り出して一輝に手渡した。

「これは？」

「其それがしの実家は薬師くすしの家系でな。これは秘伝の塗り薬だ。打ち身に良く効くから塗っておくといい」

「そうなんだ。うん、ありがとう。後で使わせてもらうよ」

　一輝は砕城の親切に笑顔で礼の言葉を述べる。その背後から泡沫たちの、

「ホモォ」

「アタシが生徒会室でパンツ一丁でも襲ってこなかったのは伏線だったのかー！」

「なななにをお馬鹿なことを言ってるんですか二人とも！　あれは友情ですよ！　たぶん、きっと！」

「なんでトーカさんも後半不安そうなのよ……」

　なんだか打ち身以上に頭が痛くなる会話が聞こえた。

「ウチの連中が騒がしくてすまんな。まあいつものことだから気にしないでくれ」

「ははは」

（砕城さんメンタル強ッ）

　この人も苦労人なのかもしれない。

「はー、にしても今日は歩きっぱなしでつかれちゃったよ。お腹もペコちゃんだし。ねえねえ刀華、帰る前にみんなでバーベキューでもしよーよ」

「あ、いいわねそれ！　アタシ昼あんまり食べられなかったから、お肉食べたい」

「アタシもさんせーい！」

　泡沫の提案にステラと恋々の二人が乗っかる。

　だが刀華は首を縦には振らない。

「だめです。ステラさんは病人なんですよ。お医者さんに行くのが先です」


「「「えーーーーっ」」」



「なんかもうステラちゃん全然ぴんぴんしてるし大丈夫でしょー」

「うん。アタシ、大丈夫」

「ほら大丈夫って言ってるよ。ここは先輩として、生徒会長として、後輩の自主性を尊重すべきなのではないでしょうか！」

「屁理屈へりくつこねてもダメなモノはダメです。風邪を甘く見たら怖いんですからね。それにステラさんは大切な時期なんですから、万一のことがあっては大変です」


「うぅ…………」



　きゅぅぅぅ。と一輝の背中でステラのお腹が悲鳴を上げる。

　どうやら本当に食欲が戻っているらしい。

　それに肌から感じる熱も、山小屋にいたときとは比べものにならないくらい落ち着いている。

　もしかしたらもう殆ど風邪は完治しているのかもしれない。

　ものすごい人間離れした快復力だが、ステラならあり得ない話じゃない。

「……東堂さん。確かに病院には行くべきだけど、空腹を感じてるときにものを食べないのは、それはそれで身体に悪いですよ。身体が病気に対抗するためのエネルギーを欲しているわけだから」


「イッキ…………！」



「おっ！　そうだよそうだよ！　いまクロガネ君がいいこと言った！」


「む、それもそうですね……。……病み上がりにお肉というチョイスは正直どうかと思いますが…………わかりました。じゃあステラさんを病院につれていって、お薬をもらってから、その後でみんなで食べ放題の焼き肉にでも行きましょう。今からご飯を食べていては診療時間に間に合いませんし」



「ありがとう刀華！　やっほー！　肉だー！」

「御祓先輩！　叙○苑いこー！」

「よっしゃ予約は任せろー！」

「やめて！　食べ放題って言ってるでしょー！」

（相変わらず人数集まると賑やかだなーこの人たち）

　だがふと、一輝は一人頭数が足りないことに気づく。

「そういえば貴徳原さんは？」

「カナタ先輩ならなんかお客さんが来たから応対しに行ってるよ？」

「む、そういえばそのことを伝え忘れていたな。黒鉄。実は先ほど、お前を訪ねてきた人がいたのだ」

「僕を？」

「ああ、学校に行ったらこっちにいると聞いてきたらしくてな」

　誰だろうか、と一輝は首をかしげる。

　わざわざ奥多摩まで自分を追いかけてくる。

　正直、彼にはそこまでして自分に会おうとする知り合いに心当たりがない。

「砕城さん。その人の名前は？」


「たしか────」



　砕城はしばし考えた後、思い出したように、




「ああ、そうだ。『赤座』と名乗っていたな」





「──────────」



　告げられた名に、一輝の表情が強ばる。

　そして、それと同時に──

「おーいたいた。よぉ～やく会えました」

　ねっとりとした男の声が一輝にかかる。

　視線を向けるとそこには応対をしていたであろう貴徳原カナタに連れられて、

「ご無沙汰してますねぇ～。一輝クン。んっふっふ」

　赤いスーツを身に纏った肥満体型の中年が、恵比寿にも似た顔に笑みを浮かべていた。

　一輝は知っている。

　何度か、実家にいた頃に会ったことがある。


「イッキ。誰なのこのおじさん…………」



　おそらく、背中越しにただならない何かを感じ取ったのだろう。

　ステラがおそるおそるといった様子で一輝に尋ねる。

　対し一輝はステラを背中から降ろしてから、答える。

「この人は……赤座守さん。黒鉄家の分家の当主さんだよ」

「ッ──！」

　それだけでこの人物がどういう存在か、事情を知るステラには伝わった。

　ざわりと、威嚇いかくする猫のようにステラは総毛立たせて険しい表情を来訪者に向ける。

　その空気がひりつくほどの剣吞けんのんさに、赤座を案内してきたカナタは戸惑いを浮かべる。

「あの、どうかされましたか？」

　だが、一方で敵意を向けられている赤座本人は、

「んっふっふ。そんな怖い顔をしないでくださいよぉ。私だって嫌なんですよぉ？　貴方みたいな出来損ないのために奥多摩くんだりまで足を運ぶなんてねぇ？」

　まるで臆おくした様子もなく、その無駄にありがたい顔に笑みを貼り付けて、攻撃的な言葉をはき出す。

　その露骨な侮蔑ぶべつの言葉に、その場にいた事情を知らない生徒会の者たちも、この来訪者が一輝に明確な敵意を向けていることを感じ取った。

　この者は一輝の敵だ。

　ならば、仲間想いの刀華としては放っておくわけにはいかない。

「貴方、なんなんですか!?　そんな言い方、失礼なんじゃないですか!?」

　彼女はすぐに失礼な来訪者に威嚇の視線を向ける。しかし──

「これはこれは噂に名高い《雷切》さん。こんにちわ。あーもう時間的にはこんばんわかなぁ？　話は聞きましたよぉ。一輝クンを助けに行ってくれていたらしいですねぇ。いやぁ与えられた任務一つまともにこなせない役立たずでもうしわけありません。一族を代表して謝罪いたします。このとーり」

「だ、だれもそんなことして欲しいなんて──、」

「本当にもうしわけありませんでしたぁ」

　赤座は刀華と話しているようにみえて、まるで刀華の言葉なんて聞いていない。

　一方的に一輝をおとしめる主張を繰り返すだけだ。

　そのあまりに露骨な害意に、刀華は困惑し言葉を失う。

　他の生徒会役員たちも同様だ。

　そうしてしばしの沈黙が訪れたところですかさず赤座は顔を上げ、

「まあひとまずそのことは置いといて、さっさと本題に入らせてください。山奥は蚊が多くてかないませんからねぇ。んっふっふ。今日私がここに来たのはですねぇ、『騎士連盟日本支部の倫理委員長』として一輝クンにとーっても大事なお話があるからなんですぅ」

　話を切り出してきた。

　表情では笑ってこそいるが、細められた目蓋の奥にある光はあまりにどす黒く、彼の要件がろくでもないことなのは聞くまでもなくわかる。

　だが、聞かないことには話は進まない。だから一輝は促した。

「今更僕にどんな話があるんでしょうか」

「んっふっふ。まあ話すよりもコレを見てもらった方が早いでしょう。どーぞどーぞ。今日の夕刊ですぅ」

　手渡されたのは複数の新聞記事。

　一体ここに何が書かれていて、どう自分と関係があるというのか。

　妙な胸騒ぎを覚えながら一輝がその内の一つをひらくと──




　そこに、木々を背景に口づけを交わしている一輝とステラの写真が一面に掲載されていた。
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　驚きのあまり、ステラは目を丸くしてその写真に釘付けになった。


「イッキ、こ、これって…………！」



　間違い無い。

　学校の、いつも一輝たちがトレーニングに利用している林の中のひらけた場所。

　そこで口づけを交わしたときの写真だ。

　手渡された夕刊すべての一面に、その写真が掲載されている。

　そう、──すっぱ抜かれたのだ。二人の関係が。校内にいる何者かに。

「よぉく撮れてるでしょう？　顔もくっきりばっちり。夜だというのに最近のカメラは怖いですねぇ。んっふっふ。山奥だからわからないでしょうけどねぇ？　巷ちまたは今大騒ぎですよぉ？　国賓こくひんに手を出すなんて前代未聞ぜんだいみもんの不祥事ふしょうじですからねぇ」

「ちょ、ちょっと待って！」

　ステラは新聞をひったくって怒鳴り声にも近い声を上げる。

「こ、この記事はいったいなんなのよ！　なによこのデタラメは！」

　そう怒鳴って彼女がさしたのは『姫の純潔を奪った男』『ヴァーミリオン国王激怒』『日本とヴァーミリオンの国際問題に発展か!?』と事態の重大さをことさらあおり立てようとでもしているような言葉が踊っている一面の記事だ。

　そこには『黒鉄』の家から提供されたという『黒鉄一輝』という人物の人物評が掲載されていた。

　昔から素行が悪く、黒鉄の家を困らせていた問題児であり、人格的に問題のある人間である、と。

　さらには女癖も非常に悪く、ステラの他にも複数の女生徒とふしだらな交際を行っている、とまで。

　それは根も葉もない噓八百。

　だがこの記事にはその噓八百がさも真実であるかのように書き連ねられていた。

『黒鉄一輝は昔からの札付きで、人格的に問題のある男だ』と。

　そんなものを見てステラが黙っていられるわけもない。

　だが、激高げっこうするステラに赤座はあくまでもニタニタとした笑みを崩さず、

「いえいえ。それはすべて本当のことなんですよぉ。お姫様が知らないだけで。当然です。自分がろくでもない人間だと言いふらす者はおりませんからなぁ。しかし私たちは彼という人間を昔から知っている。……身内のことを悪く言うのはほんとぅに胸が苦しいのですが、この男、昔からどうしようもない悪党でして、傷害、窃盗せっとう、恐喝きょうかつなんでもあり。ほら、ここに被害者のコメントも掲載されてるでしょう。んっふっふ」

「こんなの全部でっち上げじゃないの！　彼がそんなことをする人間じゃないことくらい、彼を少しでも知っている人間なら誰だってわかるわッ！」

「んっふっふ。まあお姫様がどう思おうと事実はこうして記事になったわけです。大衆がどう受け取るかは、明らかですなぁ。現にこの一報を受けて一輝クンの騎士としての資質に対する疑問の声が連盟のほうでも強く上がっています。そこで緊急に、連盟日本支部のほうで本件に関する査問会さもんかいが開かれることになりましてね。その場で一輝クンの騎士としての資質を総合的に検証し、もし資質が不適格だと判断した場合、日本支部から連盟本部のほうに一輝クンの『除名』を申請させていただくことになったんです。……今日、私は一輝クンをその査問会に連れていくためにやってきたわけなんですよ」

　その赤座の態度にステラは確信した。

　これはただのスキャンダルじゃない。

　──一輝の実家。黒鉄家からの、明確な悪意を孕はらんだ攻撃だ、と。

　彼らはこのスキャンダルを最大限利用して、一輝の騎士としての立場を攻撃してきている。

　スキャンダルに乗じる形で連盟本部が管理している黒鉄一輝の騎士としての資格を取り消し、追放処分を科そうとしてきている。

　黒鉄本家の意に沿わなかった落ちこぼれを、封殺するために。

「これは『倫理委員会』の正式な招集ですぅ。応じて頂けないと、んっふっふ。まぁ、一輝クンの立場はとても悪いものになってしまいますぅ。……もちろん、来て頂けますよねぇ。一輝クン。んっふっふ」

　赤座は一輝の両肩に手を乗せ、ねっとりと告げる。

　対し、一輝はしばしの沈黙の後、

「わかりました」

　何かを決心するように、そう答えた。

　まっすぐと、挑むような覚悟の瞳で赤座を見つめ返して。

　その一輝の眼差しに、ステラは感じ取った。

　自らの恋人に迫る、……かつてないほど強大な悪意と試練の存在を。
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「えー皆様、本日はお忙しい中、急な招集に応じて頂き誠にありがとうございますぅ。

　本日お集まり頂いたのは、ここにいる黒鉄くろがね一輝いっきクンが元服げんぷくを迎えた成人でありながら、国賓こくひんと不純異性交遊を持つという極めて非常識な不祥事ふしょうじを起こしたことで、日本支部内に彼の成人としての責任能力と倫理りんり観に疑問を持つ声が高まったからであります。

　学生騎士には普通の十五歳の少年には与えられない様々な権利が与えられている。

　だからこそ、その権利に見合う責任感が要求されるのは至極しごく当然のこと。

　そこで、この意見に当倫理委員会も配慮し、ここで一度、黒鉄一輝クンの騎士としての資質に問題がないか、改めて厳密に精査する機会を設けることと相成ったわけです。

　お忙しいとは思いますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします」




『国際魔導騎士まどうきし連盟・日本支部』の高層ビル。

　そこの地下十階は日本にいる学生騎士・魔導騎士たちの『倫理』を監督し、必要があれば指導や追放処分を申請するいわば『憲兵けんぺい』とも言うべき『倫理委員会』が管理する区画だ。

　その区画の一室にて、倫理委員会の委員長である赤座あかざは、集まった壮年そうねんの紳士たちに頭を下げた。

　そして彼は正面に立つ黒鉄一輝に対して一度、ニタリとねばっこい笑みを向けて、

「──では。これより査問会さもんかいを開きます。みなさん。着席してください」

　査問会の始まりを告げ、着席を促した。

　だが、一輝の側に椅子いすはない。

　座るのは紳士たちだけ。

　……地味な嫌いやがらせだ。

　一輝は何時間と続く査問の間、ずっと立ち続けていることを強要される。

　まあもっとも、その程度で音ねを上げる柔やわな鍛え方はしていないので、どうということはないのだが。

（……それにしても、空気のよどんだ場所だな）

　一輝は殆ほとんど照明が点ともされていない室内を観察する。

　室内には、自分をコの字に取り囲むように長机が並べられており、そこに赤座を初めとしたスーツ姿の紳士たちが座っている。

　正面に三人。左右に一人ずつ。計五人だ。

　その誰もが赤いスーツを着ていることから、彼らが『倫理委員会』の人間であることがわかる。

「そう硬くなることはないですよぅ。初めに言っておきますが、ここにいる我々は全員、君の味方なんですからぁ」

　一輝が『倫理委員会』の戦力を探り見ていることを感じた赤座が、茶化す。

「この査問会は君を糾弾きゅうだんするための場ではない。国賓と不純異性交遊を持つという前代未聞の不祥事を起こした君の言い分をちゃんと聞いてあげようという、私たち、ひいては君のお父様である長官の優しさによって開かれた釈明の場。つまり、ここには君の味方しかいないのです。ですよねぇ。皆さん」

「そうだよ。ここにいる全員が、君になんの釈明もさせずに『追放処分』にするのは気の毒だと思っている。なにやら、ずいぶんと頑張ってもう一歩で七星剣武祭しちせいけんぶさいに出場出来るところまで来ているようだからね。その頑張りを無駄にはさせたくないんだ」


「…………ありがとうございます」



　よくもまあこうポンポンとあたりまえのように心にもない言葉が出てくるものだ。

　ある意味感心する。

「では、私たちが一輝クンの味方だとわかってもらったところで、まずは事実確認から。一輝クンがヴァーミリオン皇国こうこく第二皇女こうじょ、ステラ・ヴァーミリオン氏と男女の関係にあるというのは事実ですかねぇ？」

「はい。事実です」

「んっふっふ。正直でよろしい。その交際はいつ頃から始まったものなのですか？」

「ちょうど七星剣武祭代表選抜戦が開始された頃。僕の一戦目が終わった日の夜です」

　別に噓うそを言うようなことではない。

　だから一輝は正直にそう答えた。

　だが、その答えに委員会の者たちは皆一様に軽蔑けいべつの表情を浮かべる。

「ほぅ。出会ってずいぶんと間もない内にお付き合いをはじめたのですねぇ」

「ふん。実に今時の若者だな。軽挙妄動けいきょもうどうも甚はなはだしい」

「私たちが若い頃は、もっとじっくり時間をかけてお互いの関係を深めていたものですがねぇ」

「今の若い者ときたらまるで猿ですな。なんでしたかな、できちゃった結婚だとか授かり婚だとか」

「実に嘆かわしい」

　まるで一輝とステラが婚前交渉でもしているような言いぐさだ。

　もちろん一輝はそんなことはしていない。

　むしろ今時のカップルとしてはプラトニックすぎるくらいの付き合い方をしてきた。

　それは、ステラとの関係を真剣に考えているからこそ。

　彼女の姫という立場がとてもデリケートなものであることを理解しているからこそだ。

　だから、このような言いがかりは非常に腹が立つ。

「失礼ですが、僕たちは新聞や貴方あなたたちが言うような不純なことは何も──」

「一輝クン一輝クン。言いたいことがあるのはわかりますがぁ、発言はこちらが許可したときだけにしてくださいねぇ。じゃないと心証悪くしちゃいますよぉ。んっふっふ」

「……っ、失礼しました」

　赤座に発言を妨さまたげられ、一輝は渋々頭を下げる。

　その一輝に、左側に座る目つきの悪い顎髭あごひげの男が、ややぶっきらぼうな口調で問いをかけてくる。

「フン。どうにも言いたいことがあるようだから質問してやるが、君は一国の姫と不純異性交遊を持つことを非常識だとは思わなかったのかね？　国際問題にもなりかねない極めて危険なことだ。性欲が有り余っている年齢だというのはわかるが、遊ぶ相手を選ぶくらいの理性は働かなかったのかね？」

「遊びでステラと付き合ったつもりはありません。僕たちは真剣に愛し合ってます」

「ふん。やはり子供ガキだな」

「んっふっふ。私にもありましたねぇ。初恋の女の子が生涯唯一の相手に思えたことが。いやぁ若いっていいなぁ」

「お言葉ですが、僕もステラもすでに元服を迎えて成人しています。結婚する権利もある。お互いの関係を真剣に考えるのはごく普通のことなんじゃないでしょうか」

「屁理屈へりくつか。ずいぶんと反抗的な態度だな」

「キミィ、そういう態度はよくないよ」

「心証悪し、と。んっふっふ」

　何かを手元の用紙に書き込む赤座。

　その光景、そして周りの壮年たちのこちらの言い分に耳を貸さない態度を見て、

（わかってはいたけど……ひどい茶番だな）

　一輝は内心でため息をつく。

　一輝の成人としての責任能力を問いながら、一輝にあるべき成人としての法的権利は一切認めない。

　自分たちにとって都合のいいシーンだけ、一輝を成人として扱う。

　その倫理委員会の者たちの様子に、一輝は確信した。

　これは自分の騎士としての資質を精査する場なのではない。

　この場は、『黒鉄一輝には騎士としての資質がない』という結論ありきで、その結果を補強する材料を集めるための場。いわば異端審問いたんしんもんなのだと。

（……まあ、そんなのはあの夕刊を見たときからわかっていたけど）

　そもそも初めの段階からおかしな話なのだ。

　一国の姫に留学先で恋人が出来た。

　まあ確かにスキャンダラスな話であることは間違いない。

　騒動になるのも当然と言える。

　でもそこから一輝の騎士としての資質を問う流れになるのはおかしい。

　先ほど一輝が主張したように、一輝もステラも二人とももう子供じゃない。

　法的に結婚する権利を認められている、成人男性と成人女性だ。

　言うなれば二人の恋愛は法の下に許されている。

　一輝とステラの気持ちが決まっている以上、仮にヴァーミリオン皇国の王、つまりステラの父がそのことに不快感を示していても、それはまず初めに当人同士で話し合いが持たれるべき案件だ。

　だというのに、それがなされないうちから、外野が間違ってるだの不祥事だのと叫び、すべての紙面が足並みを揃そろえて一輝の騎士としての資質に疑問を投げかけるのは明らかに異常と言える。

　なぜそんな異常なことが起こっているのか。

　理由は簡単。この騒動に恣意しい的な思惑おもわくを絡めている存在がいるからに他ならない。

（相変わらず回りくどいことをする）

　だが、一輝も彼らが好きでこんな回りくどいことをしているわけではないのは知っている。

　すべての学生騎士・魔導騎士は、その籍を国際魔導騎士連盟本部に置いている。これには戦争抑止よくしの他に、超国家機関に騎士の籍を置くことで渡航の手続きを簡略化し、有事ゆうじの際にすぐに助け合えるようにするためや、万一戦争が発生してしまった場合も、連盟監督の下、円滑にその国家の騎士たちによる『管理された代理戦争』を行えるようにするためなど、様々な理由があるが、まあ今この話はあまり関係がない。

　大切なのは、連盟本部に籍を置く学生騎士・魔導騎士の騎士としての資格を、各国政府や各国の支部は独断で停止・剝奪はくだつ出来ないということだ。

　日本支部長である黒鉄厳いつきも、憲兵たる倫理委員長である赤座も、その権利を有していない。

　だから彼らは回りくどい手段をとらざるを得ない。

　そう、一年前に黒鉄一輝に《狩人かりうど》を嗾けしかけたように。

　密室で一輝を締め上げることで、一輝自身の口から自分が間違った行動を取ったという言質げんちを取る。

　それが出来なくとも、態度が悪い。姿勢が悪い。目つきが悪い。口調が荒い。なんでもいい。

　とにかく一輝の心証を悪くする情報を仕入れ、連盟本部に提出する『除名申請』の後押しとする。

　それが赤座たちの狙いだ。そう一輝は読んだ。

　ならば、こちらの主張を繰り返すより、言葉尻を取られないようにやり過ごすほうが無難。

　それは一輝にもわかっている。だが彼は、

「貴方たちの心証が良かろうが悪かろうが、そんなのはどうでもいいことです。僕はステラを真剣に愛していますし、ステラも僕のことを真剣に愛してくれてる。僕はそのことを知っている。だから僕は自分たちが間違った行動を取ったなどとは思わないし、他人に間違っているなんて言わせない」

　あくまでも対抗姿勢を崩さなかった。

　当然だ。

　一輝は自分があの愛らしい女の子にどれだけ愛されてるかをよく知っている。

　抱きしめるとき、キスをするとき、どんな素敵な笑顔を浮かべてくれるかを知っている。

　ならば、それを不祥事などとは言わせない。

　間違いだなんて言わせない。

　それを力尽くで間違いにしようとする者がいるならば、その者の前で沈黙を貫くなんてことは男のすることじゃない。

　だから一輝はこの査問会に足を運んだ。

（──僕はステラに言った）

　誰の前でも、胸を張ってステラを好きだと言うと。

　だから退ひかない。黙らない。

　目の前の男たちがこちらの主張に初めから耳を貸すつもりがないなら、それでも大いに結構。

　別にこんな連中に認めてもらおうなんて思ってもいない。

　ただ、主張することはやめない。

　この気持ちにだけは噓をつくわけにはいかないのだから。





◆◇◆◇◆






　一輝が『倫理委員会』に連れ去られて、その身柄みがらを勾留こうりゅうされてから三日。

　ステラはさながら噴火直前の火山のような存在だった。

　常に眉を吊り上げ不機嫌そうに顔をしかめ、髪からは火花のような燐光りんこうを散らしている。

　このスキャンダルに興味を持ち、話を聞きたがっている生徒は多かったが、あまりのプレッシャーに寄るのも触るのも恐ろしく、誰も彼女の周囲には寄りつかなかった。

　人でごった返す昼食時の食堂ですら、ステラの周りの席には誰も座っていない。

　もっとも、当の本人はそんな些細ささいな事を気に出来るような精神状態ではないのだが、

「折角せっかく風邪が完治したっていうのに、ずいぶんと殺気立ってるわね。ステラちゃん」

　そんなステラに臆おくすることなく話しかけ、隣に座ったのは長身[image: 痩]軀そうくの麗人、有栖院ありすいん凪なぎだ。

　遠くから「ああナギ様、なんて危険なことをぉ」と悲鳴のような声を上げたのは、たぶん彼のファンだろう。

　だがどれだけイライラしているからといっても、ステラも八つ当たりで友人を傷つけるようなことはしない。

　ただ、やはりどうしても態度と言葉使いは荒くなる。

「……あたりまえでしょ。あんな好き勝手なデタラメを書かれて、笑ってられると思う？」

　ステラが言う『あんな』とは、あの日見た夕刊のことだ。

　噓八百で一輝のことをこき下ろして、自分のことを悪人に騙だまされた頭の弱い女のように書き立てる情報紙。

　あの紙面を思い出しただけでもはらわたが煮えくりかえる。

「酷ひどいとは聞いていたけどこの国のマスコミのレベルって本当に最低なのね」

　そうステラが吐き捨てると、

「にゃはは……。耳が痛いなぁ」

　もう一人、眼鏡めがねをかけた女生徒が、ばつの悪そうな顔をしながらステラの隣に腰掛けた。

「カガミ……」

「アタシも一緒にいいかな？」

「どうぞ。なんだか知らないけどここだけずいぶんと空いてるもの」

「にゃはは。ありがと」

　礼を言って自分の昼食であるサンドイッチが乗ったお盆をテーブルに置くと、日下部くさかべ加々美かがみは申し訳なさそうな表情のまま言葉を続ける。

「まあステラちゃんが怒るのも当然だよ。そりゃヴァーミリオンのお姫様が留学先で恋人を作ったーなんてスキャンダルだよ？　でも『たかだかブン屋』が『お姫様』の判断を差し置いて、二人の付き合いを『不祥事』扱いなんて失礼すぎるもん。こっちのほうがよっぽど国際問題だよ。……まあ、そのくらいわかってて報道してるんだろうけど」

「あら？　それってどういうことなの？」

「……私、まあちょーっとだけブン屋界隈かいわいに顔が利くんで、その人脈を使って調べてきたんだけど、やっぱり『倫理委員会』のほうから相当強い圧力があったみたいだね。『ヴァーミリオン皇国皇女のスキャンダル』を不祥事として報道して、マイナスイメージを作るようにって。ここだけの話だけど、『倫理委員会』は『ＫＯＫKing Of Knights』を初めとする公式の騎士興行の速報掲載権限を取り上げるって脅おどしてきたらしいよ」

「……『ＫＯＫ』は連盟が大元締おおもとじめだからそういう脅し方も出来るわけか。なるほどねぇ」

　この世界で一番巨大なエンターテイメントの速報が掲載出来ない。

　それは情報紙の売り上げにショック死すら起こしかねないほどの大打撃を与えるものだ。

　いわばこれはのど元に[image: 匕]首あいくちを突きつけられたに等しい。

　まさしく、是非もないというやつだ。

　そして加々美から告げられたその事実は、『倫理委員会』ひいてはその背後にいる黒鉄厳が本気で一輝の騎士資格を奪いに来ている証左しょうさでもある。

「信じられない……」

　彼らの本気を知って、ステラはその言葉をはき出さずにはいられなかった。

「イッキはたかだか一学生じゃないの！　そんなイッキを追い詰めるために、イッキのお父さんは、日本支部の長官はどうしてそこまでするの!?」

　それに一体なんのメリットがある？

　一輝がこんな形で糾弾されれば、黒鉄という家の名にも傷がつくんじゃないのか。

　それを押してでも、一輝を追い詰めようとするその理由はなんだ。

「実の息子なのに、なんで──」




「そういう父親だから」




　答えた声は、学食のテーブルを挟んで反対側。

　ちょうどステラの対面からやってきた。

　鈴の音のような、小さく可憐かれんな声音こわね。それは、

「そういう人間だから、する。そうとしか言えません」


「シズク…………」



「正直に言って、父が何を考えているのか、なぜあそこまでお兄様を毛嫌けぎらいするのか、私には理解出来ません。その歪いびつさが私の理解を超えているからです。しかし、だからこそ何をしてもおかしくない」

　淡々と、そんな冷たい事実を告げながら、珠雫しずくは自らの昼食である和風定食のお盆をテーブルに置く。

　そしてステラの正面の席に座った。

　そんな彼女にステラは少し言いにくそうにしながらも、自らが言うべき言葉を告げる。

《雷切らいきり》との試合以降一度も顔を合わせていなかったから、言えなかったこと──


「あの、シズク…………、ごめんなさい。アタシたちのこと黙ってて」



　ステラは珠雫がどれほど強く兄を愛しているかを知っている。

　だからどんな糾弾を受けても仕方がない。

　ステラはそれを甘んじて受ける覚悟だった。

　だが、珠雫の反応は驚くほどあっさりとしたものだった。

「別に構いませんよ。ていうか知ってましたし」

「え？」

「一目見ればわかりましたよ。お兄様のデビュー戦の夜を境にお二人の関係が変わったことは。ねえアリス」

「ふふ、まあ結構わかりやすかったモノねぇ」

「うんうん。まあ実は私も気づいてたりして～」


「うぁ…………」



　なんだか妙に気恥ずかしくなり、ステラはうめいた。

　そんなに自分たちはわかりやすくイチャイチャしていたのだろうか。

　部屋の中とか林の中とか、一応ひと目は忍んでいたつもりだったが。

「ステラさんには立場がある。公表すれば必ず騒ぎになる。七星剣武祭で忙しい時期にその騒ぎを避けたいという二人の考えは理解出来ますし、最良のものであると私も思います。だから別にそのことを責めようとは思いません。肝心なのはこれからどうするかのほうです」

　言って珠雫はステラの隣に座る加々美へと視線を向ける。

「日下部さん。なにやらもう話の雰囲気的に私の家の事情をある程度知ってるご様子ですが」

「にゃはは。情報はジャーナリストの生命線ライフラインだからね。まあ、その辺の事情もそこそこには」

「ならぶっちゃけて聞いてしまいますが、今回のようなケースでお兄様が『追放処分』にされるようなことはありえるのですか？」

　珠雫の問いに対し加々美は逡巡しゅんじゅんもなく断言する。

「現状ありえないね」

「あら。そうなの？」

「だってアリスちゃん。別に先輩もステラちゃんも悪いことしたわけじゃないじゃない？　さっきも言ったけど一介のブン屋風情ふぜいが、皇族であるステラちゃんの気持ちを差し置いて『不祥事』だなんて失敬にもほどがあるのよ。この話はもともと『ヴァーミリオンのお姫様が留学先で恋人を作ったんだって。きゃー、それってどんな人かしらー？　わいわい』で終わる話。それを無理矢理『不祥事』ということにしたい連中が無駄に騒ぎを煽あおっている。そういう構図であって、連中の側に正当性なんてかけらもないのよ。今のところただ規模の大きな言いがかりでしかない。もっとも、その辺は連中のほうもわかっているからこそ、こういった印象操作や、査問会での揚げ足取りやらを行っているんだろうけどね。ただ、先輩だって馬鹿じゃないからそうそう簡単に揚げ足なんて取られないだろうし、現状連盟本部が『追放処分』を取るとは考えづらいよ。連盟にとっても『追放処分』っていうのは本当に最後の手段だからね」

「最後の手段？　ねえカガミ、それってどういうこと？」

「連盟は学生騎士・魔導騎士問わず、よほどのことがない限り『追放処分』にはしたがらないんだよ。ステラちゃんにわかりやすく言うと、ほら、貪狼どんろう学園の倉敷くらしきくんっていたでしょ」

「ええ」

「彼とかも相当な札付きだけど、それでも連盟からの対応は厳重注意止まりなの」

「……ずいぶんと軽いのね」

「それには何か理由があるのかしら？」

　こくん、と加々美は頷うなずいて珠雫の問いに答える。

「『追放処分』を受けた騎士は、大抵が犯罪者になるから」

　免許を取得した魔導騎士はもちろんのこと、学生騎士だって異能の力で身を立てていこうと考えている伐刀者ブレイザーだ。

　そんな人間が、その権利を永久的に奪われる『追放処分』を受けたらどうなるか。

　答えは、かなり高い確率で伐刀者ブレイザーとしての能力を違法に使用する能力犯罪者になってしまう。

　それはすでに幾たびもの調査から統計がとれている歴然とした事実だ。

「まあもっとも、これは『追放処分』になるようなことをしでかす人間性にも大いに関係がある部分なんだけど、鎖のない狂犬よりも鎖のついた狂犬のほうが安全じゃん？　だから連盟は『すべての騎士を監視下』に置いておきたいんだよね。その連盟の意志を受けて、もう殆どの連盟加盟国は国内の伐刀者ブレイザーが全員騎士の道を進むように法整備をしている。日本はまだまだ人権団体の声が大きくてそこまでは踏み切れていないけどね」

　ようするに、

「早い話『追放処分』っていうのは、連盟自身の手で犯罪者を作って、しかも野放しにしてしまう方法なの。だから連盟も『追放処分』の決断にはだいぶ腰が重い。特にまだ学ぶ立場にある『学生騎士』に対して『追放処分』を取ることはかなりのレアケースなんだよ」

　だけど、

「でも今回、『倫理委員会』は相当本気でこのレアケースを起こさせようとしている。だからこそ私は心配だよ。先輩が今どういう目にあってるかが」

　査問に応じる態度や口調の揚げ足取りなら、それはあくまでも『倫理委員会』の『心証』にとどまる。

　でも一輝本人が『自分が軽率だった』ことを認めれば、それは自他共に認める『真実』になってしまう。

　その真実は『追放処分』への強力な後押しになる。

　だから『倫理委員会』は、どんな手を使ってでもその言質を取ろうとしてくるに違いない。


「「「…………」」」



　加々美の神妙な言葉にその場にいた皆が黙り込む。

『倫理委員会』の査問は日の光も届かない地下深くで行われる。

　そこは黒鉄厳の膝元ひざもと。

　そして『倫理委員会』は代々黒鉄家の血統がそのポストを独占してきた、いわば聖域だ。

　周りには黒鉄家側の人間しかいない。

　そんな場所で一輝がまともな扱いを受けられるはずがない。

　さすがに本当の異端審問のように身体からだを傷つけられるようなことはないだろうが、人間を追い詰める方法など他にいくらでもある。


（…………っ）



　考えれば考えるほどに、ステラの脳裏に嫌な想像が巡る。

　事実、ここ三日間彼女はまともに眠れなかった。

　目を閉じたらどうしても、暗い地の底で最愛の恋人がどんな目にあっているのかを想像してしまうから。

　だけどそれは、

（……全部、アタシのせいでもある）

　自分が、ただの女の子だったら。

　一輝の敵に利用されるようなこともなかったのに。

　そんなどうしようもない後悔がじわりとにじむ。

　自分が一輝の重荷になっている。

　七星剣武祭の出場枠がかかった、この大切な時期に、足を引っ張っている。

　それが苦くて、苦しくて──

「アタシは、イッキと別れたほうがいいのかな……」

　ステラの口から、ぽつりと、そんな弱音が零こぼれた。

「だって……、アタシのせいじゃない。アタシが普通の女の子だったらこんなことには──」

「ステラちゃん!!!!」

　瞬間、ステラの耳を貫いたのは悲鳴のように鋭い有栖院の声。

　その声に背筋を振るわす戦慄せんりつを覚え、ステラはハッと伏せた目線を持ち上げる。

　そして気づく。




　さながら騎士槍ナイトランスのように鋭い氷柱つららの穂先ほさきが眼前に迫っていることに！





「────っ!!!!」



　ステラはもはや反射的に《妃竜の羽衣エンプレスドレス》を纏まとい、両手を交差させて氷槍ひょうそうの一撃を防ぐ。

　だがその一撃は速く重く、ステラの身体を地面から引っこ抜き、食堂の壁に打ち付け、砕き、ステラの身体を食堂の外まで吹っ飛ばした。

『きゃああああ！』

『な、なんだいきなり！』

　突然の事態に食堂はパニックになる。

　その騒音の中、ステラは氷槍を受けた自らの腕に触れ、

「ぐっ」

　骨に響く痛みに顔をしかめさせる。

　腕の骨にヒビが入ったようだ。

　銃弾すら蒸発させるステラの炎を持ってしても、その鋭利な切っ先を丸く溶かすことが精一杯だったのだ。

　それほどの水の魔術。そんなものを使える人間は、ここに一人しかいない。

「な、何をするのよシズク！」

　ステラは負傷した腕を庇かばいながら、《宵時雨よいしぐれ》を手にさげてテーブルの上に仁王におう立ちする珠雫に吠ほえる。

　対して珠雫は、

「貴女こそ何を言っているんですか？」


（…………！）



　珠雫の瞳を目にしたステラの背筋を、先ほどとは比較にならない戦慄が駆け抜ける。

　口調は静かで、その表情もいつものようなすまし顔。

　だが珠雫の瞳はかつて見たことがないほどの冷たい輝きを宿し、総身が凍こごえるような凍いてついた怒りを宿している。

「貴女には、お兄様が何故こんな茶番に付き合っているのかわからないのですか？　お兄様には査問に応じず沈黙を貫くという選択もあった。どうせ査問なんて名ばかりの異端審問でしかないのですからね。結果ありきの茶番。連中はお兄様が何を言ったところで耳を貸しはしません。それを知っててなお主張しに向かったのは、貴女との関係を下卑げびた思惑で穢けがされたことがそれだけ腹にすえかねたということです。それだけ貴女との関係を大事に思っているということです。そんなことも理解出来ずにお兄様を裏切るというのなら、──私は貴女を許しませんよ」

　その冷たい激情は、ステラに己おのれの失言しつげんを自覚させるには十分なものだった。


「…………ごめん。今のはアタシが馬鹿だったわ」



　ステラは素直に珠雫に頭を下げる。

（アタシはなんて情けないことを言ったのかしら）

　未だに自分と一輝の関係を『間違いだったと認めた』という話は流れてきていない。

　それは一輝が敵陣のただ中で、未だに自分との関係に胸を張り続けている証左だ。

　敵の思惑は一輝の責任能力に疑問を呈ていし、『騎士』という成人としての立場を取り上げることにある。

　故に一輝からステラとの交際について『軽率だった』『間違いだった』などという否定的な言質を取れば、それを公表しないはずがない。その言葉は一輝自身が『自分は責任能力の乏とぼしい愚か者だ』と認めた証拠になるのだから。

『誰の前でも、胸を張ってステラに好きだって言いたいから』

　一輝はあのときの言葉を今まさに実践してくれている。

　それだけ強く、自分を愛してくれている。

　なら、自分はどうすればいい。
















　彼の強い想いに、自分はどう答えればいい。

（アタシにしかできない、アタシがするべき、たった一つのこと──）

　それは──




「まったくお前たち二人は気軽に校舎を破壊してくれるな」




　ふと、ため息混じりの声がステラと珠雫にかかる。

　ややハスキーなその声の主は、ざわめく生徒たちの間を縫って二人の前まで歩いてきた新宮寺しんぐうじ黒乃くろののものだ。

「直すこっちの身にもなってもらいたいものだ」

　愚痴ぐちっぽくこぼしながら、黒乃は珠雫が開けた大穴から外に出ると、

　ぱちんっ。

　と、軽く指を鳴らした。

　するとバラバラになった壁材の瓦礫がれきが浮き上がり、ステラが突き抜けた穴に収まっていく。

　まるでビデオを逆再生するかのように。

　数秒のち、大穴は綺麗きれいにふさがった。

「これでよし」

　自分の仕事に満足げに頷いて、黒乃は己の視線をふさがった壁から座り込むステラに向ける。

　そして、

「ヴァーミリオン。黒鉄の件で少し話がある。理事長室までついてきてくれるか」

　彼女に自分の仕事場に来るように言った。





◆◇◆◇◆






　ヤニ臭くさい理事長室にステラを招き入れた黒乃は、彼女を来客用のソファーに座らせる。

　そして自身はテーブルを挟んで反対側のソファーに腰を下ろし、

「ずいぶんと面倒なことになったものだな」

　眉間みけんに皺しわを刻んでため息をこぼした。

　疲れが見えるのは、一輝とステラを同室にした責任者として、やはりなんらかの追及が飛び火しているからだろう。

　まあこの男女同室システムについてはステラは今でも問題があると思うので、同情はしないが。


（そうだ…………）



　折角せっかくだから、向こうの要件の前に気になっていたことを聞いておこうと、ステラは先制して問いを投げる。

「……理事長。イッキの選抜戦はどうなるんですか？　まさか不戦敗なんてことにはならないでしょうね？」

「そんなことは私の名誉に賭けてもさせない。黒鉄の試合は連盟日本支部の模擬戦場へ対戦相手を派遣して行われることになっている。もちろん審判として本校の教師も一人同伴する。連中にジャッジなんぞを任せたら何をされるかわかったものではないからな」

「応援に行くことは出来るのかしら？」

「いや、それは無理だ。査問が終わるまで、一切の面会は禁止らしい」

「完全に監禁ね……」

　でも、不戦敗にはしないという黒乃の確約は心強い。

　さすがにこの監禁状態で不戦敗扱いはあんまりだ。

　一つ、心配事が減って、ステラは安堵あんどの息をつくと、今度は黒乃に促す。

「それで、アタシになんの用なんですか？」

　対し黒乃は「ああ」と短く答え、要件を切り出してきた。

「今回の一件について、ヴァーミリオンの親御おやごさんはどう思っているのかを聞かせてもらいたくてな」

　どうしてそんなことを黒乃が気にするのだろうか。

　そんな疑問はあったが、別に隠すようなことではないので、一輝が連れ去られてから電話で連絡を入れたときの両親の反応をステラは正直に話した。

「お母様はアタシの判断に理解を示してくれてるわ。でも……お父様のほうは全然だめね。すごく怒ってる。『俺に断りもなく娘に手を出すなんぞ許さん！』って」

「愛されているな」

「子離れ出来てないのよ。そんな剣幕だから、近々日本に乗り込んでくるみたい」

「それはいつ頃だ？」

「三週間後くらいかしら」

「ちょうど選抜戦が終わったあたりだな。……それが私たち側のゴールというわけだ」

「ゴール？」

　黒乃が呟いた言葉にステラは首をかしげる。

　ゴールとはどういう意味だろうか、と。

　そのステラに、黒乃は自らの呟つぶやいた言葉の意味を話す。

「ヴァーミリオン国王ご自身が訪ねてこられたらさすがに面会謝絶も査問会もあったものじゃないからな。『赤服』の連中も黒鉄を表に出さないわけにはいかなくなる。そして、そこでお前を含めた当事者同士の話し合いが持たれることとなれば、必ずこの件に関しての結論は出る。今の黒鉄が『不祥事』を起こしたという連中の論調は、当事者同士の話し合いが持たれていないうちから勝手に吹いているだけの憶測にすぎないからな。ヴァーミリオン国王ご自身が黒鉄を認めれば、連中の論拠は根底から覆くつがる。そうなれば今度はこっちが連中を追及する番だ」

「反撃するんですか？」

「あたりまえだ。私のシマで私の生徒にあやをつけたんだ。死ぬほど後悔させてやる」

　その言葉と黒乃の表情に、ステラは肌が粟立あわだつのを感じた。

（おっかないわね……）

　近くにいるだけで息がつまる。

　現役を退しりぞいても衰おとろえないこの迫力は、さすがかつて世界で三番目にまで強くなった騎士だ。

（でも、確かにそれはゴールね）

『赤服』こと『倫理委員会』の主張は、一輝が国際問題になりかねない軽率なことをした、というものだ。

　ならば、ヴァーミリオンの元首である父が一輝を認めれば、すべてが解決する。


　問題は…………あの父が素直に娘の恋人を認めるか、ということ。



「……うぅ、なんだか自信ないなぁ。アタシのことになるとホント聞き分けがないからなぁ」

　なにしろ中学生の頃、学校の行事で山にキャンプに行くことになったとき、熊の毛皮を着込んでこっそり森から娘を監視していた父親だ。

　あのときは本物の熊だと思って殺しかけてしまった。

　いやまあ、……その正体が自分の父親だと知ったときはこのまま殺してやろうかと思ったが。

　そんな親なものだから、一輝を歓迎するビジョンが見えない。

　そのことにステラが頭を抱えていると、黒乃が彼女にしては珍しい母性を感じさせる優しい笑顔で言った。

「大丈夫だ。お前のようにまっすぐな娘を育てた御仁ごじんなのだからな。黒鉄の器がわからないはずがない」


「…………」



　根拠があるとはお世辞にも言えない理屈だ。

　しかし黒乃の言葉はステラの不安を驚くほどあっさりと打ち消してくれた。

　そうだ。悪い父親じゃないんだ。ステラも父親のことは心から愛している。

　だから、ステラは思う。

　彼にも自分が愛した男を好きになって欲しいと。

「そうなると……いいなぁ」

「まあ面会のときはヴァーミリオンのほうからもアシストを加えてやれ。『既婚者』からの助言だが、娘の両親への挨拶あいさつはケーキ入刀よりも前に行う共同作業だからな。男に任せっきりにはするなよ。向こうは自分の娘が男をどう守ろうとするかも見ているものだからな」

「ぜ、善処します」

「ふふ。ああ。頑張れ。……しかしなんだな。正直もっとへこんでいるものかと思っていたが、存外元気そうで安心したよ」

「さっき出来のいい妹に活をいれられましたから」

　ヒビの入った右腕をさすり、ステラは小さく微笑ほほえんで、その胸中に一つの決意を宿す。

　そうだ。男に任せっきりなんて、いい女のすることじゃない。

　自分もまた戦おう。

『誰の前でも、胸を張ってステラに好きだって言いたい』

　一輝は自分と交わした言葉を今まさに実践してくれている。

　なら──

（アタシも、アタシの約束を守ろう）





◆◇◆◇◆






　連盟日本支部ビル地下十階。

　そこの一室に、黒鉄一輝は勾留こうりゅうされていた。

「食事はテーブルの上に置いてある。明日も朝六時から査問があるのでさっさと寝ろ」

　愛想なく言い捨てて、血色の悪い赤服は部屋に電子ロックをかけて立ち去る。

　煤すすけたベッドと今にも脚が折れそうなテーブルと椅子がひと組あるだけで、それ以外は何もない部屋。

　しかし丸一日査問会で立ちっぱなしにさせられている一輝にはそれでもありがたい。

　彼は疲れをはき出すように長いため息をついて、そのオンボロ椅子に腰を下ろす。

　査問は朝の六時から夜の十一時まで行われている。

　倫理委員会のほうは椅子もあるし、一日に四回のローテーションでメンツが変わっているので疲れ知らずだが、朝から晩まで立ちっぱなしにさせられるほうは、さすがに疲労がたまってくる。

　それが一週間も続けば、普段からよく鍛えている一輝ですらだるさを覚えずにはいられない。

　だが疲労がたまっているのはそのせいだけではないだろう。

「いい加減白米が恋しくなってくるね」

　呆あきれたようにこぼす一輝の視線の先には、彼の夕食が置いてある。

　粗末な携帯食料のバーが二本。

　裏面のカロリー表を見てみれば、確かに二本で一食分のカロリーや栄養は摂取出来るようだが、食べ盛りかつ戦士である一輝の身体には到底足りない。

　ここでの食事は毎食これだけなので、一輝は慢性的な空腹に苦しめられていた。

　さらには、

「そして、相変わらず飲み物はなし、と」

　水分の摂取も制限されていた。

　何故か毎食支給されるはずの飲料水が何処かに紛失してしまうらしい。

　そして、一輝が押し込められている個室は数週間前から断水中で、お手洗いも水が流れない。

　なんとも地味な嫌がらせだ。

　当然査問中は水分など与えられないので、シャワーの時間や査問会場とこの部屋を行き来する僅わずかな時間にトイレに立ち寄らせてもらい、そこでなるべく多くの水分を摂取している。

　こんな生活をしていれば、疲労なんて抜けるはずがない。

　敵中にただ一人。四面楚歌しめんそか。孤軍奮闘こぐんふんとう。

（でも、別にいいさ）

　そういうのは慣れている。

　ずっと一人でやってきた。

　誰も頼らず、誰にも教わらず。

　こういう戦いは初めてというわけじゃない。

　目蓋まぶたを閉じれば今でも思い出す。

　実家の裏山で、一人ひと目を忍んで黙々と剣を振るい続けた幼い日の情景。

　一輝にとっては人生の大半が大体こういう感じだった。

　だから今更大して堪こたえもしない。

　孤独にも、敵意にも、いい加減慣れている。

　だから赤座たちがどんな手を使って一輝から『自分の間違いを認める』言質を取ろうとしても、こんなもので一輝の強靱きょうじんな意志は挫くじけない。

（この調子なら、耐えられる）

　そうすればいずれ近いうちに、ヴァーミリオン国王との面会が行われるだろう。

　大事な娘の一大事だ。当事者の男をステラの父が放っておくはずがない。

　ならば自分のするべきことは、その日まで小うるさい外野に対して自らの姿勢を貫くこと。

　そうすれば、いずれ赤座たちはこの騒動への介入権を失う。

（むしろ、そこからが僕にとっては本当の正念場だな）

　ステラの父に自分を認めてもらう。

　それは一輝の人生において、かつてないほど重要なイベントだ。

　考えるだけで緊張で動悸どうきが激しくなってくる。

　しかし、逃げるわけにもいかない。こればかりは。

　ステラ・ヴァーミリオンという少女を愛した瞬間から、もう避けられぬ決着なのだから。

　だから一輝はこの時間にどういうふうに挨拶をすれば好印象を得られるかをずっと考えていた。

　挨拶にはやはりスーツで行くべきだろうか。

　髪は……、七三？

　ちょっと想像してみる。

（……うわぁ。これはひどい）

　サラリーマンみたいな自分の姿に思わず苦笑いが零こぼれる。

　だが見てくれよりもずっと大切なのはどう自分の誠意を相手に伝えるか。

　やはりこればかりは、小細工は通用しないだろう。

　というか、むしろ逆効果だ。

　誠心誠意せいしんせいいまっすぐ向き合って、あらん限りの真剣さで訴える他にない。

（折角時間はあるんだし、すこし練習しておこうか）

　小細工は無用だが、ぶっつけ本番というのはやはり緊張する。

　リハーサルは踏んでおくべきだ。

　そう考え、一輝は目を閉じて精神を集中させる。

　目蓋の裏に映し出すのは、ステラの父、ヴァーミリオン国王の顔。

　一度ステラに写真を見せてもらったことがあるので、覚えている。

　ステラと同じ灼熱しゃくねつの髪。

　二メートル近くある巨大な体軀たいくともみあげに繫がった顎髭あごひげは、獅子ししが如ごとき勇壮さを思わせる。

　そのヴィジョンを記憶からくみ上げて、目蓋を開くと──

　目の前に、まさしくその男が立っていた。

　もちろん本物ではない。

　一輝の極限まで研ぎ澄まされた集中力によって生み出された虚像シャドウだ。

　想定した相手の虚像を思い描き、それと組み手を交わす。

　武芸者としての基本技術。その応用。

　しかし、一輝ほどの達人にもなれば、その虚像はただの虚像にあらず。

　視線、鼓動、体温。血の脈動までもが聞こえてきそうなほどの圧倒的リアルを有する。

　そのリアルは、虚像を作り出している一輝の精神すら戦慄おののかせるほどだ。


「…………っ」



　獅子のように厳いかめしい面立おもだちのヴァーミリオン国王は、何も語らず、身じろぎもせず、ただまっすぐに娘と同じ紅蓮ぐれんの瞳で一輝を見つめている。

　その視線に、一輝は肌の表層がちりちりと焦げ付くようなプレッシャーを覚えた。

　全身から汗が噴き出し、代わりに喉がひからびる。

　だが、虚像に飲まれていて本物と対峙たいじ出来るはずもない。

　一輝は一度大きく息を吸って、自らもまっすぐにヴァーミリオン国王を見つめ返す。

　そしてその場に両膝をつき、床に額ひたいをこすりつけんばかりに頭を下げて──

「娘さんを僕にくださいっっ!!!!」

　肺にため込んだ空気すべてを声にした。その瞬間──




「お前に娘はやらんぞ」




　鉛のように重い拒絶の声が、一輝の耳朶じだを震わせた。

　真剣さが足りなかったか。

　……いや、いやいやいやいや。まて。ちょっと、まて。

　いくらなんでも、いくら本物にも迫るプレッシャーを有していても、所詮虚像は虚像。

　返事をするわけがない。

　じゃあこの声はなんだ、と一輝が面を上げると、




「お前に珠雫むすめをやれるわけがないだろう」




　実の父・黒鉄厳が、暖かみのない灰色の瞳で一輝を見下ろしていた。


「と、ととと、父さんんんんんんんんンッッッッッ!?!?!?」







◆◇◆◇◆






　その後、一輝が軟禁されている部屋に椅子が一脚運ばれてきた。

　厳はその椅子にかけて、一輝とテーブルを挟んで向かい合う。


「…………」

「…………」



　向かい合うこと五分。未だ二人の間に会話はない。


（き、気まずい…………）



　一輝は自分の背中に変な汗が湧くのを感じた。

　まあ無理もない。

　顔合わせがあんなのだったせいもあるが、それ以上に、一輝は五歳の誕生日以来、父・厳とは顔を合わせたことすらない。

　正直、いきなり向かい合われても何をしゃべればいいのかわからない。

　どんな顔をすればいいのかわからない。

（というかそもそもこの人はいったい今更僕に何の用があってこんなところへ来たんだろう）

　と、一輝が厳の考えを読みかねているとき、

「一輝」

　厳から沈黙を破って言葉を切り出してきた。

「は、はい」

　少し上擦うわずり気味の声で応じる一輝。

　背中の汗が増える。

　胸が変な鼓動を刻み始める。

　一体……この人は続く言葉で何を切り出してくるのか。

（あまりにも遠すぎる人間だから、これっぽっちも予想が──）

「お前は、珠雫を女として愛しているのか」

「ぶっ！」

「いかんぞ近親相姦きんしんそうかんは。倫理的にもだが、なにより生まれてくる子供の免疫めんえき力が──」

「ま、まってまって！　だからアレはステラのご両親に挨拶をするときのシミュレーションをしていただけなんだって！　珠雫のことは大切に思ってるけど、あくまで妹としてであって異性としてじゃないから！」

「そうか。ならいい」

　やばい。なんかものすごい危ない人間だと思われていた。

　ものすごく真剣に説教されそうになった。

（いや、あんな場面に出くわしたら当然かもしれないけどさ……）

　──しかし、一度焦りに任せて叫んだおかげで少し硬さがとれた。

　一輝は思いきって父に尋ねてみることにする。

「あ、あのさ。父さんは、その、どうしてここへ？」

「息子がエレベーター一本で来れる場所にいるんだ。気まぐれに顔を見に来ることくらいあるだろう」

「……そう、なんだ」

　それが本心からの言葉かはわからない。

　なにしろ厳はいつも仏頂面ぶっちょうづらで、その灰色の瞳からは全くといっていいほど心の内が読めないからだ。

　しかし、本心かわからなくとも、


（なんだろう…………これ）



　一輝は、自分の胸が高鳴るのを感じた。

　そして、両頰にじんわりと疼きのようなものが広がるのも。

（僕、もしかして、喜んでるのか？）

　父との十年ぶりの対面に、自らの反応を分析しかねる一輝。

　対し厳はさして緊張している様子もなく、言葉を繰り出す。

「ずいぶんと、調子がいいらしいじゃないか」

「な、なんのこと？」

「今年から破軍はぐんが導入した選抜戦の戦績だ。今のところ十六勝無敗と聞いている」

「あ、うん……。昨日こっちでやった試合の結果を合わせたら十七勝、かな」

「決して弱い相手との対戦ばかりというわけでもなかったらしいな。……大したものだ」


「…………え」



　なんだ、いまの。


　もしかして…………褒ほめられた、のか？



（どうしよう。……すごく、嬉しい）

　瞬間、一輝はいよいよ確信した。

　自分は嬉しいんだ。

　父と、こうして顔を合わせることが出来て。

　父の声を聞くことが出来て。

　そう、黒鉄一輝は未だに黒鉄厳を愛していた。

　だからこそ山小屋でのステラの問いに、厳とまだ繫がっていることを望む言葉を返した。

　なにしろ、彼にとって厳はたった一人の父親。

　たとえどんなに辛つらく当たられても、認めてもらえずとも、子は親を嫌いになれないのだ。

　親が子を嫌うことは出来ても、子は親を慕したうしか出来ない。

　一輝もまた例外ではなかった。

　この査問も、監禁されていることも、すべて父の関与があることは一輝もわかっている。

　それでも、それでもだ。

　父が自分を見てくれている。

　父が自分に語りかけてくれている。

　そのことが一輝には嬉しくて仕方がなかった。

　だからこそ、思う。


（もしかしたら…………）



　今なら、昔とは違う今の自分なら、あるいは──この人に認めてもらえるんじゃないか。

『何も出来ないお前は、何もするな』

　最後に交わしたあの言葉とは違う答えを出してもらえるんじゃないか、と。

　そう思い、一輝は切り出す。

「あ、あのさ、父さん」

「なんだ」


「……あの、…………っ、ぼ、僕は、頑張ってま、す。ランクはＦのままだけど、それでも、強い人にも勝ってきたし、これからも負けるつもりはありません。もう、昔の何も出来なかった頃の僕とは違う。頑張って修行して……黒鉄の恥にならないくらいには、結構強くなったと思う。だ、だから……だから、──っ」



　緊張で震える喉で、小さく喘あえぐように息を吸い込み、




「僕が、七星剣武祭で優勝出来たら、そのときは僕を……認めてくれませんか？」




　一輝は、父・厳に精一杯の勇気を振り絞って、そう頼んだ。

　対し、厳はしばし一輝を無言で見つめ返し──


「…………なるほど」



　そっと目蓋を伏せた。

「ずっとわからなかった。お前が何故私の元を離れていったのかが。しかし、今ようやくわかった。お前は、『自分が弱いから認められていない』と思っていたのだな」


「うん…………」



　一輝は頷く。

　別にそれが家を出た理由のすべてということではないが、自分がそう思っていることに間違いはない。

　だが、そうであるならば、今の強くなった自分なら──




「だとすれば、それは大きな間違いだ。私はお前を、ちゃんと息子として認めている」





「え…………」



　予想もしなかった言葉に、一輝は目を見開いて固まった。

　今、父はなんと言ったのか。

　──認めて、いる？

「そ、それは噓だ！」

「噓じゃない。でなければわざわざ顔を見に来たりするものか」

「で、でも……父さんは僕に、何もしてくれなかったじゃないか。伐刀者ブレイザーとしての能力の使い方や、分家の子供も教えられるような武芸ぶげいの稽古けいこも、なにも」

　そうだ。一輝は今でもあの家の息苦しさを覚えている。

　厳はあらゆる物事から一輝を閉め出し、その閉め出しを見た他の者たちがこぞって一輝を『当主に嫌われた人間』として迫害した。

　その痛み、苦痛、孤独──、今でも思い出せば心を締め付ける。

　だからこそ、一輝は問わずにはいられない。

「認めてくれているなら、なんで僕にも、他のみんなと同じように接してくれなかったのさ！」

　問いに、厳は微塵みじんも表情を動かさず、

「必要がなかったから教えなかった。それだけのことだ。才能のない人間に半端な技術を教え込んだところで、それは教える側にとっても教えられる側にとっても無益なことだからな」

　さもあたりまえだとばかりにそう返して、「いや」と一言告げ言葉を続ける。

「無益で済むならまだいい。最悪なのは今のお前のように、半端な力で半端に結果を出すことだ」


（…………!?）



「ど、どういう、こと？」

　言われた言葉の意味が理解出来ず、一輝は問いを返す。

　対し厳は一度目を閉じて、その鉛のように重い声で自らの言葉の真意を語った。

「……黒鉄家は魔導騎士が『侍さむらい』と呼ばれていた時代から、日本の伐刀者ブレイザーたちをまとめてきた由緒ゆいしょある家だ。我々にはこの国の騎士たちをまとめ上げる責任がある。

　だが、騎士を一つの組織のもと、団結させるというのは難しい。

　なぜなら、騎士たちは一人一人が超常の力を持つ超人なのだから。

　誰も彼もが一個人の手には余る力を持っているから、普通の人間のようにはいかん。

　そういった者たちを組織という箱の中に納めるために必要なのが、序列という秩序だ。

　目に見える形で公的な序列を設け、個々の力量に応じた適切な格付けを行う。

　それによって個々の役割を自覚させ、組織としての調和を保つ。

　これは大切なことだ。組織というのは大小の歯車一つ一つが、各々の適切な役割を自覚し、適切な動作をすることで初めて正確に機能するものだからな。上にも下にも、それぞれ適切な役割が存在する。下の者が上の者を見下し『コイツよりも自分のほうが優れている』と思い上がって、その役割を逸いっするようなことがあってはならない。……だからこそ一輝、お前のような存在は組織にとって害悪なのだ。

　お前のような『何も出来ない』はずの人間が『何かをしてしまう』と、下の者たちが不毛な思い上がりを抱く。自分にも何かが出来るはずだ、などと増長し、自らの役割を逸した働きをしようとする。そして、その大半は歯車自身にも組織にとっても不毛な消耗だけをもたらす。なぜならランクというのは絶対ではないにしろ往々にして正しく、それを覆す例は非常に稀まれなことだからな。故にそういった不毛は避けなければならない。だから私はお前に言ったのだ。何も出来ないお前は、何もするな──とな」

　淡々と語られる厳の言葉。

　厳という人間の行動を決定づける理念がそこには存在している。

　それを一輝は今日、初めて目まの当あたりにして、黒鉄厳という人間を理解した。

　黒鉄という家が代々受け継いできた役割を全まっとうする。

　そのために、自らに、そして他人に鉄の掟おきてを課す、生きた秩序。

　それが……彼の父、《鉄血てっけつ》の二つ名を持つ魔導騎士の姿だったのだ。

　しかし、


「ちょっと…………まってよ…………」



　しかしそれは……、

「じゃあ父さんは、家の恥になるから僕に何もするなって言ったんじゃないの？」


「あたりまえだ。家のことなどどうでもいい。黒鉄の役割はこの国の騎士たちの調和を守ることにある。そしてそのためには何も出来ない者にも何も出来ない者なりの役割がある。…………一輝、認めて欲しいと言ったな。ならば、──今すぐ騎士をやめろ」



「っ！」

「何も出来ないお前は、何もするな。今も昔も、私がお前に望むのはその一事だけだ」

　その一言に、一輝はいよいよ父がこれらの言葉を本気で言っていることを確信する。

　だがそれは、あまりに受け入れがたい事実だった。

　なぜなら、

（じゃあ僕は、この人にとって、なんなんだ……）

　父は本当に自分を嫌ってなどいなかった。

　でも、こんなことならいっそ……望む才能を示さなかったから嫌われていたほうがマシだった。

　だってそれは……僅かばかりは望まれていたということなのだから。

　しかし、現実はそうではなかった。

　厳は一輝に何の願いも、何の想いもかけてはいなかったのだ。


（そんなの……あんまりじゃないか…………）



　嫌うとか嫌わないとか、そんな次元じゃない。

　路傍ろぼうの石とかわらない。

　好意や悪意。そんなものを持つことすら馬鹿らしい。

　一輝は厳にとってそういう次元の存在だったのだ。

　その事実を知り、確信し、一輝の中から冷たい悲しみがあふれ出す。


「っ…………！」



「ん？　なんだお前。なにを泣いている？」

　ぽろぽろと、一輝の瞳から零れる涙。

　それを見て、厳は不可解そうに眉をひそめる。


　一輝はその厳の反応に…………思い知った。



　彼は心の何処かで、ただ一人の父親との繫がりを求めていた。

　いつかまた、理解し合える瞬間が来ることを、心から望んでいた。

　だけど、

（……ああ、そうか）

　この涙の意味がわからないほど、それほどに、





（僕とこの人は、決定的に、切れていたんだ…………）







　瞬間────

　ぎしり、と…………



　一輝の心の中で、何かが、

　なにか、とても大切なものが、音を立てて傾かしいだ。

　そして、そこを始まりとして……黒鉄一輝という精密機械にんげんのすべてがおかしくなりはじめた。





◆◇◆◇◆







「…………」



　突然泣き出した一輝はそれ以降、何を尋ねてもすすり泣くばかりでなんの反応も返さなくなった。

　なので厳は仕方なく話を切り上げて部屋を出た。

　そしてそのままエレベーターで最上階の執務室へ戻る。

　そこに、赤い服を着た樽たるのような体型の男が待っていた。

「どぉもどぉもこんにちわご当主様。ああ、もうとっくにこんばんわですかねぇ？」

「赤座か」

「どうでしたかねぇ？　彼のご様子は」

「相変わらずよくわからん男だ。王馬あにほどではないがな」

「性格の話ではなく、こう、体調を崩している様子とかはありませんでしたか？」

「どういうことだ？」

「んっふっふ。いやね、彼の食事にはちょーいとばかり細工をしておりまして、身体と心の調子を同時に壊す薬物が入っているんですぅ」

「……憲兵時代の自白剤遺産か。ずいぶんと直接的な手を使ったな」

「向こうがこっちをよく知っているように、彼の頑固さは私たちもよぉく知っています。もともと査問程度で崩せるなんて思っていません。査問はあくまで隔離のための口実です。現状事態はすべてこちらの想定通りに推移しています。あとはヴァーミリオン国王の来日に合わせて──」

「別に説明しなくていい。大体の想像はつく」

　言って、厳はプレゼンを始めた赤座を黙らせる。

「この件はお前に一任している。どんな手段を使ってもかまわん。好きにやれ」

　ただし──

「失敗は許さん。必ず一輝を追放しろ」

「はい。心得ております。んっふっふ。まあ見ていてください」

　そう言って赤座は退出する。

　部屋に一人になり、厳は何かを考えるでもなく、ふと執務室の壁に掛けられた、歴代の長官の顔写真に目を向けた。

　その半数以上が黒鉄の姓を持つ者だ。

　写真の数だけ責任があり、彼らは代々それを受け継いできた。

　今ここにいる、厳自身もまたその一人。

　だからこそ、彼は徹底する。

　自らが思い描く、大多数にとっての最良を。

（己おのが領分をはみ出さない分相応な生き方。それこそが大多数の人間にとって幸福な生き方だ）

　一輝のように、自らの無力をはねのけられる人間など、そう多くはないのだから。

　無駄な希望や貰もらい物の自信は、本人にとっても組織にとっても損失しか生み出さない。

　ならば、そんなものは必要ない。

　自らが運営する組織には、あってはならない。

（だから、どんな手を使ってでも排除する）

　たとえ自分の息子であったとしても、情なさけ容赦ようしゃなく。

（それが私の責任だ）

　すべては鉄の秩序のために。

　今も昔も、それが《鉄血》黒鉄厳のたった一つの正義だった。





◆◇◆◇◆






　一輝が『倫理委員会』に連れ去られてから十日が経ったその日。

　連盟日本支部では一輝の選抜戦十八戦目が行われた。

　対戦相手は無名のＥランク。

　随行したのは担任の折木おれき有里ゆうりだ。

　そのことを事前に加々美から聞かされ知っていた珠雫は、有栖院を伴って折木の帰りを正門の前で待っていた。

　日が傾き始めた頃、折木が一人で帰ってきた。

　珠雫と有栖院はすぐに彼女に駆け寄り、今日の試合の結果を尋ねる。

「折木先生。お兄様は……、どうでしたか？　勝てましたか？」

　その問いに、

「え。あ……うん。無事十八勝目の勝ち星をあげたよ」

　折木はなにやら煮え切らない口調で返事を寄越よこした。

　もちろんすぐに有栖院が追及する。

「何か、気にかかることがあるのかしら？」

　折木はしばし、言うまいか考え込む素振りを見せるが、相手が一輝の肉親である珠雫だということもあり、彼女は隠すことなくそれを伝える。


「…………実は、黒鉄くん、なんだか体調が悪そうだったの」



「お兄様が、ですか？」

「うん。顔色も悪かったし、ずっと苦しそうに咳せき込んでて……」

　それでもすんなり勝っちゃうあたりはすごいけど、と付け加える折木。

　珠雫と有栖院は顔を見合わせた。

「ステラちゃんの風邪がうつったのかしら」

「あり得ない話じゃないわね」

　そうでなくても一輝は奥多摩おくたまでずぶ濡れになったと聞いている。

　そこに査問会の疲労が重なれば、体調を崩してもおかしくはない。

　珠雫と有栖院はそう考えた。

　だが──

「……いや、たぶん、あれは」

　病気に詳しい折木は気づいていた。

　一輝の容態ようだいが、ただの体調不良ではないだろうということに。

　しかし、

「先生？」

「ううん。なんでもない。それじゃあ先生は今から理事長先生のところに行くから」

　折木はその言葉を引っ込めて、立ち去る。

　生徒である彼らに言ったところでどうしようもない。

　いたずらに珠雫の不安を煽るだけだと判断したのだ。

　だが、聡さとい二人は気づく。

「……折木先生、何か言いかけたわね」

「先生は病気に詳しいからね。もしかしたら、一輝の症状に何かを感じたのかもしれない」


「それは…………ただの風邪じゃない何か、ってこと？」



「たぶんね。もしかしたら、一輝は何かされているのかもしれない」

　その言葉に、珠雫は背筋が寒くなる感覚を覚える。

　連中なら、父なら、それをやりかねないことを彼女は知っているから。


「お兄様……、どうか無事で…………」



　すべては手の届かない地下深くで行われていること。

　彼女にはどうすることも出来ない。

　祈ることしか出来ない自分が、とても歯がゆかった。





◆◇◆◇◆






「コラ！　何をぼーっとしておるか!!」

　酒焼けした怒鳴り声と共に、顔面に査問員用の飲料水をぶちまけられ、一輝は目を開いた。

「査問中に居眠りとは、不真面目にもほどがあるわ！」

　耳元で怒鳴りつける前髪の薄い丸眼鏡をかけた中年。

　彼のがなり声はとても大きく、狭い部屋によく響く。

　しかし、そんな声も今の一輝には遠かった。

（……そうか。僕はまた寝ていたのか）

　査問開始から二週間。

　ここに来て一輝の疲労はピークを迎えていた。

　長期間にわたる監禁。何十回も繰り返される同じ問答もんどう。一度として聞き入れられない主張。

　いずれも人間の精神を刮こそぎ取るには十分なもの。

　それに加えてここ数日、一輝は突然の高熱と咳せきに苦しめられていた。

　肺がまともに機能していない。

　どれだけ空気を吸おうとしても、そのたびに激痛が走ってまともに息も出来ない。

　慢性的な酸欠に意識が朦朧もうろうとする。

　最低でも肺炎。ともするともっと悪い状態になっているかもしれない。

　それは本来ならばすぐにでも病院に行かなければいけないような症状だが、『倫理委員会』はそんなことを許しはしない。

「ふん。都合が悪くなったら仮病か。ガキのやりそうなことだ」

　もはや意識も朧おぼろな一輝をここぞとばかりに追い詰める。

　一分一秒も休ませはしない。

「では話の続きだ。君と新宮寺理事長との間に存在する密約について。君は前理事長体制のもと適性不足と見なされて留年したわけだが、その事実をないがしろにするこの密約は、明らかに倫理的に問題があると我々は考えており──」

　その問答も何度も何度も行った。

　前理事長体制での留年判定はありもしない適性水準を設け、一輝を授業に参加させなかったことによる留年であり、正当性がないと。

　そんなこと……『倫理委員会』は言われずともわかっているはずだ。

　彼らこそが、前理事長にそうするように仕向けた張本人なのだから。

　だが、赤服たちは聞き入れない。

　問いは投げる。疑問はぶつける。しかし答えは聞かない。

　答えは聞かずに、ただ印象が悪いだの、反抗的だだのと述べ立てる。

　それによる徒労とろう感は、今の一輝にはかなり堪える。

　しかしそれでも彼は反論を口にしようとして、


「…………ぁ、か、ゲホッ！　ゴホッゲホッ!!」



　咳き込みながらその場に崩れ落ちた。

「貴様ァ！　何を勝手に座っとるか！　根性が足りんわ軟弱者が！」

「ぐ……ッ！」

　丸めがねに後頭部を思いきり踏みつけられて、一輝は床に鼻を強打した。

　ツン、と鉄臭い臭においが鼻腔びこうに満ち、ポタポタと赤い雫しずくが床を汚す。


（…………惨みじめだな）



　今の自分の有様を思い、一輝は苦笑するしかなかった。

　この体調が人為的なものであることは薄々彼も感づいている。

　おそらく、なんらかの薬物による体調不良だと。

　しかし、通常の一輝ならば少々体調が悪くなったところで、ここまで崩れたりはしなかっただろう。

　やはり決定打は、父・厳との面会だった。

　一輝は信じてしまっていたのだ。

　どれだけ遠くとも、どれだけ冷たくとも、どこかで、僅かに、自分と父は繫がっているものだと。

　ずっと、心のどこかで信じてきた。信じてしまっていた。

　それが、これ以上ない形で裏切られ、その事実に精神の安定が崩れた。

　バランスを崩した精神では、病に冒された身体を支えることは出来ない。

　そして一度崩れたら、あとは底なし。

　一輝の心と体の調子は坂を転がるように崩れていった。

　そのなれの果てが今の一輝だった。

「まあまあそのくらいで勘弁してあげてくださいな」

　ふと、赤座が席を立ち、一輝の頭を踏みつけている男を立ち退かせる。

　そして細い眼に趣味の悪い笑みを湛たたえて、一輝の側にかがんだ。

「んっふっふ。ずいぶんと、お辛そうですねぇ」


「…………」

「まあこれだけ査問が長引けば無理もありません。だけどわかって欲しい。私たちだって君が立派な騎士であるということを証明するために頑張っているんだと、ね。…………ですがぁ、このままでは少々埒らちがあかない。そこで、私は考えたんです。君の適性に疑問を抱いている連中を残らず黙らせることが出来る素敵な方法を。教えて欲しいですかぁ？　教えて欲しいですよねぇ？」



　どうせろくなことじゃない。

　わかりきっているので興味もなかったが、問わなければ話が進まない気がした。


「……なんですか、それは…………、っ！　ゲホッ！　ガホゴホッ！」



　咳き込みながら一輝が尋ねると、赤座は満足そうに頷き言葉を続ける。

「んっふっふ。いえ別に特別なことじゃないですぅ。一輝クンも知っているでしょう。己の運命を剣で切り拓ひらくのが騎士の習わしだと。なら、その古くからの風習に沿おうじゃあないですか」

（……風習に？）

「つまりぃ、一輝クンと一輝クンの適性に疑問を持つ者たちの諍いさかいを、明日の選抜戦最終戦の勝敗に委ゆだねようということですぅ」

　勝敗に委ねる。

　その言葉で一輝は赤座の言わんとするところを理解する。


「代理人を、立てての『決闘』…………ですか」



「そのとおり。『決闘』による決定は我々騎士にとっては絶対。決して違たがえてはいけない不文律ふぶんりつです。どれだけ道理を外した無茶であれ無理であれ、『決闘』によって決められたことには従うのが騎士の習わしです。それは連盟とて同じこと。この『決闘』の約束をして、その上で力を見せつけ勝利をもぎ取れば、もはや誰も一輝クンの騎士としての資質に疑問を差し挟むことは出来ません。一輝クンにとっては、まさに起死回生の逆転チャンス。やるしかないでしょう？　ねぇ？」

「つまり、僕が明日勝てば、……それでもう僕のことは放っておいてくれるんですか」

「えぇ、えぇ。もちろんですとも。……ただ、現状一輝クンの明日の対戦相手はランクＥの三年生。……正直こんなレベルの低い騎士を倒したところで、一輝クンの力の証明にはなりづらい。それでは皆が納得しない。この決闘には、相応の役者を用意する必要があります」

　まあ、そんなことだろうとは思った。


「ゲホッ、…………だれ、なんですか。……その、役者は…………」



　問いに赤座はこれ以上ないくらい笑みを深くし──




「我々『倫理委員会』は、──《雷切》東堂とうどう刀華とうか生徒会長を指名するつもりです」




　その刺客しかくの名を告げた。

　それは、一輝がたとえ万全であったとしても凌しのぎを削るだろう相手。

　破軍学園校内序列一位にして、前年度七星剣武祭ベスト４。

　今、地の底で這はいつくばっている一輝には、あまりに荷が重い敵だ。

　こんなもの、受ける必要はない。

　いずれステラの父との面会はなされる。

　そこまで耐え続ければ、すべての決着はつくのだ。

　ここにいる赤座たちの手の届かない場所で。

　大体、こんな戦いは駆り出される刀華にも失礼な話だ。

　一輝に受ける道理はない。

　しかし──

「ああ、ちなみにこの話、ヴァーミリオン国王にももう通してあります。と、いうか……少々こちら側の手違いで国王にはもう決闘は決定事項として伝わってしまったんです。いやぁまったく申し訳ない。しかも国王は非常に強い興味を持っておられましてねぇ。その程度の試練も乗り越えられない男に娘はやれん！　とまぁこんな調子でしてぇ、ええ。ここで受けなければ～、んぅ、これは大変心証がよろしくないでしょうなぁ」

　赤座は的確に一輝の逃げ道を塞ふさぐ。

（……そうか。はじめから、こういう展開に持っていくつもりだったのか）

　そこで一輝も気づく。

　査問はそもそも、自分を破軍から隔離するための口実。

　赤座たちもただの精神的リンチで一輝が音を上げるなどとは思っていなかった。

　すべてはこの約束を取り付けさせて、絶体絶命な決闘を一輝に強しいるため。

　そのための謀略ぼうりゃくだったのだ。

「もちろん、男らしく戦ってくれますよねぇ？」


「…………」



　一度『決闘』ともなれば、もはや道理も正義も何もかもが無意味となる。

　すべては戦いの結果。

　それが古いにしえよりの騎士の習わしだ。

　一輝に何一つ非がなくとも、決闘に負ければ彼は悪となる。

　悪となり、すべてを失うことになる。

　──酷い話だ。

　リスクは大きく、得られるものは何もない。

　強いて言えば、一輝に本来ならばあたりまえに与えられるべき自由が戻ってくる程度。

　本当に、酷い話だ。だけど──


「…………わかり、ました。やります」



　一輝は苦渋に満ちた表情でそう返事をした。

　逃げ道がすべて断たれていたからそうせざるを得なかった。

「ふ、はは、ふはははは！　すばらしいすばらしい！　そうでなくては！　んっふっふ！　それでこそ男の子ですよぅ！　皆様も聞きましたね！　今の彼の言葉をっ！　この瞬間、すべての決着は明日の決闘、その勝敗に委ねられました！　すべての裁定は古よりの騎士の習わしに従い、剣により決められる！　そしてその誇り高き裁定に異論を挟むものは存在しないでしょう！

　ではここに、──査問会の終了を宣言いたしますッ！」




　こうして、逆境の《落第騎士ワーストワン》はさらなる絶望的な戦いに身を投じることとなった。

　相手は一輝の得意距離であるクロスレンジに不敗の勢力圏を誇る《雷切》。

　その万全の体調ですら危うい相手に、彼は絶不調の身体を引き摺ずって相対する。

　己の未来、そのすべてを賭けて──。

　だが、その戦いを前に、一輝はいつかの泡沫うたかたの言葉を思い出す。

『あの子と君では、背負っているモノの重みが違う』

　そうだ。

　刀華はあの華奢きゃしゃな両肩に、一輝などには想像もつかないほどの多くの期待や願いを背負っている。

　それは施設の子供たちだけにとどまらない。

　全国ベスト４とは、それだけ多くの憧れを背負うということなのだから。


　そんな誇り高い人間を…………本当に倒せるのか？



　実の父親にすらなんの願いも託されていない、こんな無価値で空っぽな人間の剣で。
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「うん。大丈夫。私は元気たい。……うん。

　明日の試合で校内戦は最後になるかな。

　え？　東京とうきょうさ応援に来る？　お、横断幕作ったと!?　みんな気ぃ早すぎたい！

　それに今年の七星剣武祭しちせいけんぶさいは大阪おおさかやけん。……うん。そうたい。

　ともかく、勝っても負けても、選抜戦ば終わったら一旦そっちに顔見せにいくけん。

　うん。……じゃあね。野菜、ありがとう。みんなにもありがとう言っといて。

　お母さんも、身体からだば気ぃつけてね。……ばいばい」




　別れの挨拶あいさつを交わし、刀華とうかは生徒手帳の通話機能をオフにした。

　液晶ディスプレイに汗が貼り付いている。

　表示されている通話時間は五十分。

　ずいぶんと長電話をしてしまったようだ。

「院長先生元気にしてた？」

　生徒会室のソファーでこぶし大の真まっ赤かなトマトをかじりながら、泡沫うたかたが通話先の相手のことを尋ねてくる。

　二人が世話になっていた孤児院『若葉の家』の院長先生の様子を。

「元気元気。もうすっかり元通りって感じだったよ」

　院長先生──、刀華が『お母さん』と呼ぶ初老の女性は、去年心臓発作を起こして倒れた。

　あのときは刀華は夜通し泣き続けて、普段飄々ひょうひょうとしている泡沫ですら青い顔をしたものだが、今の電話口での声を聞く限り、どうやらもうすっかり容態ようだいは落ち着いて元気を取り戻したようだ。

　むしろ元気すぎるくらいだ。

　なにしろ──

「もう横断幕作っちゃったんだって？」

　それだ。

　まだ選抜戦の勝利も決まっておらず、代表入りも決定していないというのに、院長先生と施設の子供たちは七星剣武祭に持っていく横断幕を作ってしまったらしい。

　さすがの刀華もこれには絶句である。

「みんな気が早いんだから……ほんとに」

「それだけ期待されてるってことだよ。『若葉の家』の子供たちにとって、《雷切らいきり》はヒーローであり希望なんだから」

　言って、泡沫は『若葉の家』から届けられた、野菜の詰まった段ボールの中に入っていた写真を刀華に手渡す。

　その写真の表には泥だらけになって野菜を収穫する施設の子供たちの笑顔が、そして裏には覚えたての文字で一生懸命書かれたエールがある。

　そう、まさしく『若葉の家』の子供たちにとって、刀華はヒーローなのだ。

　同じ親なしの、同じ施設の出身者が、この世界の最前線で堂々と戦っている。

　戦って、勝ち続けている。

　その姿は『若葉の家』の子供たちの憧れだ。

　いつか自分も彼女のように、光り輝ける存在になりたい。

　その夢と、夢に立ち向かう勇気を刀華は与え続けている。

　そしてまた、刀華自身も自分がそういう存在であることを自覚していた。

　だから、負けない。負けられない。

　そういった期待をプレッシャーではなくさらなる自分の力に変えられる。

　それこそが、《雷切》東堂とうどう刀華の一番強い部分だった。

（これは、後でゆっくりと読もう）

　一度写真を愛いとおしそうに胸に押し当てて、刀華はそれを鞄かばんにしまう。

　そして、届けられた段ボール箱いっぱいの野菜に目を向けた。

　トマトにナスにキュウリ──、施設の菜園でとれた夏野菜の詰め合わせだ。

　どれもこれもゴツゴツと形が定まっていないあたりに、言葉に出来ない暖かみを感じる。

「わぁ、見てうたくん。このナス、こんなに太くて立派だよっ。ナスカレーなんかも美味おいしいかもね」

「うん黒くて太くて立派だね」

「も、もう！　そないおやじみたいなこといって！」

「ははは。でもこんなにあっても腐らせちゃうから、明日学食に持っていかないとね」

　ふと、泡沫が呟つぶやいた言葉。

　その言葉に、刀華は僅わずかに表情を曇くもらせる。

　嫌いやなことを思い出したからだ。


「…………明日、かぁ」



　先ほど、彼女の元に一つの連絡が来た。

　連絡してきた相手は理事長・新宮寺しんぐうじ黒乃くろの。

　その内容は、──明日の対戦相手の変更。

　しかもその相手が、今世間の話題の渦中かちゅうにいる《落第騎士ワーストワン》ともなれば、──そこに何かしらの作為を感じずにはいられない。

　そこを刀華は問いただし、黒乃もそれを隠さなかった。

　黒乃の口から語られる一輝いっきの置かれた逆境は、まさしく筆舌ひつぜつに尽くしがたいものだった。

　彼を取り巻く悪意は、彼を最悪のコンディションに追い込んで、その上で自分という刺客しかくを差し向けたのだ。

　しかし、それが刀華にとっても不本意なことは言うまでもない。

「刀華は、その『決闘』の代理人を引き受けるの？」

　そのことを泡沫もよく理解している。

　だから、彼は表情を曇らせた刀華に、気遣うような口調で尋ねた。

　対し、刀華は目を伏せて、

「私に決定権なんてないよ。理事長先生も言っていたけど、私にとってはあくまでただの選抜戦最終戦なんだから」

　そう、一輝にとっては決闘でも、刀華にとってはあくまで選抜戦だ。

　対戦相手が変わるだけで、自分も勝敗以外の何かを賭けさせられるわけでもない。

　そしてここまで急な変更はなかったが、対戦相手が何かしらの事情で変更になることはこれまで幾度かあった。

　だから刀華も強く抗議は出来ない。

　だけど、

「でも、気持ちはそうはいかないだろう？」


「うん…………」



　だからといってこの胸がつかえるような嫌な感じが割り切れるわけじゃない。

　刀華のように心優しい少女ならなおさらだ。

　……故に、彼女は一つ、手を打っていた。




　こんこん。




　ちょうどよく、来客が生徒会室のドアを叩たたく。

「こんな時間に誰だろう？」

「私が呼んだの。入ってきて」

「失礼します」

　扉を開けて入ってきたのは、ビスクドールを思わせる小柄な少女。

　かつて刀華と死力を尽くして戦った、《深海の魔女ローレライ》黒鉄くろがね珠雫しずくだった。
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「これは、意外なお客さんだね」

「……私も、こんな夜更けによりにもよって自分に唯一の黒星を付けた人間に呼び出されるなんて思ってもいませんでしたよ」

「はは。ごもっともだね。ああそうだ、トマト食べる？　甘くて美味しいよ」

「……もう歯を磨いてしまいましたから結構です。それに、トマトを食べさせるために私を呼んだわけじゃないでしょう。──生徒会長。私になんのご用ですか？」

　珠雫は本題を急せかした。

　……女々めめしい。そう自分でも思う。

　しかし自分にとっての夢だった、兄と一緒に全国へ行くという目標を打ち砕いた人間と面と向かって話すのは、どうしても居心地が悪い。

　そのあたりの気持ちを刀華もまたくみ取った。

　だから彼女は単刀直入に、珠雫をここに呼びつけた理由を語る。


「実はさっき理事長先生から話があって、……珠雫さんにも無関係なことじゃないから、伝えておこうと思って────」



　刀華の口から語られたのは、明日の対戦カードが急に変更されたこと。

　そして、その戦いに一輝が己おのれの未来のすべてを賭けて挑まざるを得なくなったことだ。

　一つ、一つ、悪意に満ちた真実を聞かされるたびに、珠雫の表情に怒りが満ちる。

　やがてすべてを聞き終えた彼女は、


「…………っ、下衆げすめ……ッ！」



　怒りに翠みどり色の瞳を輝かせて、そう口汚くここにいない者たちを罵ののしった。

　それから、刀華に尋ねる。

「……生徒会長は、戦うんですか。体調を崩したお兄様と」

「生徒会長といってもただの生徒の一人でしかありません。異論を唱えたところで、組み合わせを変更させる力は私にはないですから」

　刀華としてもこんな戦いは不本意だが、こればかりは仕方ない。

　しかし、──それでも仕方ないと割り切れないからこそ、刀華は珠雫をこの場に呼んだ。

「だから珠雫さんに、黒鉄くんの家族である貴女あなたにお願いがあるんです」

「私に……？」

「はい。……珠雫さん。黒鉄くんに、棄権きけんすることを奨すすめてくれませんか？」


「…………え？」



「黒鉄くんの体調は相当悪いらしいです。最低でも肺炎。……もっと悪い場合もあると聞いてます。はっきり言って、とても戦える身体じゃありません。……だけど、ほんの数日の交流だったけど、私は黒鉄一輝という騎士を目にしました。その感想から言って、彼はたぶん、その満身[image: 創]痍まんしんそういの身体を引き摺ずってでも戦いの場に上がってくると思います。破れかぶれじゃない。本気で私に勝つために。確かな勝算と決意を胸に抱いて」

　そして──

「そして私もまた、向かってくる相手に手は抜けない女です。彼が決戦の場に上がってきたのなら、私は全霊をもって彼の相手をするでしょう。その結果、たとえ不幸な事故が起きてしまおうとも」

「……ッッ！」

　瞬間、珠雫の総身を戦慄せんりつが駆け抜けた。


（この人…………、本気だ）



　眼鏡めがねの奥。

　そこで冴さえ冴ざえと輝く刀華の眼光を見て、珠雫は確信する。

　刀華は、今何一つ大げさなことを口にしていない──と。

　そう彼女は、一輝を殺してしまう場合のことも考えている。

　そして、その最悪の未来を見ているからこそ、彼女は珠雫をここへ呼びつけたのだ。

「お願いします。黒鉄くんを止めてあげてください。それが出来るのは、家族である貴女だけだと思います」


「…………」



　珠雫は、すぐには言葉を返せなかった。

　自分がどうするべきなのか。

　どうすることが正しいのか。

　それがわからずに、


「……一晩、考えさせてください…………」



　そう絞り出すことが精一杯だった。
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　珠雫が部屋を去ってから、刀華はぽつりと胸中の不安をこぼした。

「明日、黒鉄くんが棄権したとしても、戦って私が勝ったとしても、──私は……こんな戦いで全国に行ったことに、胸を張れるのかな」

　思い出すのは野菜に同封されてきた写真の笑顔と、応援のメッセージ。

　彼らのまっすぐな期待と憧れに足る戦いをすることが出来るのだろうか。

　それが、どうしようもなく不安だったのだ。

「刀華」

　ふと、不安を口にする刀華の手が、小さくて温かい温度に包まれる。

　それは泡沫の手だ。

　彼は刀華の手を握り、彼女よりずっと低い視点から彼女を見上げて、


「確かに、いろいろなことが大人の勝手な都合で無茶苦茶にされたけど、それでも刀華は刀華さ。君は君自身に胸を張れる戦いをすればいい。ボクたちはそんな君が好きなんだから。…………そして、たぶん後輩クンもそれを望んでいるよ」



　自らが確信を持つ真実を告げた。

　周りが何を考えていようが関係ない。

　刀華が刀華らしくあってくれれば、それだけで満足なのだと。


　その言葉に、…………刀華はようやく表情に微笑ほほえみを浮かべることが出来た。



「うん。……ありがとう。うたくん」

（そうだ。もともと、私に出来るのはそれだけなんだから）

　自分に出来ることを、精一杯やればいい。

「よーし！」

　刀華は一声発して、自らの頰を両手で叩く。

　鋭い痛みが、迷いや戸惑いをかき消してくれた。

　──もう、迷わない。

（明日、身体を引き摺ってでも自分に向かってくるというのなら、そのときは容赦ようしゃはしない）

　情け容赦なく、一人の騎士として渾身こんしんの力と敬意をもって相手をする。

　そして、勝つ。

　必ず、勝つ！

（勝って、──胸を張って七星剣武祭へ行こう！）




　こうして、決戦前夜の夜は更けて──

　破軍はぐん学園は、運命の七星剣武祭代表選抜戦最終日の朝を迎えた。
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「やれやれ。まだ夏も始まりだというのに。今年も暑くなりそうだ」

　代表選抜戦最終日の朝。

　破軍学園の最寄り駅で、駅長が掃き掃除をしながら額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　空は抜けるような晴天。

　遮さえぎられることのない日差しが降り注ぐ猛暑だ。

　こんな季節に、ぴっちりした紺の制服は少々堪こたえる。

　ふと、彼は近づいてくる電車の走行音に気づき、顔を上げる。

　ホームに各停の電車が入ってきたのだ。

　電車はゆっくりとホームに停車し、扉を開く。

　駅長は降りてくる客の邪魔にならないように三歩後ろに下がった。

（まあ、この時間にここで降りる人なんていないんだけどね）

　なにしろこの駅から行ける場所といったら破軍学園くらいのもの。

　休日、生徒たちが遊びに出かけているときはともかく、平日のこの時間帯に、全寮制である破軍学園の最寄り駅に立ち寄る者はいない。

　そのはず、なのだが──

（ん？）

　開いた電車の扉から、のそりと、男が出てきた。

　ぐにゃりと曲がった背。

　老人か。

（珍しいな。平日のこの時間に人が来るなんて）

　一体どんな人物なのだろう。

　そんな何気ない興味から駅長は降りてきた老人に目を向ける。

　そして、絶句した。

　降りてきたのは老人ではなかった。

　まだ年若い男、いや少年だ。

　今が元気の盛りであろう年頃の少年が、老人のように背を曲げて電車から這はい出てきたのだ。

　だが、駅長が絶句したのは男が少年だったからではない。

　彼の、──黒鉄一輝の有様に驚いたのだ。


「はぁ…………、はぁ…………！」



　荒くはき出される息は掠かすれ、顔色は蒼白そうはくを通り越してもはや能面のような白。

　乱れた前髪の奥にある瞳は濁りきっており、生気というものが感じられない。

　そしてなにより──その額からにじみ、顎先から滴したたる汗の量が尋常ではなかった。

　いくら猛暑だからといっても電車の車内はクーラーが効いている。

　そこで滴るほどに汗をかくのは健常者の反応ではない。

「き、きみ。大丈夫かい!?」

「いぇ……、はい、だいじょうぶ……です」


「いや大丈夫には見えないよ！　今救急車を、……んっ、君は…………！」



　そこで駅長は一輝の顔を見てはっとする。

　自分の目の前にいるのが、今ヴァーミリオン皇女こうじょを誑たぶらかし弄もてあそんだと報道されている男だと気づいたのだ。

　そしてその瞬間、駅長の表情に明らかな嫌悪が浮かぶ。

　一輝はそれを見逃さない。

「しんぱいしてくれて、ありがとう、ございます。でも……すみません。……いそいで、ますので」

　駅長に対し、一輝はぺこり、と一度頭を下げて脇を通り抜ける。

　そしてそのまま駅の外へ出ていった。

「あっ……」

　フラフラとおぼつかない足取りで遠ざかる背中。

　その背中を見つめ、駅長は戸惑いを覚えた。

　メディアでは子供の頃から実家も手を焼くような札付きだと報道されている一輝だが、

（なんだか……ずいぶんと礼儀正しい子だったな）

　本人を見た後ではとても報道されている人間と同一人物とは思えなかったから。
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　一輝は駅を出て、そのまま破軍学園へ向かう坂道を上り始める。

　距離にして一キロ程度のなだらかな坂道だ。

　早朝のランニングでいつもステラと通っているコース。

　普段の一輝なら苦にもならない坂だが、今の一輝には、それは途方もなく長い距離だった。

　息を僅かに吸うだけで張り裂けそうなほど痛む肺は、もうまともに酸素を取り込んではくれない。


（苦しい…………）



　せめて、息が吸いたい。

　喘あえぐように口を開け、酸素を取り込むが──


「…………ぁ、ぐ、ゲホッ！　ゲホッ！」



　炎症した肺がもたらす激痛に、取り込んだ酸素をすべてはき出してしまう。

　血液中の酸素濃度は極端に低下し、唇は青紫色に染まる。

　高熱と酸欠による朦朧もうろうで一輝の意識はもうないに等しかった。

　そして弱りきった一輝の自我に代わって、薬物による幻覚作用が弱気なことばかりを考えさせる。


（……こんな状態であの《雷切》に挑むのか…………）



　そんなのは、無理だ。殆ほとんど自殺と変わらない。


（勝てない…………）



　それはもう明らかだ。

　そもそも自分のような空っぽな人間の空っぽな剣が、あの少女の剣を打倒出来るはずがないじゃないか。


（もう、眠ってしまいたい…………）



　例年をしのぐ猛暑の日差しと蟬せみの声の中、無人の坂を、たった一人で上る一輝の脳裏に弱音がかすめる。

　今ここで意識を手放す。一輝にとってそれはたまらなく甘美な誘惑だった。

　そのときだ。


「ぁ…………」



　小さな、ほんの小さな石につま先を引っかけ、一輝は受け身すらとれずに身体をアスファルトにぶつける。


（いけ、ない…………）



　起きなければ。

　そうしなければ、試合に間に合わない。

　間に合わなければ、負ける。


　負ければ…………







（あれ、どうなる…………ん、だっけ）






　脳みそがぐちゃぐちゃに溶けていく感覚。

　薬物による錯乱と高熱による朦朧で、一輝にはもう自分が今何をしているのか。何をしにどこを目指しているのかすらわからなくなってきた。

　そして、ぐちゃぐちゃの意識の中、一輝は自らの視界に、あり得ないものを捉とらえた。

（……あ）

　雪だ。

　いつの間にか空が黒ずみ、大粒の雪が降っている。

　こんな真夏に？

　あり得ない。だが、確かに──


（さむ、い…………）



　ガチガチと、身体が凍こごえ出す。

　その凍えに……一輝は思い出した。

（……そういえば、あの日もこんな雪の日だったっけ）

　新年を祝うため親戚が集まっていたあの日。

　いたたまれなくなって家を飛び出したあの日。

　誰も迎えに来ず、誰にも心配されず、たった一人で雪の中に蹲うずくまっていた。


（あの日から僕は…………何も変わらないな）



　一体、自分は何をしているのだろう。

　何一つ望まれず、何一つ成し遂げられず、何一つ、変えられなかった。

　昔も今も、変わらず吹雪ふぶきの中で蹲っている。

　だというのに、こんなにボロボロになって、一体何をしようというのか。

　わからない。

　何も思い出せない。

　ただどうしようもないほどに身体がだるくて、目蓋まぶたが重くて──

　一輝の意識は冷たい闇の中に落ちていった。
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　選抜戦最終戦。

　今日の試合数は普段よりもずっと少ない。

　試合をするのが、現時点で無敗を貫いている十二名だけだからだ。

　だから今日はいつにもまして観客が多い。

　特に《雷切》ＶＳ《落第騎士ワーストワン》の対決が行われる第一訓練場の人入りは大変な数だった。

　見物に来た生徒たちも、そこかしこで驚きの声を上げる。




「うっわぁすごい人だねぇ」

「そりゃそうだろ。《雷切》と《落第騎士ワーストワン》の対決はみんなが見たかったカードなんだから」

「ていうか、なんかカメラも入ってないか？」

「報道だろ。ほら例のやつ」

「ああ、《落第騎士ワーストワン》と《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》のスキャンダルか。でも校内って報道は立ち入り禁止じゃなかったか」

「今回の件は連盟がずいぶんと動いてるみたいだから、特例じゃないかしら」


「なぁ。…………お前らってさ、あの記事、信じてる？」



「付き合ってるのは間違いないだろ。二人とも否定してないし、あとすげえ仲良かったし」

「ていうか《狩人かりうど》との試合のとき《紅蓮の皇女》のほうがおもっきりコクってたしな」

「そーじゃなくて！　ほら、《落第騎士ワーストワン》の実家の証言とかなんかで書いてたじゃん。《落第騎士ワーストワン》が昔からどうしようもない札付きの悪たれで、今も女遊びをしまくってるとか」

「そっちか」

「……アタシは信じられないな」

「実は俺も。俺、霊装デバイスが日本刀だからさ、よく昼休みにあの人に剣の振り方とか立ち回りとか教えてもらってるんだよ」

「あ、それ私も。中庭でやってるやつでしょ。クラスメイトにせがまれて始めたってやつ」

「そうそう。そこでのあの人見てるから、正直新聞に書いてたようなことは信じられねえよ。だってこの大事な選抜戦の時期に、自分には何の得もないのにすげえ丁寧ていねいに教えてくれるんだぜ。そんな人が《紅蓮の皇女》を騙だましてたなんて、全然ぴんとこねえよ」

「でも証言してるのは実家なんだろ。ならやっぱりそのとおりなんじゃないか？　だって噓うそをつく理由がないじゃないか。身内なんだから。庇かばうために噓をつくことはあっても陥おとしいれるために噓つくなんてあり得ないだろ？」

「うーん。わかんねえー」




　がやがやと人の賑わいに混じって、一輝に纏まつわる疑問や疑念が交換される。

　その様子をすり鉢状の観客席の一番高い場所から見下ろしていた着物姿の小柄な女性、西京さいきょう寧音ねねが感心したように隣に立つ新宮寺黒乃に話しかける。

「ふーん。どうも他の子たちも報道をまるまる鵜吞うのみにしてるわけじゃあないみたいだぁね」

「ああ。黒鉄と直接面識のある人間は特にその傾向が強いようだ」

「見るからに人畜無害だもんねぇ、彼」

「だが、その真偽などもはやどうでもいいことだ」

　黒乃は苦虫をかみつぶすような表情で、その真実を告げる。

　そう、もう一輝を巡る一連の事象の真偽、正否、善悪、そのすべてはこの決闘の勝敗に委ゆだねられてしまった。

　故に一輝がどれだけ正しかろうと、赤座あかざたちがどれだけ間違っていようと、一輝が己の正しさを証明する手段はもはや勝利しかあり得ない。

「まったくしてやられたよ。大したクソ野郎だ」

　この展開は黒乃も予想していなかった。

　ステラの父が来るまで耐えきればいい。

　自分の考えの甘さに黒乃はうめく。

　すると、

「んっふっふ。褒ほめ言葉と受け取っておきましょぅ」

　ことさら嬉しそうなねばっこい声が、二人の横合いから聞こえた。

　二人揃って声のしたほうに振り向くと、そこには額から噴き出す汗をハンカチで拭う、暑苦しい樽たるのような男が立っていた。

「こんにちわぁ。いやー今日も暑いですねぇ」

「赤座委員長……」

　赤座の登場に黒乃と西京は揃って、その端正な作りの顔をしかめる。

　当然だ。歓迎出来るような相手ではない。

「赤狸あかだぬきがうちらになんの用さね」

　露骨にトゲのある口調で西京が問うと、赤座は「まあまあそう牙きばを剝むかないで」と笑い、

「いえいえ。私は用などないのですが、そこで偶然会った先生に、お二方のところへ連れていってほしいと言われましてねぇ。ああ、こっちです先生」

　二人の元へ、紋付もんつき袴はかま姿の小柄な老人を連れてきた。

「あぁ、やっと見つかったわい。これだけ敷地が広いとどこに何があるのかようわからんでな」

「げっ、じじい！」

　その姿に真っ先に反応したのは西京だ。

　それも当然。

　老人の名は《闘神とうしん》南郷なんごう寅次郎とらじろう。

　御年おんとし九十二歳の日本人最高齢の魔導騎士まどうきしであり、西京の師でもある男なのだから。

「ひょっひょっひょ。我が愛すべき愛弟子まなでしは相変わらず口が悪いのぉ。まあそこが可愛かわいいところなんじゃがの？」

「か、かわっ、……き、気持ち悪いこと言ってんじゃねーよ！」

「顔が赤いぞ寧音。素直に喜んだらどうだ」

「こ、こんな乾物かんぶつみたいなじじいにそんなこと言われても、う、うれしくなんかねーし！」

　そういう西京の顔には、言葉では繕つくろいきれない照れがあった。

（まったく素直じゃないやつ）

　彼女がこの世界の誰よりも、この老人のことを敬愛していることくらい、付き合いの長い自分にはとっくにわかっていることなのに。

「黒乃君も久しぶりじゃの。この間逢おうたときはだいぶお腹が大きくなっておったが、出産のほうは無事に終わったのかの？」

「ええ、おかげさまで」

「それはよかったよかった。しかし、ん～、出産を経験して黒乃君は一段と色っぽくなったのぉ。こう、腰回りがな、特に──」

「じじい！　なに来ていきなりうちの友達に色目つかってんだ！　ぶっ殺すぞ！」

「ひょっひょっひょ。寧音ももう歳なんじゃから、きーきー騒ぐばかりでなく黒乃君を見習って大人の色気を身につけんと行き遅れてしまうぞい？」

「南郷先生。心配なさらずともこの女はとっくに行き遅れております」

「い、いい、行き遅れてなんかねーし！　うちは女としての自分を目一杯楽しんでるだけだし！　一人の男に縛られるなんて馬鹿らしいだけだし！　つーかなんでくーちゃんそっち側なのさっ!?」

（南郷先生がいるときの寧音は可愛いからな）

　ついからかいたくなってしまう。

　普段可愛くない分、余計に。

　まあ、本人には言わないが。

「ところで、南郷先生はどうして今日ここに？」

　横で西京が「おいこら無視すんなぁー！」と憤慨ふんがいしているが、それもシカトして黒乃は南郷に尋ねる。

　まあこれは社交辞令のようなものだ。

　彼がここに足を運んだ理由は、黒乃としても大体想像はついている。

「そりゃもちろん、刀華の晴れ舞台を見に来たにきまっとるわい。……まあ七星剣武祭まで待ってもよかったんじゃが、相手が『黒鉄』の者とあっては足を運ばんわけにもいかんじゃろう？」

（やっぱり）

　そう、南郷は西京の師であると同時に刀華の師でもある。

　シニア時代の刀華に才覚を見いだして、それ以降彼女に自分の剣を教えてきた。

　今刀華の代名詞となっている《雷切》も、元はこの老人の技である《音切おとぎり》を刀華用にアレンジしたものだ。

　そして、それ以上の理由として──

「んっふっふ。南郷先生はかの大英雄・黒鉄龍馬りょうま氏と同じ時代を生きた、生涯のライバルでしたからねぇ。興味を持たれるのも当然ですぅ」

　南郷は九十二歳。

　大英雄・黒鉄龍馬と第二次世界大戦を共に駆けた戦友であり、同時に彼のライバルでもあった男なのだ。

　普通、校内選抜戦のカードなど外部には出回らないが、今回の戦いは報道を通して外部に垂れ流し状態になっている。

　自らの愛弟子と宿敵の血族が相争あいあらうことを知れば、その決着を見届けるために南郷が足を運んでくるのは当然のことだった。

　しかし──

「……しかしですね、南郷先生。今日はもしかすると、試合は中止になってしまうかもしれませんよぅ」

　ふと、赤座がありがたい顔にいやらしい笑みを貼り付けて、そんなことを言った。

「なに？」

　その言葉に黒乃は眉をぴくりと動かす。

　彼の声音こわねに言い表しようのないほどの悪意を感じ取ったからだ。

　そして、それとほぼ同時に、




『ご来場の皆様にお知らせいたします。

　東堂刀華選手対黒鉄一輝選手の試合時間となりましたが、

　まだ黒鉄一輝選手が控え室に到着しておりません。

　選抜戦規定により、今から十分以内に黒鉄選手が到着しない場合、

　不戦敗とさせて頂きますので、ご了承くださいませ』




　そんなアナウンスが会場に響き渡った。

「……確か、黒鉄は赤座委員長が車で一緒に連れていくから迎えはいらないと、そういう話ではありませんでしたか？」

　確かに昨日赤座はそう黒乃に言って、出迎えを断ってきた。

　だというのに──


「んっふっふ。いやぁ申し訳ない。すーーーーっかり、忘れておりましたぁ。ほんとーに申し訳ありません。しかし連盟支部からここまではそう離れておりません。電車を使えば一人でもやってこれるでしょう。……まあ、ずいぶんと体調が悪そうでしたからぁ、途中で倒れたりしてはその限りではないでしょうけどねぇ？　んっふっふ」

（この野郎…………）



　胸中に沸き上がる不快感に黒乃は鬱血うっけつするほど[image: 拳]こぶしを握る。

　その震える手に、小さな手が添えられた。

　西京の手だ。

　彼女は眉を吊り上げた黒乃を見上げ、口元を扇子せんすで隠して黒乃にしか聞こえない小さな声で諭さとす。

「短気はダメだぜくーちゃん」


「…………」



「どんな経緯であれ、黒坊くろぼうは決闘を受けたんだ。ここでうちらが茶々ちゃちゃを入れるのは道理じゃない」

「……」

「やるのは、全部が終わった後だ」

　頭に来ているのは西京も同じだった。

　その事実を確信し、黒乃はそっと自分の[image: 拳]を解く。

「ああ、確かにそうだな」

　そうして、二人で決意した。

　この戦い、一輝が勝とうと負けようと、この赤狸だけはここから生かして帰さないと。

　一方で赤狸こと赤座は、そんな二人の殺気には気づかずに、愉快そうに試合の始まらないリングを見ている。

　ここまで、すべてが順調だ。

　一輝を連盟から追放し、この一件を厳いつきの望む形に収めれば、彼は『倫理委員長』から『広報部長』へとそのポストを移すことを確約されている。

　支部の地下深くではない。もっと表の、明るい世界へだ。

　そうすれば、

（こんな汚れ役とも今日でおさらばですぅ）

　秘密警察との批判もあるような『倫理委員会』は、『憲兵けんぺい』時代こそ栄光の部署だったが、今やただの暗部でしかない。

　まともな人間ならば、こんな部署でくすぶっていたいわけがなかった。

　赤座としてもそれは同じ。だから、

（申し訳ないけど、一輝クンには徹底的に潰つぶれてもらいますよぅ）

　その結果、彼が死んだとしてもかまわない。

　それは自分の責任ではないのだから。





◆◇◆◇◆






　一輝の意識は吹雪ふぶきの中にあった。

　降りしきる雪の中、蹲りながら、彼は己の始まりを思い出す。

　ちょうどこんな、骨の髄ずいまで凍り付きそうな寒い日のことだった。

　今の黒鉄一輝が始まったのは。

　黒鉄龍馬に出会い、彼に自分を信じていいんだと生まれて初めて言われて、それがすごく嬉しかった。

　龍馬はあの数カ月後に、老衰ろうすいで亡くなってしまったが、彼のくれた言葉は、未だ自分の中に生き続けている。

　そして、いつか自分も、自分と同じように才能という壁の前に蹲って動けなくなっている誰かに、その言葉を贈れる人間になろうと決心して、その日からずっと、自分の限界と戦い続けてきた。

　あの出会いがなければ、今の自分はいない。

　龍馬との出会いは、一輝の誇りだ。しかし──




『その出会いは、本当に正しかったのか？』




　自分にそっくりな声のナニカが、耳元で囁ささやく。

『その出会いは、お前に苦痛と孤独しかもたらさなかったんじゃないのか？』

　じんわりとどろどろになった一輝の思考に過去の情景が浮かび上がる。

　小学生のとき。

　手の皮がズル剝むけて血まみれになりながら、《陰鉄いんてつ》を振り回し続ける幼い頃の自分。

　あの頃、自分がやっていることが正しいのか。それで本当に強くなれるのかもさっぱりわからなかった。漫画を参考書として真剣に読んでいたくらい、何も知らなかった時期だ。

　どれだけ行き詰まっても、誰も彼に教えをくれる者などいない。

　だから、茂みに隠れてこっそりと分家の子供たちの鍛錬たんれんをのぞき見しては、それを模倣し続けていた。


　それが…………とても寂しかったのをよく覚えている。



　黒鉄の家に来る剣の教師たちが他の子供たちに向ける優しさも厳しさも、自分には決して向けられることがないのだと、否応なく痛感させられるから。

　──次に浮かび上がってきたのは、ある道場での光景。

　中学生になった一輝が武者修行として行っていた道場巡り。

　そのうちの一つでの光景だ。

　一対一での勝負。その取り決めだったはずなのに、試合開始の合図が鳴った瞬間、背後から他の門下生たちが一斉に殴りかかってきて、その場に組み伏せられてしまったのだ。

『道場破りなんてなめた真似、二度と出来ないようにしてやるよ』

　そう言うと、一輝の対戦相手だった中年の館長は一輝の手を取ると、

　小指を力任せにへし折った。

　ゲラゲラと笑いながら、すべての指を。

　そこにいる誰一人として一輝を助けようとはしなかった。

　誰も彼もが本当に楽しそうに笑いながら、一本一本指をへし折っていく。

　あのリンチのときの痛みや恐怖は、今も強く記憶に焼き付いている。

　──最後に浮かんできた情景は、……一年前のもの。

『おいおい。無抵抗じゃ君の力の証明にならないだろう？　この《狩人》が直々じきじきに相手をしてあげるって言ってるんだ。反撃してきたまえよ』

　桐原きりはらに蜂の巣にされる自分と、それを冷たい目で眺める教師たち。

　そして、

『ごめん、黒鉄。俺はもう、お前と仲良く出来ない』

　彼の元から去っていった友人の言葉……。

　──一輝に似た声のナニカが囁く。

『そして今、お前はまたこんなところで這いつくばっている。

　黒鉄龍馬の無責任な言葉に誑かされたせいで。

　お前が父親の言うとおり、分相応な人生を送っていたら、こんな目にはあわなかった。

　こんな瀕死ひんしの身体を引き摺って、死にに行くような戦いの場に駆り出されることもなかった。

　分不相応な願いは自分を不幸にするだけだ。

　人にはそれぞれの才覚に見合った領分というものがある。

　そこからはみ出した人間が得るのは、苦痛と孤独だけ。

　なあ？　もう、いいだろう？

　もう、無駄だとわかっただろう？

　ならいい加減、楽になれ。

　死んだ亡霊の戯言ざれごとに、いつまでも縛られるな。

　このままここで寝ていれば、すべてに決着がつく。

　もう二度と黒鉄龍馬の言葉に苦しめられることもない。

　だから──』




　もう休め。




　ああそうだ。もう休めばいい。

　こんなこと続けていたって辛いだけだ。

　ここで眠っていれば、楽になれる。楽になれるんだ。わかっている。

　わかって、いる、のに──

「ぁ、あああ、アアアあっ！」

　膿うみ爛ただれた喉からひび割れた咆吼ほうこうを発し、一輝はアスファルトに倒れ伏した自らの身体を持ち上げた。

　そして一歩、一歩、踏みしめるような足取りで吹雪の中、坂を上り始める。

『もうやめろ。どうしてまだ自分を苦しめる？』

　問いかける声。

　その問いの答えは、一輝自身にもわからない。

　どろどろに溶けた思考と記憶では、何一つ考えることも思い出すことも出来ない。

　だけど──先ほどから、ずっと、意識の端に映るのだ。





　赤い…………炎。






　ハラリと揺らめき、燐光りんこうを散らす、炎のように赤い髪。

　それは誰の髪だ？

　この後ろ姿は誰のモノだ？

　今の一輝にはそれすら思い出せない。でも──

　それがちらりちらりと映るたびに、心がどうしようもないほどにざわめく。

　それが誰かもわからないのに、その髪が靡なびくだけで、冷え切った身体に熱が灯ともり、精せいも根こんも尽き果てた身体を突き動かす。

『もう休め。お前のような望まれない者に、あの《雷切》が倒せるわけがないだろう。行ったところで何が出来る？　今のお前に何が出来る？』

　そんなことはわからない。

　そもそももう何をしに行くのか、どこへ行くのかも一輝はわかっていない。

　でも、

（ああ、でも──）

　この胸に灯る熱。それを感じて、一つだけ一輝は思い出した。

（約束が、あったんだ）




『だ──、こう。───。騎──高──』




　それがどんな内容だったのかはよく思い出せないが、大切な人と誓った、大切な約束が。

　それだけじゃない。

　声が聞こえる。

　何を言っているのかはわからない。

　だけど、聞き覚えのあるいくつものざわめきのような声が、背中を押してくれている。


（なら、──いかなきゃ…………）



　それが一輝の答えだった。

　その答えに、先ほどから甘言かんげんを投げかけるナニカが、心底呆あきれたようにため息をつき、

『そうかい。あくまで自分を苦しめ続けるというんだな』

　黒塗りの顔に、歪いびつな笑みを浮かべた。

『だけど──無駄なことだ』

　瞬間──


（あ…………っ）



　ちょうど破軍学園の正門までやってきたとき、一輝の膝ひざが砕け、身体が崩れ落ちる。

　一輝の意志がどうであろうと、もはや身体のほうに限界が来ていたのだ。

　これ以上は進めない。これ以上は立ってられない。

　ここが黒鉄一輝という人間の限界だった。

『お前はもう、終わりだよ』

　一輝の身体は無情にも糸の切れた人形のように崩れ落ち、その身体は地面に倒れ伏す。

　二度と立ち上がることの出来ない地面に。

　──そのはずだった。


（…………！）



　だが、倒れ伏すその刹那せつな。

　ぎゅっ……、と。

　暖かく優しい力が、崩れ落ちる身体を抱き留めた。

　そして、その抱き留めた力は、何かを押し殺すように震える声で言った。

「……お帰りなさい。お兄様」

　その、鈴の音のように可憐かれんな声音こわねは、ぐずぐずに崩れた記憶から一人の存在の記憶を呼び起こす。

　一輝の、たった一人の大切な妹の記憶と、その名前を──


「しず、く…………」







◆◇◆◇◆






　倒れかけた一輝の身体を抱き留めた珠雫は、掠れるような声で語る。

「……昨日の夜、刀華さんから話を聞いて、私はずっと悩んでいました」

　兄を止めるべきなのか、否いなか。

　珠雫の正直な気持ちを言えば、止めたいと彼女は思った。

　もういい。

　もう兄は十分すぎるほど頑張った。

　自分はもう、これ以上兄に傷ついて欲しくない。

　辛い思いをして欲しくない。

　騎士なんてやめて、一緒に黒鉄の家に帰ろう。

　そこは兄にとって檻おりの中かもしれない。でも兄には自分がいる。

　もう昔のように兄を独りにはしない。

　自分なら母親としても、妹としても、友人としても、恋人としても、兄を愛してあげられる。

　兄の望むことをなんだって叶かなえてあげられる。


　だから、もう…………兄を休ませてあげよう、と。



「……だけど、そう思っているのに、私はお兄様を止めることをどうしても躊躇ためらってしまいました。だって、この学校にいるときのお兄様は、本当に楽しそうに笑っていたから」

　実家にいるときでは考えられなかったことだ。

　そう、彼は幼い自分に微笑みかけてくれることはあっても、自分自身のために笑っていたことなんて一度もなかった。

　兄がようやく得られた自分自身のための笑顔。

　それを奪うことが、どうしても出来なかった。


「だから、私は一つの賭けをしたんです。お兄様が自分の意志でここに来たときは、そのときは────精一杯のエールでお兄様を決戦の舞台へ送り出そうって」



　珠雫のその言葉と共に、──ざわめきが起こった。




「そうだよ先輩！　先輩ならきっと勝てるよ!!」

「試合はまだ始まってないよ！　急いで!!」

「黒鉄くん！　会場まであと少しだ！　がんばって!!」


「イッキくーーん！　ファイトーーーーっっ!!!!」

「もうひと頑張りだ！　根性みせろーーーーッッ!!!!」






　それは、珠雫が兄に届けるためにかけずり回って集めたエール。

　友人が、級友が、弟子が、かつての対戦相手が──

　たくさんの生徒たちが校門で一輝の到着を待っていた。

　そして、その一団を信じられないモノを見たような顔で見つめる一輝に、珠雫は言った。

「お兄様。連中に何を言われたかは問いません。連中がどんな風にお兄様を追い詰めようとするかなんて、簡単に想像出来ますから。ですが忘れないでください。お兄様は決して……もう一人なんかじゃないんだと。確かに最初は一人きりだったかもしれません。その時間は、とてもとても長かったかもしれません。だけど、今はこれだけ多くの人が、お兄様を応援してくれています。試合があってここに来れなかったステラさんとアリスも、お兄様の勝利を願ってくれています。《落第騎士ワーストワン》は私たち全員のヒーローなんです」

　だから、

「戦ってください。そして、勝ってください！」





◆◇◆◇◆






　珠雫たちのエール。

　それは、一人吹雪の中にいた一輝の意識に、……確かに届いていた。

　一輝は霞かすむ視界に、しっかり確認する。

「戦ってください。そして、勝ってください！」

　銀色の髪の妹がいる。

「次号の壁新聞は先輩の特集記事で行くつもりだから！　絶対負けないでくださいよ！」

　眼鏡をかけた可愛らしいクラスメイトがいる。

「黒鉄くん。ここが正念場だよ！」

　背の高い姿勢の綺麗きれいなかつての弟子がいる。

「先生は信じてますよ。貴方あなたはこれくらいで負ける男の子じゃないって」

「かいちょーは滅茶苦茶めちゃくちゃ強いけど、アタシに勝ったんだから根性みせてよね！」

「ああ。為せばなるだ」

「イッキ君！　私達、絶対イッキ君が勝つって信じてるから！」

　そのほかにも剣を教えていた生徒たちや、いつも自分を応援しに来てくれていた先輩たち。

　共に学ぶクラスメイト。一輝を学園に入れてくれた教師。

　七星剣武祭をかけて争ったかつての好敵手こうてきしゅたち──

　たくさんの人が、そこで一輝の名前を呼んでいた。

　その光景は、一輝の中に一つの確信を生む。

（ああ、やっと、わかった）

　限界を超えていた自分の身体を支えていたものが、なんなのか。

　それは、彼らの声、そして想いだ。

　自分を慕したう者。自分に憧れる者。そして──自分に夢を奪われた者。

　今ここに集まった者たちは、皆各々がそれぞれ、なんらかの形で一輝に想いを託している。

　だからこそ彼らは一輝の名を呼んだ。

　そして、その声が、想いが、一輝の背中を押していたのだ。

　以前、泡沫に『君と刀華では背負っているモノの重みが違う』と言われたとき、自分に背負っているモノなんてないと思っていたけど、それは間違いだった。

　自分個人の限界を超えて、一輝はようやくその存在を自覚した。

　自分にも、背負っているモノは、託されている願いはあったんだ。




（いつの間にか、そういう人間に、成なれていたんだ……）




　その確信を得た瞬間、一輝は己の心に火が灯るのを感じた。

　どくん、どくんと、血潮ちしおに乗せて身体中に熱が、力が戻ってくる。

　崩れた思考が、記憶が、確かな元の形を取り戻し、意識にかかったもやが晴れる。

　──戦おう。

　当然だ。託された想いがあるのなら、勝手に諦めるわけにはいかない。

　それになにより、ここにいない、あの炎のような髪の少女との──

　ステラとの約束があるんだ。

『だから行こう。二人で。騎士の高みへ』

　今ならハッキリと思い出せる。その大切な約束。

　それを果たすためには、こんなところで終われない！

「……ありがとう、珠雫。日下部くさかべさん。綾辻あやつじさん。兎丸とまるさん。砕城さいじょうさん。折木おれき先生。それにみんなも」

　──いつの間にか、吹雪は止んでいた。

　礼を言って、一輝は珠雫から離れ、自分の足で歩き出す。

　背筋を伸ばし、みんなからもらった力で決戦の地まで。

　もう心に恐れはない。

『お前のような望まれない者に、あの《雷切》が倒せるわけがないだろう』

　あのとき、一輝の中にいる弱い自分が言った言葉。

　それに今ならハッキリと答えを返せる。

　──倒せる。と。

　同じ重さを背負った、対等の騎士なのだから。

　勝てるかはわからない。真実、難敵だ。

　この体調で倒しきれる相手かどうか。

　考えれば考えるほどに不利な要素ばかりが目につく。

　でも、やれるだけのことはやろう。

　今歩を進める力をくれたみんなのために、そうする義務が自分にはあるのだから。

「じゃあ、いってきま──」

　瞬間、




「イッキッッッ!!!!」




　声が、夏の空に高く響いた。

　とても、とても力強くて、美しくて──

　どんな音楽の音色よりも、愛おしい声が。





◆◇◆◇◆







「ステラ…………！」

「よかった、……まに、あった…………！」



　声を張り上げ、自分の目の前に駆けてきた炎髪ファイアブロンドの少女は、ぜいぜいと肩で息をしながら何かを呟く。

　そんな彼女の登場に、一輝の後ろにいた珠雫が驚きの声を上げた。


「な、す、ステラさん！　貴女、今試合中のはずじゃ…………！」



　そう、それが珠雫が驚いた理由。

　ステラも無敗で最終日まで残った七星剣武祭代表候補。

　この場に来れなかった有栖院ありすいんと同じく、今まさに試合が行われているはずの人間だ。

　だというのに、何故そんな人間がここにいるのか。
















　その理由を、ステラは答えなかった。

　答えずに、行動で示した。

　ステラはあるモノを一輝の眼前に突きつけるように取り出して、こう言ったのだ。

「イッキ。アタシは約束通り、七星剣武祭代表生になったわ！」

　ステラが取り出したモノ。

　それは破軍学園代表生を証明するメダル。

　そう彼女は、もう試合を終わらせてきたのだ。

　自分と同じ無敗の猛者もさを、選抜戦最速記録、開始三秒のＫＯで。


　そのすべては…………この瞬間に間に合わせるために。



　彼女はずっと考えていたのだ。

　自分がするべきこと。独り戦っている一輝のために、自分が出来ることは何かを。

　そして彼女が出した答えは、自分たちの誓いを守ること。

　守って、彼を出迎えること。

　それはきっと、彼の勇気になるから。だから──




「だから、イッキも勝って！　そして、二人で行きましょう！　騎士の高みへッ!!」




　その言葉に、一輝は目頭が熱くなるのを感じた。

　まったく、自分の恋人は……なんて素敵な女の子なんだろう。

　精根尽き果てた自分を鼓舞して、ここまで連れてきてくれただけじゃなく、今この瞬間に、こんなにも大きな勇気をくれるなんて。こんなにも力強い力をくれるなんて。

（彼女に好きになってもらったこと。それは僕の誇ほこりだ）

　ならば、それに値あたいする自分でいよう。

　この強い少女に見劣りしない、誇り高い自分になろう。

　──やれるだけのことをやる。

　そんな弱気な心は、彼女の声一つで一輝の中から消し飛んだ。

　だから彼は、自分の仲間たちに置いていく言葉を替える。

　いってくるのではなく──

「勝ってくるよ！」

　──と。





◆◇◆◇◆






「うん。そうか。わかった。連絡ありがとう」

　礼を言って、泡沫は生徒手帳から耳を離す。

　そして控え室の椅子いすに座り、目を閉じて集中を高めている刀華に伝えた。


「恋々れんれんから連絡が来たよ。…………後輩クンが来たって」

「…………そう」



　刀華は短く返事を返し、うなだれる。

　垂れた前髪が表情を隠しているので、泡沫にはその胸中を推し量ることは出来ない。

　一輝がこの場にやってきた。

　刀華としても避けたかったであろう事態を前に、彼女は何を──


「………………ふふっ」

「…………！」



　瞬間、泡沫は総身の産毛うぶげがざわめくのを感じた。

　刀華の唇が、喜悦きえつの形に歪ゆがんでいたからだ。

　バチバチと、刀華の高ぶりが周囲の大気を帯電させ、稲妻を生む。

　その光景に泡沫はごくりと生唾なまつばを飲み込んだ。

（……完全にスイッチが入っている）

　こんな刀華を見るのは、昨年の七星剣武祭で諸星もろぼしと戦ったとき以来だった。

　そう、後輩の身体を心配して、棄権を促したのは刀華の優しさだ。

　だが……この戦いの世界で、優しいだけでは全国ベスト４という高みには至れない。

　敵を情け容赦なく血の海に沈める残忍さと凶暴さ。

　それもまた、この少女の持つ一面なのだ。

（もっとも、それは本来滅多めったに見せることのない一面だけど──）

　だが、一輝は刀華を本気にさせてしまった。

　黒鉄一輝という少年の誇り高さが、刀華に彼を強敵と認めさせてしまった。

　こうなった刀華はもう決して手加減はしないだろう。

　半死半生の《落第騎士ワーストワン》に全力で襲いかかるに違いない。

　もはや一輝には万に一つの勝ち目もない。

『東堂刀華選手。試合を開始しますので入場してください』

「……じゃあ、いってくるよ。うたくん」

　ゆっくり椅子から腰を浮かして、刀華が入場ゲートに繫つながる扉をくぐる。

　その気力にみなぎる背中を見つめ泡沫は、最高に高ぶった彼女と戦わなければならない瀕死の敵に同情した。

（可哀相かわいそうだけど、この巡り合わせを不幸だと思ってくれよ──《落第騎士ワーストワン》）





◆◇◆◇◆






『えーご来場の皆様。長らくお待たせしました。

　これより、──七星剣武祭代表選抜戦最終試合を開始します!!

　赤ゲートより今、《雷切》が姿を見せました！

　十九戦十九勝無敗。そのすべてを無傷で勝ち抜き圧倒的な強さを見せつけてきた我らが生徒会長。成績低迷の破軍の中にあり、輝き続けるその姿に私たちはどれだけ勇気づけられてきたことでしょう。

　彼女こそ我ら破軍の誇り！　燦然さんぜんと輝く一番星！

　栄光の道を歩み続ける綺羅星きらぼしが最後の七星剣武祭へ臨むため、決戦の場に向かいます!!

　三年《雷切》東堂刀華選手!!

　今、万人の期待を背に、決戦のリングに立ちましたぁあ!!!!』




　リングに姿を見せた刀華。

　まっすぐ背筋を伸ばし、青ゲートを見つめるその立ち姿はまさに威風堂々。

「すごい集中ね。これだけ離れているのに肌がびりびりするわ」

　遠目に見るステラにも、その気力の充実ぶりは伝わってくる。

　だが、一度《雷切》の強さを目まの当あたりにしたことがある珠雫にはそれどころではなかった。


「…………っ」



　刀華がリングに現れた瞬間、珠雫の総身に恐怖の戦慄せんりつが駆け抜けた。

　目を逸らしたくなるほどの恐ろしさを感じる。

　だけど──珠雫は目を逸らさなかった。

　震える肩を抱き、逃げ出したいという気持ちを堪こらえて盤上を見下ろす。

「シズク、大丈夫？」

「……正直大丈夫じゃありませんけど、お兄様が頑張っているんですから、私がここを離れるわけには行きません。私は最後までこの試合を見届けます。たとえ、どんな結果になろうとも」




『そして青ゲートより姿を見せるのは同じく十九戦十九勝無敗。

　しかしながらその歩んできた道は《雷切》とは真逆！

　誰にも相手にされず、誰からも認められず──

　ただ一人、地の底に取り残された一匹狼いっぴきおおかみ。


　しかし…………彼は這い上がってきました！



　《紅蓮の皇女》を！　《狩人》を！　《速度中毒ランナーズハイ》を！

　破軍の名だたる騎士たちを次々になぎ倒して！

　今や彼の名を知らない者は破軍にはいません！

　破軍が誇る最強のＦランク！　一年《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝選手。

　天に牙剝く狼が、今、星を食らうべく決戦の舞台に上がりましたァア!!!!』




　続いて、青ゲートより一輝が姿を見せる。

　半死半生とは思えないほどしっかりとした足取りで決戦の場に向かい、刀華と向かい合うその凛りんとした背中は普段の一輝そのもの。

　しかし──

「な、なんか……いつもと雰囲気が違わないか？」

「あ、ああ……顔つきは同じなのに、なんだろう」


「見ていて、おっかない感じ…………」



　普段通りのはずの彼の姿に、会場がどよめく。

　言葉に出来ずとも、その立ち姿から皆が何かを感じ取っていたのだ。

　そして、その中にはそれがなんなのかをしかと認識している者たちもいる。

「ほほぅ。あれが刀華の相手か。なるほど……強いな」

「南郷先生もわかりますか？」

「わかるとも。なんとも張り詰めた表情をしておる。あの小僧、この場で死ぬことも覚悟しておるぞ。それほどの決意でこの場に臨んでおる。観客もその覚悟に飲まれとるようじゃの。黒鉄にこんな男がおったとは知らんかったが……これはなかなか面白い試合になりそうじゃ」

「そうかねぇ？　顔には出してないけど相当疲労の色が濃い。くーちゃん、あんな状態でとーかに挑んで勝ち目なんてあんのかね？」

「んっふっふ。あろうがなかろうが挑まなければならないのですよぉ。なにしろこれは決闘なのですから」

　横合いから差しこまれた赤座の茶々を無視して、黒乃は顔を伏せぎみに答える。

「……正直、かなり旗色は悪い。たぶん満足に剣を振るえるのは一度か二度。……だがだからこそ黒鉄は慎重に行くだろう。あいつ自身も《雷切》の殺し方はもうわかっているだろうからな」

「んふ？　《雷切》に殺し方など存在するのですか？」


「…………」



　一瞬これも無視してやろうかとも思ったが、この脂ぎった男に何度も質問をかぶせられるのも気分が悪い。

　そう思ったので黒乃は横に立つ赤座に説明をする。

「……《雷切》は早い話居合抜いあいぬきです。すなわち納刀状態でなければ撃つことが出来ない技。細かい出入りを繰り返しプレッシャーをかけ、東堂に《雷切》なり他の伐刀絶技ノウブルアーツなりを無駄うちさせて、刃を抜かせれば、少なくともその間は《雷切》は飛んでこない。黒鉄に勝機があるとすればその瞬間。……だけどそのチャンスを生み出すためには、満身[image: 創]痍まんしんそういの身体で気の長い持久戦を制する必要がある」

　分の悪い勝負だ。だがかといって焦って勝負に行けばそれこそ勝ち目は全くない。

　相手は未だ、クロスレンジにおいて不敗を誇る《雷切》だ。

　まっすぐ突っ込んでいけば間違いなく伝家でんかの宝刀ほうとうの[image: 餌]食となる。

　一輝の《一刀修羅いっとうしゅら》による数十倍の身体強化を行っても、《雷切》を破るにはまだ足りないからだ。

　だからこその持久戦。

　それはその場にいる西京も同じ意見だった。

　だが、──ただ一人、異なる見解を持つ騎士がいた。

「ほほぅ。なるほどのぉ。黒乃君はこの勝負を持久戦と見るか」

　それが南郷だ。彼はしわくちゃの目蓋の奥に鷹たかの目を思わせる鋭い視線を光らせて、言った。

「ワシはこの勝負、──一刀目でケリがつくと見ておるぞ」




　外野が登場した二人の姿に盛り上がる。

　その渦中、リングの上で、一輝と向かい合った刀華が彼に言葉をかける。

「黒鉄くん。私は貴方に謝らなければいけません」

「……謝る？」


「私はずっと、黒鉄くんが今日この場に来なければいいと思っていました。そう思って、妹さんに棄権を促すようにとお願いすらしました。ですが……、そんなにさんざん偽善者ぶったことをしておきながら、私という女は…………、今、貴方を目の前にして、この戦いが楽しみで仕方がない……ッ！」

「っ…………！」



「黒鉄くんが満身[image: 創]痍なのは知っています。その疲労は見て取れる。でも、それでも高ぶって仕方がないんです。だって私は、貴方と出会った瞬間からずっと、ずっと思っていたんですから。──この人と戦やりたいと！」

　口の端を笑みの形に吊り上げて、スタンスを開く。

　大気に稲妻が走り、その稲妻は刀華の手に収束し、《鳴神なるかみ》を形作る。

　もはや試合開始が待ちきれないという表情。

　対し、黒鉄一輝もまた──

「──それは、僕も同じですよ」

　告げて、己の愛刀である黒い日本刀を右手に顕現けんげんさせる。

　そうだ。彼もずっと思っていた。

《雷切》と自分。強いのはどっちだろうと。自分はこの人を倒せるのだろうかと。

　時にそのことで思い悩み、無形の霧のような迷いに囚とらわれることもあった。

　だが、今はとてもまっすぐ彼女が見える。

「この場に騎士として立った以上、自分にも、貴女にも、そして自分の背中を押してくれた人たちにも、恥となるような剣は一太刀ひとたちだって振るうつもりはありません。だからここに誓います」

　言って、一輝は右手に持つ刃を持ち上げ、その切っ先を刀華に突きつけると、




「僕の最弱さいきょうを以もって、貴女あなたの不敗さいきょうを打ち破る……！」




　必ず勝つという誓いを立てた。

　当然だ。そのためにここに来たのだから。

『両雄、短く言葉を交わし、己の霊装デバイスを手に向かい合います。

　頂点を歩み続けてきた少女と、底辺から這い上がってきた少年。

　本当に強いのはどちらか。七星剣武祭代表枠を賭け、最後の戦いが今始まります！




　さあそれでは皆さんご唱和ください。　──LET's GO AHEAD試合開始!!!!』





◆◇◆◇◆






　開幕の合図の瞬間。

　その場にいるすべての人間が信じられないモノを見た。

　試合開始のブザーと同時に、一輝が己の身体から蒼光そうこうを放ち、刀華に向かって駆け出したのだ。

『な、なななんと黒鉄選手いきなり切り札の《一刀修羅》を使ってきましたァ!!　開幕速攻だァァァ!!』

　その事実に会場中がどよめく。

　一輝が開幕から《一刀修羅》を使用するなど、今までになかったことだから。

　当然だ。この技には一分間という厳しい時間制限がある。

　その間逃げきられるだけでアウト。

　だからこそ一輝も相手の手の内を読み尽くし、攻略の手順を看破してからでなければ使用してこなかった。

　だが、今一輝はそのスタンスを捨てた。

　細かいやりとりをして相手の手の内を読むだけの体力が残っていなかったからか。

　その疲労に勝負を焦ったのか。

　どのみち──

（その判断は無謀だぞ黒鉄……！）

　黒乃は眼前の光景に歯ぎしりをする。

　これはあまりにも愚かな選択だ。

　体力があるうちに勝負をかける。多少のリスクは覚悟の上。

　好意的に取ればそういう作戦なのかもしれないが、

（わかっているのか。相手は《雷切》だぞ！）

　全国ベスト４。その相手にやけっぱちの特攻など通用するはずがない。

《雷切》に斬り伏せられるか、《疾風迅雷しっぷうじんらい》で逃げきられるか。

　いずれにしろ、この選択、一輝に勝ちの目はない。

　その事実に黒乃も、その脇で戦いを見ていた西京も表情を険しくする。

　そしてそれは、珠雫や有栖院といった学生の実力者たちも同じだ。

　あまりにも無謀だと。その表情を悲痛に歪ませる。

　だが、そんな中……《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオンは──

（まったく。自分の騎士としての人生がかかっているというのに、アンタって本当にしょうがない人ね……。イッキ）

　小さく、微笑んだ。

　彼女にはわかっていたのだ。

　どうして一輝がこの選択をしたのか。

《雷切》は居合抜き。ならば刀を抜かせた状態で攻め込めばいい。

　それだけで《雷切》は殺せる。

（アタシにもわかっているのだから、イッキが気づいていないはずがない）

　でも一輝はそれを選ばなかった。

　何故か。

　体力がその作戦についていかないと判断したからか。

　否である。これは──そんな賢い判断じゃない。

　ステラにはそれがわかる。そして、それは正しかった。一輝は──





（僕は、初めから決めていたんだ…………！）






　刀華と出会ったときから、ずっと。

　彼女を倒すときは、《雷切》を攻略するときだと。

　当然だ。超電磁抜刀術《雷切》は刀華という騎士の代名詞にもなっている技。

　それに挑まずして、それを打倒せずして、勝利などと言えるものか。

　正直、身体はもう限界だ。

　魔力は十分残っているから《一刀修羅》で身体強化を行う分には支障ないが、しかし体力のほうがもうついていかない。

　まともに剣を振るえるのは、おそらく一刀が限界。

　だが、それでいい。十分だ。

　渾身の一撃ならば、一刀で十分だ。

　死に太刀フェイントなんて撃たない。無駄な体力なんて使わない。

　最短距離を一直線に走っていって、今の自分のありったけをこの一刀に乗せて放つ！

　そして打倒する。

　東堂刀華が誇る不敗の《雷切》を──！

　それがこんなゲスな陰謀渦巻く戦いの場に上がってきてくれた刀華に対して、自分が見せられる最大の誠意であり──


（僕自身の、挑戦だ────ッッ!!!!）



　どんな悪条件であれ、後悔の残るような試合はしない。

　相手に悔いを残させるような自分は見せない。

　その気迫を胸に、命の光を散らし、風を巻いて一輝は走る。その姿を見て──

　東堂刀華は、彼の心情を見て取った。

『僕の最弱さいきょうを以て、貴女の不敗さいきょうを打ち破る』

　試合前に言ったあの言葉は、正真正銘の本気だったのだ。

《閃理眼リバースサイト》で伝達信号を読むまでもない。

　迫り来るこの気迫が雄弁に語っている。

　黒鉄一輝がこの試合の一刀目を、最後の一太刀と定めたことを。

　彼の狙いはこちらが迎撃として放つ《雷切》。

（なら、試合は簡単）

《雷切》をフェイントとして使い、大きく後ろへ逃げて、彼の渾身を空転させる。

　そしてへろへろになった一輝をアウトレンジから嬲なぶれば、彼は何一つ出来ない。

　この試合は自分の勝ち──そんなの、

（冗談じゃない！）

　刀華はそのプランに一瞥いちべつすらもくれなかった。

　クロスレンジは未だ一度として破られたことがない《雷切》が支配する領土だ。

　敵に攻め入られたからといって、おめおめ領土から逃げ出す領主がどこにいる。

　クロスレンジは刀華にとっても最強の距離。

　そこを逃げ出してどこで戦う？

　なにより──満身[image: 創]痍の身体を押して、それでもなお自らの渾身を以て、こちらの不敗さいきょうに挑んでこようとしているこの誇り高い騎士から逃げ出して、そんな勝利を誰に誇れる!?

　ああそうだ。

（私は破軍学園ナンバーワンの座を守りたいんじゃない！　この誇り高い騎士に勝って、七星剣王になりにいくんだッッ！）

　ならば──、





（受けてたつ！　不敗さいきょうの《雷切》で────ッッ!!!!）






　スタンスを大きく広げ、《鳴神》を納めた鞘に稲妻を送り込む。

　構えるは伝家の宝刀。

　放てばただ一人の例外もなく斬って落としてきた不敗の一撃。

　それを抜刀態勢に構え、刀華は風を巻いて迫る一輝を迎撃する。

　自らもまた敵と同じく、この一刀にすべてを賭けて！

　互いが互いに、己にとって誇りとなるように、正々堂々と戦う。

　それこそが騎士の王道なのだから！




　そして──今、その王道にて二人の騎士が対決する。




　一輝が放つは自身が持つ七つの技のうちでも最速の一刀。《第七秘剣・雷光らいこう》。

　太刀筋すら見せぬほどの速度で振るわれる不可視の剣。

　その速さ、まさに瞬まばたきのうちに地を穿うがつ雷光が如し。

　されど、その《雷光》を迎え撃つ技の名は、奇くしくも《雷切》。

　降り落ちる雷すらも斬り裂く神速の居合抜き。

　双方『速さ』では引けを取らぬ超人の剣。

　ならば優劣を決するのはその剣に籠こもった想いの『重さ』。

　彼らの勝利を心から応援する他者の願い。

　そして目の前の敵に勝ちたいと思う自分自身の想い。

　そのすべてを己が魂の剣に託し、




「はぁああああああああああああああああああああああ!!!!」

「やぁぁぁああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　二人の騎士は渾身を込めて、その一刀を振り抜いた！

　撃ち放たれる鋼はがねの稲妻。


　互いに最短距離を疾駆しっくする一撃は、────僅かに《雷切》のほうが速い！



　──ダメ、だ！

　一輝は確信する。

　──これじゃ、足りない！

　目の前から迫り来るもはや色も認識出来ないほどに光り輝くプラズマの刃。


　その速度と威力を前に────、



　──これじゃ、届かない！

　自らの敗北を。

　振り抜かれた《雷切》にはなんの迷いも容赦もない。

　殺してしまう覚悟すらして、振り切っている。

　なんて、なんて美しい太刀筋だろうか。

《雷切》東堂刀華。……この少女は本当に強い！

　──でも、それがどうした!?

　わかっていたことだ。

　彼女が強いのも、自分が人より劣っていることも、すべて。

　だが、一輝はその事実から目を背けただろうか？

　否！

　彼は戦い続けてきた。

　そのやりきれない現実から、一歩も退ひかずに。

　だからこそ知っている。

　そんな一輝だからこそ、こういうときにどうすればいいのか理解している。

　劣っているなら、かき集めればいい。

　至らないのなら、振り絞ればいい。

　一分なんて長すぎる。今の自分には、一秒あれば十分だ！




　──さあ、魂を研ぎ澄ませ。




　視覚も味覚も聴覚も触覚も痛覚も嗅覚きゅうかくも、──今は全部いらない。

　この刹那の中にあっては、もう呼吸すら必要ない。

　そのすべてを放棄して、余った力を結集しろ。

　肉という肉。髄という髄。血という血。細胞という細胞、そのすべてから、

　自分自身の気力、体力、魔力、可能性、持てるモノすべてを振り絞り──




　──極限の一瞬を駆け抜けろッッ!!





「──────────────ッッ!!!!」






　衝突する鋼の稲妻。

　吹き飛ばされる大気。

　衝突は千里に轟とどろく落雷が如き轟音ごうおんと閃光せんこうを生み、あらゆる色と音を奪い去り──




　パリィン……、と。




　その無音の中で、鋼が砕け散る音が甲高く、会場に響いた。

　次いで……誰かが倒れ伏す音も。

　眩まぶしさに目を閉じていた観衆が、おそるおそる目を見開き、リングを見下ろす。


　砕け散ったのは────《鳴神》。



　騎士の王道、その道半なかばで倒れ伏したのは《雷切》東堂刀華だった。





◆◇◆◇◆


















『く、砕け散ったぁぁあああああ!!!!

　な、なんということでしょう！　たった一刀の交錯こうさく、僅わずか一撃の錯綜さくそう！

　その一瞬に、東堂選手の《鳴神》が！　《雷切》が！　粉砕ふんさいされましたぁぁあああ!!!!

　リングに倒れたままピクリとも動かない東堂選手！

　今、レフェリーが駆け寄ります！　続行出来るのか!?　それとも──』




　大観衆が固唾かたずを吞のんで倒れた刀華に近寄ったレフェリーの判断を見守る。

　しばし様子を窺うかがうようにかがみ込んだレフェリーは、やがて立ち上がるとその両手を交差させ×を作った。




『レフェリーの判断は続行不能ォ!!　試合終了ォォオォ!!!!

　なんという幕切れ！　なんという決着!!

　交わされた斬撃ざんげきは僅かに一合！　その一合で、破軍最強の騎士を斬って落としたァァア!!!!

　リングに佇たたずむ勝者は、一年《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝選手だァァァアア!!!!』




　勝者の名がコールされた瞬間、割れんばかりの歓声が会場を揺らす。

　大観衆が驚きの声を上げる。


『う、うそ、だろ…………』



『ほ、ホントに勝った！　勝っちまったぞ！　あの《雷切》に!!』


『信じられないわ！　会長が、クロスレンジでうち負けるなんて…………！』



『ていうか霊装デバイスが砕けるところなんて初めて見た……。生きてるのか、会長』


『キャァアアア!!　イッキ君最高ーーーーッッ!!!!』



　興奮の坩堝るつぼと化した場内。

　その降り注ぐ歓声の中、一輝はずるずると身体を引き摺ってリングを後にする。その姿を見て、

「……っ！」

　ステラはすぐに駆け出した。向かう場所は青ゲート。一輝を出迎えるつもりだろう。

「珠雫ちゃんは行かないの？」

　ふと、共に観戦していた加々美かがみが銀髪の少女に尋ねる。

　だが、その問いに珠雫は小さく首を振った。

「もしかしてステラちゃんに遠慮してるの？　今日くらいは迎えに行ってあげてもいいと思うけど」


「違う、の…………」



「珠雫ちゃん？」

　呟き、珠雫はぺたん、とその場に座り込んだ。

　それを見て加々美も気づく。

　行かないんじゃない。腰を抜かして動けないんだ。

　最愛の兄が瀕死ひんしの身体を引き摺って臨んだ戦い。

　敵はその兄に対してなんの躊躇ためらいも容赦もなく、渾身こんしんの一撃を振り抜いてきた。

　結果的には一輝が勝利したものの、それは実にきわどい。

　何か一つでも間違えれば、あの瞬間、一輝の首は飛んでいた。

　その緊張感。そして、それから解放された安堵あんどが、珠雫からあらゆる気力を奪い取ったのだろう。

　今はただ、

「……無事で、よかった……。よかったよぉ……！」

　その安堵に珠雫はへたり込んで涙を流していた。

　まあ無理もないことだ。珠雫は昨日の夜からずっと張り詰めていたのだから。

　しかし、きわどい勝負というのは、──実は違う。

「見たか。寧音」

「そりゃもちろん見たさね。……まったく、とんでもない男だよ、黒坊は」

　観客席の最上階からリングを見下ろす二人の魔導騎士は、それに気づいていた。それを目にしていた。

《雷光》と《雷切》。二つの鋼の雷が衝突する瞬間、

　──一輝がさらに加速したのを。

「一分間で自分のすべてを使い尽くす《一刀修羅》では《雷切》には勝てない。黒鉄自身もそれはわかっていたんだ。だからあの男は、一分間ではなくたった一振りで自分のすべてを使い尽くした！　『最強の一分間』をさらに驚異的な集中力で凝縮することで、身体能力の強化倍率を数十倍から数百倍まで跳ね上げて、スウィングスピードとパワーを上乗せしたんだ……ッ！」

　通常の《一刀修羅》を百メートル走で体力のすべてを使い切るものと仮定すれば、今一輝が行ったのは百メートル走の最初の一歩ですべての体力を使い切ることと同じ。

　それはもはや、人の領域ではない。

《修羅道しゅらどう》などという、人が墜おちうる程度の道ではない。

　極限を超えた極限。人を超えた……鬼。名付けるならば──




《一刀羅刹いっとうらせつ》




「じゃが、それはただのカラクリじゃ。勝敗を分けたのは別のところよ」

「南郷先生……」

「じじい、それはどういう意味よ？」

「刀華が放った《雷切》。あれは刀華が黒鉄の小僧を殺してしまうことすら覚悟して放った一刀。ワシが見た中でも最も美しい、迷いのない最高の一太刀じゃった。そしてそれは、間違いなく、あの小僧の太刀よりも速かった。じゃが……あの小僧。極限の瞬間の中で進化しおった。この土壇場どたんばで。強い刀華に勝つために。

　……おそらく、あの小僧はずっとずっと、そうしてきたのじゃろうな。何も持たず、何ものにも恵まれず、絶えず逆境の中、死に物狂いで自らの可能性を信じ続けてきた。研ぎ澄まし続けてきた。

　一分前の自分よりも速く。一秒前の自分よりも強く。

　つまるところ、その違い。刀華は間違いなく自らの限界まで力を出しきっておった。しかしあの小僧はこの勝負の中で、自らの限界を進化させた。……弛たゆまず己の可能性を進化させ続ける心意気が、この勝利を生んだのじゃ」

　言って、南郷はたるんだ皮膚で細くなった目をさらに細め、

「……よう似とるわい。あの男に」

　懐なつかしい知人を見るような視線で、リングを去る一輝の背中を見つめた。

　だが、その横で、

「ば、馬鹿なぁああ！　こんな馬鹿な話があるかァ!!　アイツは半分死んでたんだぞ!!　それなのに、こんなの、何かの間違いに決まっている！　ああ、そうだ、間違いだ！　手違いだ！　こんな結果認めてたまるかァぁあ!!」

　赤座だけは目の前で起こった事態を受け止められずに、悲鳴を上げながら駆け出す。

　どてどてと走っていく丸い背中を一瞥し、西京は尋ねた。

「くーちゃん。追いかけなくていいのかい？　ろくなことしないぜアレ」

　ろくなことをしない。それは黒乃も同意だった。だが、

「……正直、いろいろやらかしてくれたツケを払わせてやろうと思っていたが、なんだか黒鉄の戦いぶりを見たら馬鹿らしくなってしまってな。放っておいてかまわんだろう。どうせもうあの男には何も出来ない。何をしようが、もう手遅れだ。事態はもう、あの男の手を離れていった。全国レベルの強豪。家のしがらみ。襲いかかる理不尽りふじん。不条理な決闘。そのすべてを黒鉄一輝は真正面から相手取り、──完膚無きまでに一刀両断にした」

　この決着に異論を挟める者などいはしない。

　そしてその有様を、会場に入っている報道のカメラが捉えている。

　全国ベスト４の《雷切》が、《落第騎士ワーストワン》に敗北した瞬間を。

「だからもはや黒鉄の家がどれだけ黒鉄を虐しいたげようとも関係ない。もう世界がアイツを放っておかない。この一戦を機に《落第騎士ワーストワン》──いや、《無冠の剣王アナザーワン》の勇名は、真実、全世界に轟いたのだから」





◆◇◆◇◆







（歓声が…………遠い）



　まるで窓の外から聞こえる雨音あまおとのようだと、一輝は思った。

　自分の意識が肉体から完全に離れかかっている。

　僅かでも気を緩ゆるめれば、すぐさま地面に崩れ落ちるだろう。

　いや、もう崩れ落ちてもいいのだ。

　勝負は決し、一輝は勝ったのだから。

　だがそれでも彼は足を進める。

　──行きたい場所があった。逢いたい人がいた。


（伝えたいことがあるんだ。…………今この瞬間に）



　だから歩く。歓声を背に、青ゲートをくぐる。そこに──


「イッキ…………ッ！」



　逢いたい人が、向こうから逢いに来てくれた。


（…………ありがたい）



　正直観客席まで歩くのはおっくうだったから。

　一輝を両手を広げて迎え入れるステラ。一輝は彼女の胸に倒れ込んだ。

　ステラは豊満な胸で一輝を抱きしめて、


「おつかれさま……。イッキ。…………っ！」



　しゃくり上げる。

　見れば彼女の顔は、涙でボロボロになっていた。


「そんなに、…………しんぱい、させた？」



「したわよ！　したに決まってるでしょ！　ぐすっ！　いきなり攫さらわれて何週間も帰ってこなくなるし！　帰ってきたら帰ってきたで半分死にかけてるし！　そのくせ《雷切》に真まっ向こう勝負を挑むなんて滅茶苦茶なことし始めるし、もうアンタってどんだけ馬鹿なのよ！　信じられないわ！　バカバカバカーッ！」


（はは…………っ、わざとつっこんっだこと、ばれてるし）



「だけど、……アタシもバカ」


「…………？」



「だってそういうイッキが、挑み続けるイッキの姿が、こんなに大好きなんだからっ」

　そう言って、ステラは一輝を抱きしめる力を強くする。

　ぎゅっと重なった肌から、ステラの熱を感じる。

（ああ、この熱だ）

　この熱が、凍り付きかけた自分の身体に何度も力をくれた。

　あのとき、吹雪の中で倒れ込んだとき、本当にもうダメだと思った。

　身体の中に力なんて微塵みじんも残ってはいなかった。

　だけど、この熱が前に進む力をくれた。

　もう名前も思い出せなくなっていたのに、それでも死しに体たいの身体を立ち上がらせてくれた。


（…………ありがとう）



　ステラがいなければ、自分はここに来ることすら出来なかっただろう。

　父親に決定的な形で捨てられて、その失意に沈んだまま、吹雪の中で埋もれていただろう。

　だけど、彼女がいたから……立ち上がることが出来た。

　彼女がいたから、戦い続けることが出来た。

　だから、言おう。

　決めていたんだ。

　この戦いが終わったら、この戦いに勝ったら──ステラに、伝えようって。


「…………ステラ」



　一輝は一度深く息を吸い込み、そして残ったすべての力でステラを抱きしめて、




「僕の、家族になって欲しい」



















　一言。自分が感じる情愛、そのすべてを乗せて、彼女に伝えた。

　決して口にしなかった決定的な言葉。

　自分と彼女の関係をもはやただの恋人ではなくしてしまう、その言葉を。

　瞬間、抱きしめているステラの身体が僅かに震える。

　だがそれも一瞬だった。

　すぐに、ステラは一輝の身体をより強く抱きしめて、

「はい。アタシを、イッキのお嫁さんにしてください」

　泣き出しそうな声で、だけど本当に嬉しそうにはにかみながら、返事を返してくれた。

　その言葉を聞いた瞬間、一輝の心を安堵が包み込んで、

　──彼はついにその意識を手放した。

「イッキ……？　やだ、イッキ！　しっかりしてッ！」

　力を失い、自身にだらりともたれ掛かる一輝。

　呼吸はしているが、……酷ひどく弱い。一見して危険な状態だとわかる。

　しかも、ステラは気づく。

　一輝の全身、服の下から血がにじみ出ていることに。

　数百倍の身体強化。それはもう人間の身体が耐えきれる領域じゃなかったのだ。


（早く医務室に連れていかないと…………！）



「ストォォォップ！」

　だが一輝を医務室に連れていこうとしたステラの前に、樽のような男が立ちふさがる。

　目を血走らせ、顔中から脂汗あぶらあせを滴らせた赤座守まもるだ。

　その目はもう正気のものではなかった。

　彼は失敗した。

　このままでは自分はこの失敗の責任を取らされることになる。

　そうなれば出世どころではない。今の地位も失うことは明白だ。

　なんとしてでももみ消さなければ。

　その焦燥しょうそうが、最低限の理性すらこの中年から奪い去っていたのだ。

　赤座は手斧ておのの固有霊装デバイスを取り出して、意識を失った一輝に迫る。

「んっふっふ！　ちょーっと待って頂けますかなお姫様！　その男を置いていってください！　なにしろ私、今から彼と『決闘』をしなければならないのですええ！　実は彼の決闘の相手は東堂刀華ではなくこの私だったのですよ！　これは男と男の約束！　さあ今すぐその男をこちらへ──、あれ？」

　瞬間、赤座は目の前にいたはずのステラの姿を見失った。

　いや違う。──見失ったのではなく、ステラが赤座の意識の狭間はざまに入り込んだのだ。

　古流歩法ほほう《抜き足》。

　ステラクラスにもなれば、原理さえわかれば再現することはそう難しい技じゃない。

　そしてステラは赤座の意識から外れたまま、一輝を抱え彼の脇を通り抜け、




　──すれ違いざまに渾身の裏[image: 拳]うらけんでその樽のような身体を殴り飛ばした。




「ぶびゃああああああああああああああ!?」

　赤座の身体はトラックにはね飛ばされたかのように吹っ飛び、そのまま青ゲートを突き抜けて、何度も何度もゴムまりのようにバウンドしながらリングの上まで転がっていった。

『うわっ！　なんかオッサンが飛んできたぞ！』

『なんだあのオッサン。どっかで見た気がするけど』

『つーかなんか背骨がとんでもない角度で曲がってないか？』

『なんかすっげえ痙攣けいれんしてる。気持ち悪ッ』

『生きてるのアレ？』

　外が僅かにざわめくが、ステラにとってはどうでもいいことだった。

　すぐに一輝を医者に診みせるために、医務室へ向かう。

　もう今し方殴り飛ばした人間の顔など、彼女の記憶の端にも残っていなかった。





◆◇◆◇◆






　試合終了から一時間。


「…………っ」



　霊装デバイス《鳴神》を砕かれた衝撃で粉々に消し飛んでいた刀華の意識がようやく回復した。

「目を覚ましたかい。刀華」

「気分はどうですの？　どこか痛いところはありません？」

　ベッドに横たわる自分。

　それを介抱かいほうする泡沫とカナタ。

　その光景に、刀華は確信する。

「そっか。……私は、負けちゃったんだね」

　記憶は《雷切》を振り抜いたときから途切れている。

　だから刀華には破やぶれた瞬間の記憶がない。

　しかし仲間たちのいたわるような表情を見れば、それを察するのは難しいことではなかった。

「……我ながら、最高の《雷切》だと思ったんだけどなぁ」

「南郷先生もそう言っていたよ」

「お師匠様が？　来ていたんですか？」

「うん。ねえカナタ」

「ええ。今日の試合はオープンに行われましたから。観戦に来てくださっていたようですわ」

「すごく褒ほめていたよ。あの《雷切》は今までで一番美しかったって」


（…………そっかぁ）



「お師匠様から見てもそうだったのなら、私の勘違いというわけじゃないんだね」

　自分は全力を出しきれていた。

　そしてそれは、間違いなく黒鉄一輝を上回っていた。

　だけど──

（あの瞬間、黒鉄くんはさらに速くなった）

　あの一瞬の中で、彼は自らの限界を進化させたのだ。

　他ならない、自分に勝つために。

　自分も絶えず上を目指し続けてきたつもりだったが、それでも、一輝に比べればまだまだ甘かった。

《落第騎士ワーストワン》はきっと、今日だけじゃなく、いつだってああいう絶望的な戦いをしてきたのだろう。そして、そのたびに自らを進化させ続けてきたのだろう。

（……すごい人）

　自分が敗れたのは、ある意味必然といえる。

（でも、──それは今この時点での話）

　刀華の手には自分が今日撃ちはなった《雷切》の会心の手応てごたえが残っている。

　そして、その手応えが教えてくれる。

《雷切じぶん》もまだまだ強くなれるのだと。

　その差はいつかは埋まる。いや、埋めてみせる。

　次に戦うときまでには、必ず。

　追いかけよう。全力で。

　──今度は、自分が挑戦者チャレンジャーなのだから。

「……それで、さ。刀華」

「うん？」

　ふと、泡沫がなにやら気まずそうな表情で話しかけてくる。

　一体なんだろうと促すと、

「『若葉の家』のみんなには、僕から連絡しようか？」


（…………ああ、そうだった）



　そういえば横断幕まで作ったとか言っていたっけ、と刀華もそのことを思い出す。

　ちゃんと自分が負けたことを伝えなければならない。

　そうでなくても選抜戦が終わったら会いに行くと言ったのだ。

　泡沫はもしその事実を自分で口にするのが辛いなら、代わりにやるよと言ってくれているが、

「気を遣ってくれてありがとう。でも大丈夫。ちゃんと自分の口から言うよ」

「無理しなくてもいいんだよ？」

　だが刀華は首を静かに横に振る。

　無理なんてしていない。

　一輝との渾身勝負。刀華は今の自分のあらん限りを引き出せた。

　一輝を殺してしまうことすら覚悟して放った《雷切》は、誰に見せても恥ずかしくない一刀だった。

　何も恥じることはない。

「だから私は、胸を張って帰るよ」

　そして話そう。

　自分は、すごい騎士と戦ってきたんだと。







[image: ]




　結局、あの後一輝いっきは一週間も眠り続けた。

　査問会さもんかいでの疲労に、薬物による中毒症状。

　そこに《一刀羅刹いっとうらせつ》の反動が加われば、まあ当然の結果かもしれない。

　そんな具合に当事者が眠りこけているうちに、今回のスキャンダルを発端に始まった一連の騒動は収束した。

　ヴァーミリオン国王、つまりステラの父が一輝の決闘の結果と、決闘に至るまでの顚末てんまつを聞いて、『倫理委員会』とその手先となった報道に、強い不快感を明言したからだ。

　国王直々じきじきに不快感を示されては、もはや報道も沈黙せざるを得ない。

　そして、国王が『七星剣武祭しちせいけんぶさいが終わったらヴァーミリオンへ挨拶あいさつに来い。判断はそれまで保留にする』という今回のスキャンダルに対する判断を公言し、さらには赤座あかざが失脚したことで、一輝の騎士としての倫理を追及する者は誰一人としていなくなった。

　そんな、すべての決着がついた一週間後──

　普段は滅多めったに使われない体育館に、全校生徒が集まっていた。

　長い選抜戦を経て選び抜かれた六名の代表。

　その正式な任命式が行われるからだ。




『ではこれより、任命式を開始する。名前を呼ばれたものは壇上へ上がるように』

　黒乃くろのがよく通る声で言って、一人一人、代表の名前を読み上げていく。

『一年Ａランク。ステラ・ヴァーミリオン』

『三年Ｄランク。葉暮はぐれ牡丹ぼたん』

『三年Ｂランク。貴徳原とうとくばらカナタ』

『三年Ｃランク。葉暮桔梗ききょう』

『一年Ｄランク。有栖院ありすいん凪なぎ……は所用により欠席か』

　そしてついに、

『一年Ｆランク。黒鉄くろがね一輝いっき』

　一輝の名が呼ばれた。

「はい」

　短く返事をして席を立つと、脇の階段から壇上に上る。

　そして、先に呼ばれた四人と同じように、理事長・新宮寺しんぐうじ黒乃の前に歩いていき、賞状とメダルを受け取った。

『おめでとう』

「ありがとうございます」

　一礼し、これまた先に呼ばれた四人と同じように、集まった全校生徒のほうを向いて、壇上に代表選手として横並びになる。

　そして最後に呼ばれた一輝が列に加わるのを見てから、黒乃が言った。

『ここに並ぶ五人と、有栖院凪を加えた六名を、正式に我が破軍はぐん学園の七星剣武祭代表と認める！』

　その言葉に、パチパチパチ、と大きな拍手が五人に送られる。

　皆の視線は、まっすぐに一輝たち代表選手を見つめている。

　……普段戦っているときは人の視線なんて気にもならないのだが、こういう『戦う場』ではなく『注目されるための場』に慣れていない一輝には、なんだか居心地が悪かった。

　もとより一輝は他人の評価や社会的ステイタスは気にしないタイプだ。

　だから余計に、こういった儀式めいた行事は苦手だった。

　出来れば早く壇上から降りたい。

　だが、そう思う一輝の心情を裏切って、

『では次に、代表選手団の団長を発表する。名前を呼ばれた者は一歩前へ出ろ』

　黒乃はその名前を呼んだ。

『団長は、一年Ｆランク。黒鉄一輝』


「…………えっ」



　自分が団長として名を呼ばれたことに一輝は絶句し、思わず黒乃のほうに振り返る。


「僕が、団長…………？　ど、どうして…………」



　一輝はてっきり生徒会役員でもあり実績も持っているカナタか、話題性のあるステラのどちらかが団長になるものとばかり思っていたからだ。

　だが、そんな一輝に黒乃は呆あきれた顔で言い返す。

『どうしてもこうしてもあるか。《狩人かりうど》、《速度中毒ランナーズハイ》、そして《雷切らいきり》。破軍にいる七星剣武祭代表候補生たちを次々と蹴散らして勝ち残ったお前以外に、破軍の選手団長にふさわしい男はいない。早く前に出ないか』

「あ、は、はいっ」

　あまり納得は出来ていないし、正直誰にも注目されずに端っこのほうで生きてきた一輝にとって、こんな役回りは初めてでただただ混乱するばかりだが、有無を言わせない黒乃の口調に一輝は反射的に前へ出た。

　それを見て、黒乃は式を続ける。

『それではこれより、団長に校旗の預託よたくを行う』

　その言葉と共に、舞台袖から一輝の前に、破軍の校旗を持った一人の女生徒が現れた。

　それは、

「……東堂とうどう生徒会長」

　一輝自身が最後の戦いで蹴落とした少女だった。

「試合以来、ですね。元気になったみたいでよかった」

　刀華とうかは小さく微笑ほほえみ、自分の持つ校旗を軽く持ち上げる。

「これは、去年私が選手団団長として預かった旗です。今年も私が持っていくつもりだったんですけど、黒鉄くんに負けてしまいました。だから先生にお願いしたんです。校旗の預託を自分にやらせて欲しいって」

　その言葉を聞いて、一輝は返す言葉につまった。

　刀華はもう気持ちの整理が出来ているのか、ずいぶんとさっぱりした様子だが、ついさっきまで眠っていた一輝にしてみれば、刀華との決戦は昨日のことのようにすら感じる。

　だから、自分が蹴落とした相手に、どう言葉を返せばいいのかわからなかったのだ。

　だけど──どう言葉を返せばいいのかわからないけど、お礼は言いたいと、強く思った。

　あんな汚きたならしい野心にまみれた戦いに、それでも全力で挑んでくれたこの誇り高い騎士に。

　彼女がいたからこそ、自分はあれだけの力を引き出すことが出来たのだから。


「東堂、さん。……僕は、……東堂さんが相手だったから、全力を出せました。東堂さんに勝とうと思ったから、あれだけの力を出せました。……もし、東堂さんが相手じゃなかったら…………僕はきっと……」



「黒鉄くん」

　だが、一輝の言葉を刀華は遮さえぎった。

　遮って、まっすぐ優しい眼差しで彼を見つめ、

「黒鉄一輝くん。勝つというのは、背負うということです。負けていった者たちの願いを受け継いでいくということです。……この旗には代表になりたくてもなれなかった者を初めとする、たくさんの人たちの想いと願いが籠こもっています。私たちのために戦って欲しいなんて言いません。だけど、どうか、……この旗と一緒に、私たちを連れて行ってください。──七星の頂いただきへ」

　自分が持つ校旗を、一輝に差し出した。

　その言葉と、差し出された校旗を見て、一輝は理解する。

　言葉など、不要なのだと。

　この少女に、そしてこの戦いを全力で戦い、それでも夢叶かなわなかったすべての騎士に報いる方法は、ただ一つなのだから。

　勝つというのは、負けた者の想いを背負うこと。

　ならば、勝ち抜いた自分のすべきことは何か。

　それがわからない一輝ではなかった。

　だから彼は、差し出された黒塗りの旗棒を力強く摑つかむと、


「…………約束します」



　校旗を受け取った。その瞬間だ。

　生徒たちから、割れんばかりの喝[image: 采]かっさいが起こった。





『頑張れよ団長ーーーーっ！』



『絶対に応援に行くからねッッ！』

『会長に勝ったんだ！　アンタこそおれらの代表だ!!』


『あたしたち、イッキくんが優勝するって信じてるからーーーーッ!!』

『負けるなよぉぉ！　《無冠の剣王アナザーワン》ーーーーッッ!!』






　応援の声が、祝福のエールが、叱咤しったの激励が。

　いろいろな声が拍手の音に混じり、一輝の身体からだにぶつかる。

　その衝撃に、一輝は全身にしびれが走るような感覚を覚え、……唇を引き締め、顔を強こわばらせた。

　だって、そうしていないと……涙が零こぼれてしまいそうだったから。

　だから一輝は表情を引き締めたまま、声援に応こたえるように旗を掲げ、そして自分の列に戻る。

　そして、隣に立つステラに、小さな声で言った。

「……ステラ」

「なに？」

「僕は……、正直に言うと他人の評価とか、全然興味なかったんだ。いい評価なんて貰えたことなかったし、貰えるとも思っていなかったから。僕自身も自分が納得出来ればそれでいいって、ずっとそう思ってきたから」

　だけど、

「認められるって、案外、嬉しいものなんだね」

　そのときの自分の顔が笑っているのか泣いているのか、一輝にはよくわからなかった。

　だけどステラはその自分の表情を見て、嬉しそうに微笑んだから、きっと、よっぽど浮かれた顔をしていたんだと思う。




　こうして、南関東『破軍学園』の七星剣武祭代表選手は出そろった。

　それを皮切りに、北関東の『貪狼どんろう学園』。東北の『巨門きょもん学園』。北海道の『禄存ろくぞん学園』。九州・沖縄おきなわの『文曲ぶんきょく学園』。中国・四国の『廉貞れんてい学園』。そして──二十年連続で決勝進出を続け、最近では五年連続で七星剣武祭の表彰台を独占し続ける日本最強──そして世界有数の強豪校、近畿きんき・中部の『武曲ぶきょく学園』。それぞれの代表選手もぞくぞくと公表されていった。

　役者は、出そろった。

　巨門の《氷の冷笑》鶴屋つるや美琴みこと。

　禄存の《鋼鉄の荒熊パンツァーグリズリー》加我かが恋司れんじ。

　貪狼の《剣士殺しソードイーター》倉敷くらしき蔵人くらうど。

　そして──前七星剣武祭覇者はしゃ、《七星剣王しちせいけんおう》諸星もろぼし雄大ゆうだい。

　いずれも、音に聞こえた猛者もさばかり。

　黒鉄一輝は今、そんな彼らが待つ全国へ向かう。

　七星の頂。その頂点に立つために。

　そして、最強にして最愛のライバル。《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオンとの約束を果たすために。

　物語は今、──全国へとそのステージを進めた！





※　※　※






　一方、破軍学園で任命式が行われている時刻──

　人気ひとけのない高速道路高架下こうかした──

『フフフ、じゃあ破軍のオーダーも固まったわけですね。《雷切らいきり》も《速度中毒ランナーズハイ》も、あの《深海の魔女ローレライ》もいないとは、ずいぶん意外なメンツですが』

「仕方ないわ。そのうちの二人は絶望的にくじ運が悪かったのだから」

『まあ運も実力のうち。くじ運で敗れるというなら、その程度の騎士。──と、まあ王馬おうまクンあたりなら言いそうだと思いませんか』

「どうでもいいわよ」

『冷たいですねぇ。まあいいです。それでそっちの準備は万端ですかね』

「ええ、問題ないわ。《深海の魔女ローレライ》が落ちたのはちょっと想定外だけど、……計画に支障はないわ。──いつでも殺とれるわよ」

『フフフ。当代きっての暗殺の名手。手際が違いますね。さすがは『殺人館キリングハウス』を歴代最高スコアでクリアした我らが《黒の凶手きょうしゅ》。──いや今は《黒い荊ブラックソニア》でしたか。同志・有栖院』


「…………」



　そのときの有栖院は普段一輝たちに見せている親しみやすい顔とは似ても似つかない、冷たい表情をしていた。

　およそ感情のある人間のものとは思えない、ガラス細工のような相好そうごう。

　一見では別人と見まごうほどだろう。

　だが、それ故に今の彼には、凄絶せいぜつとすら言えるほどの危うい美しさがあった。

『ともあれ、これで前夜祭の準備は出来たというわけだ』
















　有栖院が持つ『破軍のものとは違う生徒手帳』の向こうにいる通話相手が、この世のすべてを嘲あざけるような笑いを漏らしながら、どこか恍惚こうこつとした声音こわねで呟つぶやく。




『役者は出そろった。──みんなはそう思っているでしょう。

　だけど、それは間違いだ。まだ『主役』が登場していない。

『主役』の存在に、まだ誰も気づいていない。だから彼らに教えてあげよう。

　幕下から壇上へ上がり込んで、主役気取りの横っ面を殴りつけて、観衆に知らしめてあげよう。

　──今回の七星剣武祭の主役は、ボクたち「暁あかつき」なのだと』




　舞台を全国へ替え、物語は動き出した。

　這はいずるような──不気味な蠢動しゅんどうの音を伴って。







　あとがき





　落第騎士の英雄譚第三巻、ご購読ありがとうございます。

　作者の海空りくです。




　三巻は『校内編』のクライマックス。

　作者の方も、テンションアゲアゲで突っ切りました。楽しんで貰えたでしょうか？

　作者的には一つの章のクライマックスと言って恥じない面白い出来になったと、自画自賛したりしてる今日この頃です。

　だからこそこの巻が、読者の皆さんにも面白いものであればいいな、と思います。




　さて話は変わるのですが、二巻で『落第騎士の英雄譚』シリーズが累計十万部を突破いたしました。そのことをまずこの場で読者の皆様にお礼申し上げます。

　ご購読＆応援、本当にありがとうございました！

　おかげさまでこのシリーズも無事『校内編』を終え、次のステップである『全国編』に入ることが出来ました。これもひとえに皆様の応援のおかげです。

　四巻では、音に聞こえた強豪から、未だ表舞台に姿を見せていない魑魅魍魎まで、様々な人間が七星の頂目指し一斉に動き出すことになります。

　より強い敵、より熱い戦いを目指して、今まで以上に作者も頑張っていこうと思いますので、是非ともこれからも応援よろしくお願いします！




　そしてこの場を借りて、この本を作るのに協力してくださった方々へ感謝を。




　をんさん。いつもいつも素敵なイラストをありがとうございます。

　タイトなスケジュールの中、色々注文に応えていただき、本当に感謝しています。

　特に今回の肌色増し増しなイラストは、垂涎ものでした。

　あれをいの一番で鑑賞出来るのは作家の特権ですね！（笑）

　いつもいつも楽しみにしています。

　そして担当編集の小原さん。

　ならびこの作品のために尽力してくださっている編集部の皆さん。

　いつも本当にありがとうございます。




　最後にこの本を読んでくださった読者の皆様にも、もう一度感謝を。

　それでは、また四巻でお会いしましょう！







著者

海空りく（みそら りく）

　二巻で『閃の軌跡』をプレイ中といったな。アレは噓だ。まだＯＰを見れただけです……。原稿には勝てなかったよ……。




イラスト

をん

　福岡在住のイラストレーター。

　最近ＰＣの調子が怪しい感じになってきました。

　いよいよ買い替えの時期かなあ。

　http://ashybrid.nobody.jp/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5681

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「海空りく先生」係

「をん先生」係




http://ga.sbcr.jp/




























ＧＡ文庫
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